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まえがき

1 9 9 5年 1月 17日未明に発生した阪神・淡路大震災は、 70年前の関東大震災に次

ぐ都市型の大災害となり、 60 0 0人以上もの人命が失われ、おびただしい人々の生活基

盤を突き崩す結果をもたらした。それはまた第 2次大戦後 50年で築かれた日本の繁栄の

脆さが露呈されたという意味で、国民全体にも衝撃を与えた出来事であった。危機的な状

況にあって、政治や行政の対応が十分機能し得ないなかで、ある種の驚きと期待を込めて

注目されたのが支援のポランティア活動に参加した人々の動きであった。その多くが学生

を中心にした若者たちであったことが、とりわけそうした受けとめ方をきわだたせたと思

われる。他方で、災害研究でいう「過集中」現象の典型的な現れとして、受け皿が整わな

いところヘボランティア志願者が殺到したために、 「ボランティア難民」などといわれる

ような状態も生じ、否定的な評価を受けた場合もあったのである。

東京都立大学の社会福祉学科の学生も 2・ 3年生を中心に 10名余 りが参加した。学生

定数の少ない当学科としては 3 ・ 4人にひとりの割合になるから、かなりの数といってよ

い。私としては、そうした学生の何人かから話しを聞くにつけ、ポランティア元年などと

も表現された大きなうねりに飛び込んで行った彼らの体験は、じつに貴重なものであると

感じていた。そして、そうした経験を、学生自身の手でまとめられないものかと思ったの

である。成立経過は、 「あとがき」にやや詳しく述べてあるが、本書は、 95年の前期に

私が担当 した社会福祉調査論で、聴き取り調査の方法を学ぶ課題として、受講生たちが震

災ポランティアの経験者に対してインタビューし、それにもとづいて提出した作業レポー

トを素材と して、同年後期の社会福祉学演習 11の参加者である、高杉彰子、後藤浩二、村

瀬千晶の 3君 とともに取りまとめたものである。

被災地でのポランティア活動に参加した彼女・彼ら自身は、その体験をどのように受け

とめているだろうか。また、参加しなかった学生たちは、どのように感 じているのか、参

加者の経験が、参加しなかった者にはどのように伝えられるだろうか。 さらには、体験を

伝えようとすることが、自らの経験を再確認し、対象化する機会になり得るのではない

か。そして、そうした諸側面を、聴き取りという調査手法と、そこで得られた資料によっ

て、どこまで捉え直すことができるだろうか。これらは、社会調査の基本にもかかわる問

題といえる。そうした課題がどれほど達っせられたかは、読者の判断に委ねられるべきも

のである。 しかし少なくとも本書が、最終的な取りまとめをした 3名の学生諸君のねばり

強い努力の成果であるということ、それだけではなく、前記の社会福祉調査論の受講生た

ちのレポー ト作成までの努力と、インタビューに応じてくれたポランティア経験者たちの

協力の上になり立ったものであることは銘記しておきたい。

ところで、こうした事例的な経験の聴き取りによるまとめは、対象者の限定性など、さ

まざな意味での偏りをまぬがれるものではない。本書で取り 上げた都立大の社会福祉学科

の学生たちの震災ポランティアは、女子学生に限られているし、参加期間も比較的短い。
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関四の幅祉系大学の学生たちにみられたように、自らの組織的な活動を組み立てていった

わけではなく、またリ ーダー的な位置に立って活動した者も含まれていない。他方 、社会

福祉を専攻する学生として、ある程度援助的活動ということに理解を持っており、どの学

生もそれ以前iに何らかのボランティア活動の経験を持っていたということは、今回の災害

ボランティアの若者たちの大多数が、それまでボランティア経験を持っていなかったとい

われる中では、 「平均的」な位僅にいたともいいきれないことに留意することは必要だろ

う。

そうした限定付きであるにせよ、学生たちの今回の体験を記録に残し、その意味を問い直

してみることは、意義のあることと信 じる。学生たちの個別的な体験は、それを受け止め

た他の学生たちの感じ方とともに、災害ボランティアの組織化の問題、さらには広くボラ

ンティア活動一般にも通じる問題を含んでいると考える。今回の大災害から多くのものを

学び、長く続けられねばならない被災者の生活再建支援や今後の対策に生かしていくため

にも、困難を抱えた多くの被災者の方々をはじめ、さまざまな位置でかかわりを持った

人々の体験と意見が記録化されることが望 まれるし、また統計的な形での調査も積み璽ね

られる必要性も大きい。本宙をまとめた私たちのささやかな努力も、そうした幅広い実践

的、教育・ 研究的な試みのひとつとして受け取っていただければ幸 いである。

1 9 9 6年 3月

石原邦雄

付記 ： なお、本書で資料としてあっかったインタビューおよびそれにも

とづく課題レポー ト、 さらに 1年後の手記については、該当者の名前をすべ

て仮名に変えてある。いわゆるプライバシー保護の意味ばかりでなく、学

科内の学生同士で相互に、また場合によ って自分自身をも、対象化するこ

とのしやすさのためでもある。
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I 聴きとり対象者と神戸での活動と生活の概要

1. 調査対象者＝ポランティア体験者について

それぞれの分析に入る前に、ボランティアに参加した学生たちの基礎的情報を見てみ

る。

図 1ー参加時期・期間 では、ポランティア参加した時期の早い人から順に並んでいる。

表 1一対象者リスト では、現地入りした順で、震災ポランティア以前のポランティア経

験の有無，参加期問，参加につながる情報を得たところ（参加経路）．実際に活動するさ

いに所属していた団体（参加団体），活動地域と活動内容について簡単にまとめている。

今回インタピューに答えてくれたのはいずれも社会福祉学科の学生である。偶然なのか

も知れないが、表 1のリストからも分かるように全員がなんらかのポランティア経験を

もっている。 1995年3月の朝日新聞の調査 (700人対象の意識調査）では、ポランティアに

参加したのが「初めて」というのが 7割に及ぶという結果が出ている。これと単純に比較

するには、ケース的に少なすぎるが、社会福祉を学んでいることとポランティアヘの関心

については、なんらかの相関はあるのかもしれない。

また、リストには参加の動機をのせていない。 これは、それぞれの理由はかなり多様で

複雑であるので、 一言でまとめるには無理があると思われたからである。 しかし、動機に

ついては、ポランティアについて考えるうえで欠かせない問題なので、このあとの分析の

なかで触れていくことにしたい。

参加団体については、比較的既存のもので、以前から地域の中での活動をしていたとこ

ろや、震災を機にできた団体など、 これも様々である。具体的な活動内容では、 「救援物

資の仕分け」 「炊出し」 「訪問」 「話し相手 ・遊び相手」などが比較的共通している。先

にも述べたが、参加時期・地域・団体などによっても違いはあるだろう 。

21月 2/3-2/16 3r 

◄ ► 
寺内 小嶋.,_.2/17-2/23 

飯野 ◄ ► 2/ 1 7-2/23 

小田 ◄ ► 2/18-3/4 

高橋 ..2/24-3/1 

月4
ー

図 1

参加時期・期間

梅沢◄ ► 2月 28~3/22

3/1~3/24 
藤井 ◄ ► ◄ ► 3/30-4/8 

丸山 ◄ ► 3/4-3/20 

三宅~ 3/14-3/19 
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表 l 聴きとり対象者と参加活動の概要

対象
参加経路

調壺
ポランティア経験 参加期間 （情報を得 参加団体［活動地域］ 活動内容

者
た所）

者

寺内
自閉症 ・ダウン症

2/3- 神戸YWCA （建物）
物賽の配給所での作

中野
児（者）キャンプ

2/16 
YWCA 

［主に東灘区、中央区］
業／外周り（リサー

三井
／老人給食 チ）

(2/17~) 日本てんかん

小嶋 重度心身障害者の 2/17~ 日本てんか
協会／全国VYS協議会

子供対象の調査 栗坂
［中央区］

介助 2/23 ん協会
(2/20~)応援する市民

「訪問お手伝い隊」 内田

の会［束灘区］

(2/17~) 日本てんかん

飯野
身体障害者の生活

2/17~ 日本てんか
協会／全国VYS協茂会

ポスター貼り／ピラ 佐々井
援助 ［中央区］

作業所など
2/23 ん協会

(2/20~)応援する市
貼り／訪問／片付け 兼成

民の会［東灘区］

障害者の子供との 物資分配／炊き出し
中島

小田 ハイキング／痴呆 2/18- 新聞の募集 日本国際飢餓対策機構 ／外国人ポランティ

老 人対策のデイケ 3/4 広 告 ［芦屋、東灘区］ アの通訳／物品の取
沢井

ア／海外協力NGO り出し
寺内

高橋 重度心身障害者の 大阪アジア ちびくろ救援グループ
炊き出し

杉浦

介助
2/24-3/1 

協 会 ［兵庫区］
高齢者世帯の訪問

小西
物資援助

障害者の生活サポ ヒューマン
在宅障害者の介助／

梅沢
ート（ヒューマン

2/28-
ケア協会の

ヒューマンケア協会 引 っ越し／瓦礫のか 松本

ケア協会）
3/22 

派遣
［長田区］ たつけ／事務的仕事 折笠

／訪問

知り合いを
(3/1-3/15)被災地障

安否確認／話し相手
藤井 かたつむりの会で 3/1 ~3/24 害者センター［兵庫区］ 梅沢

家事援助 3/30-4/8 
通して聞い

(3/6~）長田ポランテ
（高齢者） ／ごみ拾

三宅
た

ィアルーム［長田区］
い／救援物資の管理

3/4-3/20 
本部での電話取次／

丸山 キャンプに小学生 (3/10~ リスポンス 神戸元気村（テント） 汐見
を連れていく 。 3/14除 協 会 ［東灘区］

事務／地域訪問（物
藤原

く）
資配給） ／調査隊

障害者によるコン 日本てんかん協会（社会
ピラ配り／ポスタ ー

三宅 サ ー トの会場での 3/14~ 日本てんか 福祉センタ ーに泊る）
貼り／子供立ちと遊

岩城

ベピーシッター 3/19 ん協会 巡回子供センタ ー
ぶ／事務的仕事

伊藤

［中央区］
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2. ボランティアの生活

ポランティアに行って、 一体どんな生活をしていたのだろうか。食べ物は？ 衷るとこ

ろは？ 毎日何をしていたのか？ などなど聞き手の典味は尽きない。テレビの映f象、新

問などの写真では、なかなか個人としてのボランティ．アの生活は見えてこなかった。今回

のインタビューで、少しは“未知の世界＂ を垣間見ることはできるだろうか。 ここでは 4

人のケースから、現地での生活を振り返ってみる。小田さん，藤井さんは逐語記録で、寺

内さん． 三宅さんについては受講者のレポー トをもとにしてまとめた。

(I)小田さんの場合

［泊まるところ・食事について］

中島：泊まるのは、教会で泊めてもら ったんですか。

小田 ：うん

寺内：食事とかはどうしてましたか。

小田 ：日本国際飢餓機構から一応お金は出たんですよ 。それで野菜とかが来たんで

それで料理して。 ...あとは避難所からも少し。

［活動内容］

小田：・・・私が加わったのは、復興チームで、大工仕事のほうだったんです。その復典

チームが活動していたのが、西宮と、芦屋 と東灘だったんですよ 。 • .． 芦屋コミュニテ

イチャペルという教会があったんだけれども、そこの教会で、東京とかから送ってくる物

資、救助物資、それを分配したりとか。 ・・・芦屋に 1週間いたときは、炊出しというの

を中心にやっていて。で、 2週目 3週目は、東灘区に移ったんです。 •・・崩れた家か

ら、ものを取り出すんですよ ・・・ 東灘区に行って、外国人と一緒にやるようにな って、

その中で、アメリカ人とカナダ人の大工 とかペンキ屋、いわゆる家の構造に詳しい人達が

中心になるんですけれど、たまにその人のすぐ後ろについて、通訳しながらやる・ ・・崩

れた家に、木をどかして入っていって、家の人は外で見てて、例えば、

「貯金通帳を取って欲しい、僕の部屋 2階だったんだけど、その左側にある押入に入って

いたから、それを取って欲しい」と行って も分からないでしょ 。落ち方が違うんだから

（地痰でどこに何があったか分からないほどの崩れ落ち方をしていたところも多かっ

た）。 その辺をどうにか（通訳して）説明して、じゃあき っと この辺だねって言っ て、 一

緒に入っていって、 一応通訳必要だから、 （小田さんも 一緒に）ほこりだらけの中に入っ

て行くんですよ 。で、のどは駄目になったりしたんだけど、それで活動ですよね。 どうに

か本人が、被災者の人が希望するものを取り出す。

＊コメント

小田さんは 2月の 2週目から活動を始めた。当時は被災者用に送られてくる物賓の
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野菜も、避難所でそれぞれが調理して食べるのは現実的には難しかった。狭いスペー

スで火を使うのは危険だし、またそのための調理器具 とかもも っていない人も多い。

温かい炊出しに人々が集ま って来るのは容易に想像できる。 また物資配給については

できるだけ多くの人に、 平等にいきわたるようにするために気を配ることもポランテ

ィアの役目である。倒壊した家からものを取り出すというのは危険と緊張を伴う作業

であったことだろう 。外国人ボランティアと被災者（住人）の間に立っ て戸惑うこと

もあったのではないだろうか。

(2)藤井さんの場合

［食事について］

三宅：食事 とかはどうしていたんですか。

藤井：食事は、兵庫区の被災地障害者センターのほうでは、朝、 当番はそこで出してもら

う。晩御飯は交代で作っていて、お昼 は自分で。長田区では、 区役所内にボランティ ア

ルームがあるから、配給のお弁当のあまりがもらえて、それを食べるか、自分で買 う

か。

［寝るところについて］

三宅：じゃあ最初のときはそのセンター（被災地障害者センター）のなかに泊ま って？

藤井 ：普段は、作業所っていうか授産施設なのかな ・・に使っているところをボランティ

ア用に解放してもら って、泊ま って。それで長田区のほうでは、公園にテントをはっ

て。

三宅：公園で。すごい。 じやあ、テントの中で寝袋とかで ・・・

藤井：寝袋と段ボール。

＊コメント

藤井さんが行った 3月の初めの頃、店などは開いていた。活動を続けるうえで食事

と寝るところを確保するというのは最低限の条件である。 日中はめいつばい活動し、

夜はテントで寝袋にもぐり込む。春といってもまだまだ寒い。風呂に入るのも何日か

に一度。食べるものも次第に偏って来るだろう 。被災者にと っても、ポランティアに

とってもやはり苛酷な生活である。 こうした状況で過ごしたポランテ ィアはどのよう

なストレスとか問題を抱えていたのだろうか。後の分析で触れることにする。

(3)寺内さんの場合（中野レポー トより ）

「ポランテ ィアの生活は朝の早いうちから始まる。ボランテ ィアは寝袋で、物資の配給
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所に寝ているのだが、 6時 30分頃には配給所に来る人がいる。 8時 30分に配給所が

開始されるので、それまでに（ポランティア達は）届いた物究の仕分けや掃除をする。

（自転車での訪問活動担当の人は）午前中は主に物資の配給をしたり、午後の外回り

（訪問活動）の打ち合せをする。 • ・・ 外回りは 2 ~ 3人で 1グループを作り、 4グル

ープ位で行う 。 18時までに滞るよう心がけるが、真っ暗になってから帰ることもある

という 。公園のテントや、避難所、嵩齢者のところなどを (1グループにつき） 5 ～ 6 

ヶ所位回る。 20時に配給所を閉め、 22時、 23時までミーティングをする。」

＊コメント

配給所での 1日はかなり慌ただしい。 ここで見ただけでも半日以上は活動している

ことになる。並んで待っている人達にできるだけ必要なものを渡したいのに、配給所

で は 数 羅 共 に限られている。みんなにうまくいきわたらなくて、ポランティアが謝

っている姿も見られた。 また、続々と届く物資の整理に追われて、 1日中倉庫で働く

ポランティアもいた。被災者と直接触れ合うのがポランティアの花形のようにとらえ

られた面もある。 しかし、ボランティアの食事づくり専門の係をずっとやっていた人

もいる。物資の整理や内部での事務的な仕事などなど、目立たないところでいろいろ

重要な役割を果たしていたポランティアも欠かせない存在なのだ。

(4)三宅さんの場合（伊藤レポートより）

［食事について］

・当番制 ―--1食 50 0円を出し、それで当番が食材を買ってき て皆の分の食事を作

る。

食事内容は、カレー ・シチュ ー ・肉じゃが ・刺身など。

・外食ー一ーー店はもう普通に営業していたので、ファミリーレストランに入って食事を

したり、コンピニエンスストアで食事を買って、寝泊まりしている施設の

部屋で食べたりした。

•その他ーーー全国各地からの援助物資の果物やお菓子なども食べた。

［入浴について］

近くの銭湯で、 二 日に一回風呂に入る。お風呂賞というものもある。 これは勤続四日以上

働いた人に与 えられる賞。幸せの村（老人福祉施股．障害者施設が集まっているところ）

の温泉に無料で連れていってもらえる。
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図 2 ある日のスケジュール（三 宅さんの場合）

7: 00 「朝ビラ係」起床

8: 00 朝食担当起 床

t 
10: 00 列曳りの人起床

I I : 00 

朝のミ ー テ ィング＼ 日にする仕
12: 00 昼食

l 
各自適当に食べる

その

事を自分で決め

る 放課後

令19: 00 夕食

夜のミ ーティ ング
その日一 日の活動

報告

23 : 00 t吾り全いい
自己紹介、ポランティアのこ

と e t C アルコールも出る

2: 00 就寝

＊コメント

8: 00-9: 00 

朝のビラ配り

事務的な仕事

初皮災地見学

巡 回 子 供 セ ン タ ー

（避難所の子供達

と遊ぶ）

当 番 制での食事作りはなかなか興味深い。当番は何人で、そして何人分の食事を

作っていたのだろうか。

三宅さんは、 ポラ ンテ ィア 生活を比較的楽しんできたケースに入る。ポランティア

に集まった人達は、同じような物を食べ、 一緒に働き、風呂に入り、語り合う生活を

通して連帯感を強めていくのだろうか？ しかし誰もがこうした生活を楽しいと思え

るわけではないだろう。 活動期間が長くなるにつれて、また、様々な理由から、疲

れたり悩みを抱える人も出てく る。

く高杉彰子・後蔽浩二＞
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II 学生のボランティアイメージの考察

～震災ボランティアヘのインタピューを通して～

くはじめに＞

多くの人びとの生活を、人生 を、根本から揺さぶり変えてしま った阪神・淡路

大痰災から 1年が経つ。都立大からも、 全国からも大勢のポランティアが被災地

に赴いた。また、 実際に被災地での活動に参加できなくても、さまざまなかたち

で被災地の人びとを救おうと働いた人はも っと多くいる。そうしたそれぞれの費

重な体験が、単に個人の経験にとどま ってしまうことば惜 しいことだと思ってい

た。

幸い、授業（社会福祉調査論）の一環で都立大の学生10人の震災ポランティ ア

体験のインタピューが10グループに分かれて行われ、受講者から計 18のレポート

が提出された。受講者のなかには、 震災ボランティアにも参加した人、他のボラ

ンティア活動（障害児 ・者， 高齢者．外国人対象など）に関わったことのある人

や現在も活動している人、まだポランティア活動には参加したことのない人など

いろいろである。

私自身も2月の2週間と8月に2日間、 ポランテ ィア活動に参加し、調査論の授業

ではインタピューをする側（受講者として）とされる側 （体験者として）両方に

なった。そしてこうしてまとめの作業にも関わろうとしている。ここまでの過程

を通しての私の関心は、学生がそれぞれポランティアについてどのようなイメ ー

ジをも っているかということであった。またそれぞれが抱いているイメ ージが体

験者と未体験者の間で違いはあるか。裳災ポランティアを体験したことでイメ ー

ジは変化したか。インタビューを通して受講者側のイメー ジは変化したか。ある

いはもともとのイメージがさらに強いものとして残ったか。そしてインタビュー

のなかでボランティア参加者と未経験者の間でイメージをどのように共有できる

のか ・・・

これらの問題意識に基づいて、分析をすすめるにあたりインタビューの逐語記

録やレポー トなどの素材を大切にしてみたい。その理由は、できるだけ学生の

“生 （なま）の声”に表れた、ボランティア活動やポランティアに対するイメー

ジをつかみたいと思ったからである。なかでも特に、ボランティアに行き自分な

りの経験とイメージをもちながら、受講者としてもインタビュー に臨んだ4人の

学生と、ボランティアには行っていないが自分なりのイメージをもちながらイン

タビュー をした学生と、両者はいったいどのような土俵で語 り合っているのかを

みるために、こうした素材は有効な役割を果たしてくれるだろう 。
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I
 

1. 各レポー トから

まず始めに、かなり乱暴ではあるが、インタピュ ー後の18人のレポー トから、感想なり

ポランティアイメージなるものを簡単に列挙 してみる。 （順不同）

＊ボランティアをしたことも、ボランティアについて考えたこともなかったが、インタ

ピューを機に自分なりに考えてみようと思った。 [i夕見さん］

＊若者が自分勝手の「輝き」を手に入れるためにポランティアを行うことは、 学ぶとこ

ろの少ない貧弱なもの。 ［佐々井さん］

＊現地でポランティア全体が被災者の役に立っ たとは言い難いが、行ける条件があるな

ら、若者は迷わず行くべきだ。 ［内田さん］

*“偽善的" “してあげる＂ ［三井さん］

＊一種の自己満足，偽善的行為。ポランティア自身本音とたてまえがある。 ［兼成さ

ん］

＊自己満足には済まされないもの。専門家の援助に結び付けることのできるという点で

は「普通の人」のポランティアに意味はある。 ［寺内さん］

＊震災ポランティアは、行きさえすればいいという「善意の表明」とは違うが、教育効

果，将来に対しての保険効果もあった。 ［中野さん］

＊「満足感」を得るためのもの。公共の（行政）の足りない部分を補う役割をもってい

る。 ［松本さん］

＊ポランティア自身が役割認識をすることが必要。 ［小西さん］

＊震災ポランティアの今後の課題は、普段の生活における自らの社会的役割・位置を自

覚すること。 ［藤原さん］

＊被災者への自立への援助をどこまで行うかが焦点。農災ポランティアは何をすべきか

被災者と共に考えることが大切。 ［杉浦さん］

＊ボランティア自身も自分が楽しむ部分と継続性が必要。 ［伊藤さん］

＊ボランティアは「楽しみながらするもの」と思っていたが、 「必死に」頑張って活動

したポランティアもいたことを知り、それぞれの経験の違いを思った。 ［三宅さん］

＊ポランティア活動を可能にするのは「やる気（意欲） 」や「助け合いの精神（正義

感）」だけではなく、その人のおかれた立場・環境などの外的要因も大きく影響。

［梅沢さん］

＊災害ポランティアは真の地域福祉にはなっていない。単なる援助でなくお互いにお互

いの生活を良くしていける関係になるのが理想的。 ［岩城さん］

＊ポランティア経験での出会いが、その人の人間観や価値観を広げる。 ［中島さん］

＊震災ボランティアと、日頃簡単に手をつけられるようなポランティア活動とは、内容

の明確化という点で違っている。 ［栗坂さん］

＊ポランティアにしかできない活動はたくさんある。阪神大痰災の救助活動を通じて、
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国がやらなければならない活動とボランティアが補う活動は区別化された。 ［折笠さん］

調査者のなかには、無関心からインタピューによって関心をもつように変化した人もい

る。 ポランティア個人に対する感想や個人の問題意識・価値観による心理的側面のイメー

ジを語っている人もいる。 また、実際の活動が何の役に立ったか、などのような機能的側

面でのイメージもある。 インタビュー前にはポランティアに対して、否定的ではないにせ

よやや批判的な思いでいた人が、肯定する部分を見いだしたり 、逆に批判的なイメージを

強めたケースもあった。

各インタビューで、レポー トで、共通してでてくるキーワー ドがいくつかあった。今回

は

「偽善」 「犠牲」 「自己満 足」 という 3つのネガティブなイメージを想イ象させる言葉を選

んだ。 こうしたイメージが生じるのはなぜか、 3つの言葉に関連性はあるのか、などにつ

いて考えてみたい。 ボランティアとして活動してきた立場から、私自身はネガテイプイメ

ージにどのように対応していけば良いのか。 そして最終的に理想とするポランティア像へ

到達するには、どのような共通理解が必要なのかを考察していきたい。

2.ポランティアは「偽善」か

調査者は、インタビュー前にどのような質問をするかと考えるが、それは自分の関心・

典味 ・疑問がもとになる。共通する質問は、ボランティア参加の動機・き っかけである。

しかしその背景 には、調査者自身が抱くイメージと体験者のイメ ージを共有できるかどう

かを確かめたいという意図もあるように思える。 ここでは 3つのレポー トを例に出してみ

る。

く三井レポート＞

ーーーボランティアを評価する言葉に「偽善的」という 言葉がある。私の

周りにはそのように言う人はあまり見かけないが、そういうふうに言 われ

ているというようなことがあることは何となく私の頭にいつも入ってい

た。 ポランティアが偽善的と 言われることの真偽はよく分からない。何を

根拠に偽善的と 言 われるのかがそもそも分からないので、そういう評価は

なるべく勝手にしない方がよい。実際にどういうことを思ってポランティ

アをやっているのか、どういう心情をも ってポランティアをやっているの

か、 ポランティアをやっている本人の考えを聞かなければ「偽善的」云々

という 評価 は全 く意味がないだろう 。 そういう面についても聞いてみた

か った。

＜兼成レポート＞

（震災ボランティアに参加した動機を尋ねたときの「成り行き」 「これと

い って問題意識があったわけじゃない」という答えに対して）

ーー 一仕事・職業として援助活動を行うならまだしも、何の報酬を得るこ

ともできず、ただ困っている人の役に立ちたいという 気持ちだけでは、と
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ても援助なんかはできない。そこで考えられるのは、自分にも何かできる

んじゃないかという使命感に燃える 人が、困っている人のために助けてあ

げたという偽善的行為に基づくポランティアである。 • （中略） ・・周囲

の人が行くから、私も行かなきゃいけない、何をやるかは漠然としている

けれど、ボランティアに参加したということで周りの評価を得るというよ

うな偽善的行為が私には許せない。 というのも、私の中にこそこのような

ボランティアに対する不純な動機が存在しており、それを払拭しきれない

自分に嫌気がさしているのである。

三井さんも兼成さんもポランティア経験はない。 このことと「偽善」のイメージはどうつ

ながるのか。周りからの「評価」を意識しながらボランティアをするのが不純なのであろ

うか。それでは純粋な動機というのもあるのだろうか。未経験者がポランティア活動に参

加する際に感じる一種の照れくささや違和感のようなものは、この「偽替」のイメ ー ジと

どこかで通じているような気もする。 しかし、このような思いを抱えているのは実際に活

動体験をした学生にもいる。

＜梅沢レポート＞

ーー一私も神戸、大阪で阪神大震災救援ボランティア活動に約 1カ月参加

した。 しかし私の場合、 「被災者の人達のために何か役に立つことを是非

やってこよう 」 と意欲を燃やし、正義感あふれて、ただ純粋な熱い思いか

ら参加に至ったのではなく、それまでには様々な思いを巡らせ、 「やはり

行くのは止めよう」と思いとどまったり、迷ったりと、今明かすと恥ずか

しいような情けない心理的経過をたどった末のことだった。 •. （中

略） ・・ 「被災地の惨状をただ他人事のようにテレビで眺めている自分が

いたたまれなく感じたのはまやかしで、結局私は自分だけがかわいいとし

か考えられない悪質な偽善者にすぎないのかもしれない。」とも考えた。

私の経験も含めてだが、ボランティアをしているというと、 「偉いね」とか「よく頑張る

ね」とか「大変でしょう」などと言われる。 ものすごく特別な事でもしているかのよう

に、或は自分とは全く別の世界にいる人でも見るかのような視線を受けることもある。 し

かし皮肉にもポランティアは、ときと場合によって、＇ 政讃の対象となったり、 批判の対象

となったりする。いったい何が境界となり、何を基準にポランティアは判断（評価）され

るのだろうか。梅沢さんのレポートにある “純枠な熱い思い＂とも関係がありそうだがこ

のあたりの論議は後の、理想のポランティアイメージの考察にまわすことにする。

3.ポランティアは「犠牲」か

もし仮にボランティアが「すばらしく偉大」な行動としてとらえられているとすると、

そのイメージは、 「自分の生活のすべてを投げうって、活動に没頭する」＝「自分にはとて

もそのような事はできない（許されない）」というものであるかもしれない。 これは少々

極端すぎる例えかもしれない。しかし、 「ポランティアはやりたいけど．．．があるし」
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などと考え、迷い、諦めてしまうという事もよくあることだろう 。ポランティア活動と自

分の生活をいかに両立 させるかということは、それぞれにとって大きな問題なのだ。現実

に、震災ポランティアに向かった人でも、そこに至るまでにはいろいろと迷いや不安を抱

えている。そして、行ってからも悩む人は少なくないし、実は活動中に生じた悩みのほう

が大きいという場合もある。活動を通して問題（葛藤）を抱えたケースについて、ここで

は逐語記録をみていこう 。このインタピューグループの特徴は、聞き手（梅沢さん， 三宅

さん）が2人とも震災ポランティア経験者であることだ。お互いの経験を語り合う場とし

ても作用していることに注意したい。

「藤井さんへのインタビュー逐語記録」より

梅沢 ：例えば、何ていうのかな、これは私の個人的なことなんだけど、

「何かしたい」って思っても別に私は医者でも看護婦でも何でもない

し、 ・・・・・ ただ単に自分がも っているそういう資源とか何もない

し、だから「何かしたいな」っていう思いはあるんだけれども、踏み切

れないというかそういう気持ちは全然なかったの？

藤井：いや、すごいあったから、実際に 2月 10日まで、 （社会福祉援助

技術論の授業で）みんなと話し合うまで何にもしなかったというのもあ

るし、 「やらなきゃ」 って思ったけど、行って何ができるっていうの

は、実際動き出してからもそれは考えた。医者とかじゃないしってこと

を。

梅沢： ．．．．．．でも実際問題、自分の生活は自分の生活であるわけ

じゃないですか。でも、それは全部放り出してまでもポランティアに行

こうって、そこまで思った？だから「（レポー トを）書かなくて単位も

いらない。今すぐ駆けつけなきゃ」とかそこまで思えました？

藤井：その場はすごい盛り上がってそう思ったけど、実際、家に帰ってみ

てやっば、 一年それで棒に振って、もう一年学校に行けるかとか、あと

普段やっているポランティアでまあ、いちおう私とかが抜けたらきっと

ねー、不都合とか出てくるわけだし、その人にそういう思いまでさせて

行く必要があるのかっていうのは思えたけど、なんか、もうそのときに

は、すごい歴史的な大事件みたいに思ってたし、それで何かやらな

きゃっていうのはあったからいっちゃったんだよね。

梅沢：じゃあ、割と、そういうの振り切って、何かを犠牲にして行った、

自分のことはいいから行ったっていうところはどこかある？ 私の場合

は「私も行かなきゃ」って思ったのは 1月の末くらいで、でもこれから

試験だしな、レポートだしで、とりあえず試験終って全て終ってレポー

トも終ってから行こうってそういうふうにわりきることにしたんだけ

ど、藤井さんの場合はどうですか？

藤井：でも、結局レポー トとか出し終ってから行ったし、だから自分で、

犠牲になったっていう意識はないけど、でもそのポランティア普段から

やってる人とかには悪いなあって。

藤井さんが普段関わっているのは週 2日程度での家事・育児のポランティアである。 「普

段やってるボランティアがもっと私がやらなきゃっていうものが多かったら、 （神戸に

は）行かなかったと思う 。」という発言からも、それまでのポランティアは、責任はある

が比較的自由な立場で関わることができていたように窺える。

しかし被災地での活動を通して藤井さんは、人間関係や仕事の大変さによって、肉体

的・精神的にも次第に追い詰められていく 。
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梅沢：ポランティア活動中では何かありました？ うれしかったこと、楽

しかったとかよかったとか、感激したとか何でもいいんですけど。

藤井：感激した？なんか、あんまりそういうのなかったのかな。なんか頑

張らなきゃみたいな、なんかそういう、周りのね、ボランティアの人と

かがいつばいいて、 「頑張らなくち ゃ」、 「当てにされているな」って

いうのは思ってきたから、それをこう、頭できたから、 「よく頑脹らな

きゃ」みたいなのがあって、 「とにかく目の前の仕事やんなきゃ」 って

いうんで、むりやり騒いでたとかっていうのはあったけど ・・ 物資の仕

事 始めてからは、地下の倉庫にしまってある から物査はすごい、ほとん

ど、上のボランティアルームとの行き来、中の仕事でそとの天気も分か

らないっていう状態だったから、気分が滅入ってたというか・・・・

ひたすら頑張り続けることを求められ、また自分でもそうあろうとしたこのときの藤井さ

んの様子は、まさに活動参加に対して個人の自由を失った“犠牲的＂なボランティアとも

いえる。

もうひとりの聞き手である三宅さんもポランティア経験者だが、藤井さんの話を聞いて、

自分の経験とのギャップに少々驚いたようである。 「ポランティアは楽しみながらするも

の」だという雰囲気の中で、また協力的な地元の人達などに囲まれての活動を通して、

「非常事態が起これば誰彼となく助け合っていけるものなのだ」 と感じていた三宅さん

は、レポートのなかで

「同じ裳災ポランティアといっても、行った時期．場所，活動内容に

よってこんなにも感じること、体験できたことが違うのかということをし

ることができた。おそらくこのインタビューがなかったら、自分が体験し

たことだけで阪神大裳災をとらえていただろうと思う 。」

と振り返っている。

そのほかにも被災地での活動中の、 “犠牲的＂ボランティアの姿が 浮かぶケースがあ

る。

丸山さんへのインタピューでは

「ボランティアなんだから、不満があるはずなどない。ポランティアに

来たんだから、神戸元気村の名前のとおり元気じゃないんなら帰れ」とか

「ポランティアに来たのだからお前ら働かなくてはだめだ」 「ポラン ティ

アなんだから尽くしなさいと、奴隷的にとらえている」

などの発言がある。 この章の最初に話題にした犠牲を、 「生活の犠牲」と名付けるとすれ

ば、藤井さんと丸山さんの場合は現地で陥った「自己の（人格の）犠牲」とでもいえるの

ではないだろうか。特に後者の方の「犠牲」は、ポランティア自身の心にしこりとして

残ったという事実もある。 しかしこれについては、他の章での考察の対象にもなっている

ので深くはふれないでおくことにする。
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4.ボランティアは「自己満足」か

ボランティア活動をするとき、人は何がしかのやりがいを求める。 その求め方がどうで

あるか。 ポランティア自身はどう理解し、また聞き手はそれをどう受けとめているのか。

活動の評価をする段階で体験者と未体験者の解釈に違いはみられるのだろうか。単 に言葉

のニュアンスによるものなのだろうか。 ここでは飯野さんに対する佐々井さん（未体験

者 ）のレポー トを参考にしてみる。

＜佐々井レポート＞

最初に関わった日本てんかん協会でのポランティアは、組織的には弱

か ったため、本来の意味でのボランタリー（自発的な）行動が求められた

わけであるが、話者は「おもしろくない」 「何か違う」 「手 にとるように

成果があればいいんだけど」と思い、結局 3日目までで活動場所を変える

ことにした。

そして、 4日目以降は、 「応援する市民の会」の斡旋を受けて、被災者

の家を回り、掃除等の日常生活援助を行う 。 この市民団体は、比較的組織

がしつかりしており、話者もそこでの活動に関して、 「ニ ー ドに即してい

る」 「すごく大事」と評価している 。

確かに、話者は、活動場所を変えたことによって、ポランティアを始め

た当初よりもやりがいを感じることができたようだ。 しかし、ポランティ

アとは、果たして、自分の心の欲求を満たすためだけに行うべきものなの

であろうか、という問題が浮かび上がってくる。話者の言葉を用いるな

ら、 「自己満足」をボランティアの成果として得てくるのか。或は、現地

の 困っている人々のために何かをすることは当然であるという意識の下、

ポランティアを行うのか。 ここには大きな違いがある。 そして、援助を受

ける側もそれを敏感に察知する以上、この問題は、単に 「やりたいから、

やりに来た」では済まされない問題ではないだろうか。

ここで気になるのは、話者すなわち体験者自身が、自分の行動を「自己満足」と語ってい

る点である。 この場合、話者自身にとっては「自己満足」も肯定すべき部分として理解さ

れているように思える。せ っかく来たのに手持ち無沙汰になってしまい、他にやりがいを

感じる活動を探そうとしたポランティアが批判されたというケースもあった。

“ポランティアとは結局は自己満足の行為である＂といってしまえばそこまでだ。だが

ボランティアに参加するのは、やはり＂何か”を求めるからだと思う 。 “何か”役に立 ち

たい、そしてそれが目に見えた成果のある仕事であればあるほど、達成感・満足感も増し

てくる。こ のことは理解できるし、むしろ人間としての本音かもしれない。漠然とした

“何か”を求める個人が「ポランティア」として見られるとき、そこに影のようについて

回るのが「偽善」なり「犠牲」なり「自己満足」などのややネガテイプなイメ ー ジなので

はないだろうか。 これらが表裏一体となりながら、真の理想とするポランティアイ象の模索

は続けられているのだろう 。活動の自己評価として満足感をもつことは、ポランティアに

とって必要なことである。 ひとつにはそれは、個人としての存在を自覚するうえでも必要

なのではないだろうか。
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5. ボラン テ ィアの価1直・理想像とは何か

今回の調介の特徴は、学生が学生にインタピューしたという点にある。学 I|：：．は同 IH：代の

ポランティアをどうとらえているのか。活動体験を適して、また、インタピューを過し

て、それぞれ何を考えたか。 まずここで、インタピューを受けたボランティア体験者の自

己評価とボランティアイメージのつながりについて、いくつかの梵言 をおってみる。

「小田 さんへのイ ンタビュー逐語記録」より

「今回のポランティアに参加したときは、やっばり近くに、日本の中で

災苫が起きて、できることはやりたいということですね。一番がね。助け

が必恢ならば、できることはしたい。 させていただきたい、ということ

で。あ と、もうひとつ、その理山としては、今後自分の為にもいいことだ

と、神戸 で働く っていうことが、何かプラスになるんじゃないか

と ・・・ 」

（できることはやりたいという最初の希望はどうだったか？ ）

「うん、ある程度できた。 .. ・・・自分の為も、そうね、自分の為はあ

んまり ・・ 」 「ただ、普通の人でもできないことはないと思うけど、普通

の人は、その専門家の援助に結びつけることができるから。そういう意味

で脊格のない、専門家じゃなくても、学生が行く意味はあるんじゃないか

と息う 。」

「高橋さんへのインタピュー逐語記録」より
「・・・ポランティア って、結局、なんていうのかな、自分のためって

いう思いが私のなかにある。 だから誰かのために何かしてというんじゃな

くて、ボランティアすることで自分に返ってくるもの、で、それによ って

自分が少しでも成長できればいいなって、そういう思いでずっとやってき

ている・・・ （中略） ・・・ 神戸でもやっばり人との出会いが一番自分に

とっては大き いなっていう 。やっばりそういう状況のなかだからさ、なん

ていうのかな、自分をよく見せようとか、そういうことはできないってい

うか、本当にありのままの自分が試されると思うのね。 うん、それでいろ

んな人との関わりのなかで、 自分というものも見えてくるというのかな、

それを神戸 ではすごく強く実感したな っていう気がするね」

（行ってよかったと思いますか？）

「ああ、行ってよかったよ 。 きっとね、行かなかったら後海してたなっ

て。あの時期、しかも自分が学生っていう身分でさ、やっばり束縛がない

じゃない・・・ 」

小田さん，高橋さんは比較的いい イメージをも って帰ってき た例である。一方現地での活

動を体験したことによって、それまでの価値観やボランティアイメ ー ジが変ってし まった

という場合や、活動に対する評価の答えがでていない場合もある。藤井さんへのインタ

ピュー逐語記録を見ると、

r藤井さんへの インタビュー逐語記録」より

三宅：このボランティアをして得られたことというか。

藤 井 ：得られたこと？
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三宅：行ってよかったというか、そう思えたこと・・

藤井：やってよかったこと？ （あなたは）行きました？

三宅：あ、行きました。

藤井 ：答えさ、出てます？ （三宅•藤井爆笑）聞くな って．．？
三宅：ああ、そうですね。難しい。私もは っきりしていないんですけど、

私はそれまでポランティア ってやったことがなかったから、うん、ポラ

ンティア期間も短かったこともあるし、 （藤井さんのように）こんな大

変なことも全然体験しなかったから、なんかも っと楽しんでやれるもの

なのかな って思っていたというか・・・

また、小嶋さんは、 一人暮しをしているおじいさんの家の片付けの手伝いをした。奥さん

との思い出のつまった食器などを捨てるのは身を切られるように辛かったと、あとでおじ

いさんが語った。 これをきっかけに、 「も っと人の気持ちを分かってポランティアした

い」という課題を見いだしている。小嶋さんのこの言葉を聞いて、インタビュー した栗坂

さんは、このことこそが人間関係のなかで一番基本的で、一番難しいことであり、ポラン

ティア活動の難しさにも通じていると述懐する。

難しい、というのはそれが望ましい姿、つまり理想とするものだという意識があるから

ではないか。調査論の授業では、インタビュー前に準備として「ネコの中間報告」 とい

う、裳災直後から神戸でボランティアを続けている人の手記を読んだ。それに対する感想

を、岩城さんは次のように書いている。

＜岩城レポー ト＞
・・ ・私がもっともあこがれ、理想とするポランティアの形をみた。筆

者はやむにやまれぬ気持ちから現地に入り、自らも危険な場所に住み込み

ながら、被災者の為に働き、頼られ、心を通わせている。筆者は「被災者

を助けたとはいえない・・・冗談をとばしながら、行きていく元気を分け

てもらっている」と述べている。単なる援助ではなく、お互いにお互いの

生活をよくしていっているといえるのだろう 。

ポランティアイメージは、人それぞれだから、理想像といってもひとことではいえな

い。だからこそ活動にも参加者にも幅がもてるのではないだろうか。 “純粋な思い＂とい

う言葉もでていたが、ピュアな思いさえあれば結果はどうでもよいというわけでもない。

例えば震災ボランティアでもマスコ ミ等の批判があったように、周りに迷惑をかけ、時に

はそれさえ気付かないままで終ってしまうポランティアもいた。逆にあまりに「自分がや

らなくては」という状況に追い込まれて燃え尽きてしま ったボランティアも少なくなかっ

た。ほんとうに誰かにとっての救いになっているか。また同時に、自分自身が“何か’'を

学び成長していると感じられるか．．• これはポランティアが、その活動にとりくむと

きに、何をどうするべきかを見抜く涸察力（ニーズの発掘）と他人の痛み・苦しみ ・悩み

に対する感受性をどれくらいもっているか、共に歩む姿勢で関わっていくことができるか

にかかってくるのではないだろうか。活動を通してポランティアが自身に問い続けるこ

と、また仲間との連携も重要な要素であろう 。 これが今回の分析を通して私なりに到達し

たイメ ージである。
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くおわりに＞

インタビュー調査及びこのまとめの作業をしたことで、 1年経ったいま、私自

身も神戸でのポランティア活動を鮮やかに思い出すことができた。正直にいうと

実際に活動した者と しては、も っと多くの人に被災地の事、ポランティアの事を

知って欲しい、考えて欲しいという思いがあった。別にボランティアをするよう

に勧めようというわけではないし、インタピュー自体もそういう意図はないもの

であったことは忘れてはならない。 しかし、

「私自身ポランティアをしたことがないせいか、 “ポランティアって何だろ

う＂と考えたこともありませんでした 。 しかし、もう 一人の聞き手役である藤原

さんの「行政の谷間を埋め、ニーズを発掘し、新しい制度へとつなげてゆく」と

いう発言には、目からウロコが落ちるほどの衝撃を受けました。 これを契機に、

ボランティアについて、自分の見識を持ちたい」

という汐見さんのレボートをみると、インタビューを通して学生の視点にも、い

い意味での変化があったといっても良いような気がする。

猿災ポランティアとか障害者対象ポランティアなどの区別に限らず、 ポランテ

ィア全体に関する評価なりイメージはいろいろある。また、もうひとつ重要なの

は、ポランティア組織・団体とかコーデイネーターとの関係である。今回の私の

考察では、この部分について抜けているが、これらの要素が、実際に活動するポ

ランティアの意欲とか行動、そしてイメ ージにも大きな影響を与えていたという

ことも忘れてはならない。ポランティアイメージが人によ って様々だというの

は、生活や経験においても多様な人々が、ポランティアというものに関心をもっ

ている証拠でもあろう 。少なくとも、私にと ってポランティアとは、特別なこと

ではなく、自分の生活の延長線上にあるものとして、今後も自然に関われるもの

にしたい。

く高杉彰子＞
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III ボランティアの側の「癒し」について

～ 「援助者」が抱え込む問題～

くはじめに＞

阪神大裳災では、自分の周りでも実に多くの学生が震災ポランティアとして現

地に飛び込んだ。 まさに「飛び込んだ」という感じで、何が出来るのかというこ

とに最後まで不安を抱きつつも、グループ討議などを行い、励ましあいながらの

参加だったようだ。

自分自身はこの震災ポランティアに参加したわけではない。ただ当時、別のポ

ランティア活動に関わるなかでボランティアの奥深さとともにその難しさを感じ

ていた自分にと って、彼女・彼らの行動力は一種の驚きだった。震災ポランティ

アとして参加した個々人が、何を行い、何を得て焔ってきたのか、是非知りたい

と思う 。

ところが残念でならないのは、現地での取り組みを通してかなりのショックを

受けて1居ってきた人が幾人か見受けられるということだ。例えば「神戸から返っ

てきてしばらくは、人と関わりあうのも嫌だという時期があ った」 （藤井さん）

という声もある。そうした人のなかには現地での取り組みを振り返ることが苦痛

にな っているような人もいる。

今回授業の一環として、震災ポランティア参加者に対してインタピューが行わ

れたが、そのレポー トのなかで語られている現地での取り組みは、ポランティア

というものを問ううえでいずれも意義深いものだと思う 。これらの体験を血のか

よった言葉としてまとめることが出来るのは、やはり参加された方々自身だろ

う。にもかかわらず、もしそれが参加者個人のなかでまったく否定的に捕え返さ

れるようなことになれば、そうした問い直しの機会を失うことになる。そして何

より、精神的にも肉体的にも今回の活動に多くの労力を費やしたであろう参加者

にと って、大変な苦痛となるのではないか。

ポランティアは一般的に、 「被災者」に対して「援助者」として位置付けられ

ている。 しかしここに見られるレポー トからは、被災者とともにポランティアが

多くの問題を抱え込んでゆく様子がうかがえる。ここではそのポランティアが、

復興活動の中で背負いこむ問題に注目してみたい。以下、幾つかのレポートから

具体的に取り上げてみる。
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1. なぜ否定的に捉え返すことになったか

(I) 

まず、

どのような 「ポランティア」 だったのか

丸山さんと小嶋さんの例に注目、 「ポランティア」 としての取り組みの中身がど

のようなものだったのか考えてみる。

この二人には、与えられた仕事に対するやり甲斐の無さを漠然と感じていた様子が、参

加当初からうかがえる。

丸山さんは「神戸元気村」で本部の仕事につく 。

「人手が足りないということで、いきなり本部の仕事にまわされた。本部

のことが全然わかんなくて、電話の取次とか、人が尋ねてきた時とかの応

対をするんだけど、なにをしたらいいのかわかんなくて、 ・・・い きなり

電話とってって言う感じだった。 ..•自分が何をしてるのか分からなく

て、いても役に立ってるのかなと言 う感じ。」

小嶋 さんも、てんかん協会に参加した当初を振り返って、
「他のポランティアが募集を打ち切って、てんかん協会にはボランティア

が流れ込んでくる。 （仕事より人手の方が多く）エネルギーが有り余っ

て・・・」

「ポスタ ーを張るだけで手応えが無い。何やってるのかなっていう感

じ。」

また小嶋さんは、てんかん協会の取り組みが全国VYS連絡協議会に引き継がれた後も、

「とりあえず何をするかってわかんないから、まず調査。避難所を回っ

て子供に話しを聞いたりとか。」

「物資供給だとかの肉体労働の部分は終わっていて、メンタルヘルスの

部分を手 伝おうとかって行ったんですけど・・ ・だから子供が虐待されて

いないかっていうのを一番見てこいって言われたんですけど、そう いう調

査ってすごいむずかしくってわかんない。」

「はっきりいっちゃえば、やり甲斐がなかった。」

さらに取り組みを続けるなかで、

になる。

丸山さんは、

この二人は現在の取り組みに対する疑問を深めること

「上に立つ人がすごいストレスたまってて、当たり散らして、ポランティ

アなんだからみんな同じ立場のはずなんだけど、言いたいほうだいにこき

使うという感じで、上に立つ人がボランティアのノウハウをもってるわけ

でもなくて、ただやってきて始めたって言う感じの人が多かったか

ら ・・・

・・ ・ポランティアに来たんだから働かなきゃ駄目だって言 う感じで、ボ

ランティアを私物化する感じで、ポランティアというものを分かってな

し‘°
ポランティア自体先が無いなと思った。」
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小嶋さんは、全国VYS連絡協議会で「マスターベーションを求めてはいけない」という

批判を受けた際、
「でもね意義あることをやりたいって言っても、別に炊き出しやりたいと

か、物資分けたいとか、そういうこと思って言っ たわけじゃなく

て、 ・・・うんでもわかんない。やっばりどっかで、そういうやり甲斐の

あることを求めちゃったのかな。マスターベーション って言われて、

ちょっと、う一んて思って。」

この二 人の例をみてわかることの一つは、漠然としたi替在的なものではあるが、参加当

初から自らの役割が意識されていることだ。 参加当初の取り組みを評 した「やり甲斐が無

い」 「いても役に立ってるのかな」という言葉は、それぞれの潜在的な問題意識に基づ

き、果たされるべき役割というものが観念的にせよ想定されていることのあらわれだろ

う。これをここでは潜在的な「役割意識」 と呼ぶ。

二つめは、この潜在的な「役割意識」が、組織活動を通して与えられた具体的な役割と

の間にギャップを生じていることだ。 上記の引用にもみられるように、丸山さんの場合は

組織のリーダーヘの反発が一つの契機となって、あるいは小嶋さんは「マスターベーショ

ンを求めてはいけない」と批判されたことで、このギャップが強く自覚されてきているよ

うにみえる。ここではこのギャップの自覚が、この時点での取り組みを否定的に評価する

結果となってあらわれているのではないか。

しかし、このギャップはそのまま自らのポランティア活動そのものの否定につながるわ

けではない。むしろ、現実の活動とのギャップを意識することが、 i替在的な「役割意識」

を問い直し、顕在化してゆく契機となっているのではないか。

事実この二 人は、自らの取り組みを新しく展開することになる。

丸山さんは、前述のように「うんざり」している状態の中で、

「・・・皆いらいらして、本部の中に入ることが苦しくなり、もう嫌だと

思っていたとき、 「テイビ」 というテント作りの企画に加わらないかと誘

われた。 ..・」

「・・・私たちが行ったときは物資も足りていて、お風呂とかも入れる状

態で、なにがほしいかと聞くと、 「家がほしい、仕事がほしい、 ・・・ 」

と言 うことだった。それなら家を提供しようじゃないかということだっ

た。 まだ、仮設住宅の抽選が無かった時で、体育館で生活するよりはテン
トの方がプライバシーを守れて良いじゃないか、と思った。 ....うん

ざりしてる時だったし、現地の人のニードにもあっていると思ったので、

乗った。」

小嶋さんは、結局全国VYS連絡協議会を離れ、 「応援する市民の会」の仕事を見つけ

る。ある 一人暮しのおじいさん宅の整理を手伝ったことを契機に、そのおじいさんとの精

神的な交流に意義を見い出していく。

「（訪問お手伝い隊の取り組みとして） ・..山の手の良いお家に住む独

り暮らしのおじいさんが、その、家具を立てて下さいっていうので、行っ
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たんですけど。その人は、もう奥さんは何年か前に亡くして、 一人っきり

なんですよ。だから、もうねえ、奥さん亡くした上にそれが来ちゃ ってつ

ていうのに、でっかいお家に一人っていうのは辛かったみたいで。 ... 

結構仲良くな って、ゴールデンウイ ークとか遊びに行っ たんです

ょ。 ・・・」

「・・・友達 じゃないけど、こういう知り合いが出来て って、あの、そう

いう神戸に知り合いがいる ってことで、なんかこう身近になるでしょ

う。 •..もちろん、東京にいても事務作業の手伝いとかっ て言うの出来

たんだけど、でも、行ったら忘れないでしょ 。あの、忘れられるのをすご

い、こう、被災地の人も恐れてる っていうから。」

つまり、実際の取り組みのなかで深ま った疑問が契機となって、さらに新しい取り組み

を自ら生み出したことになる。丸山さんは組織の内部に新しく自らの役割を作り 出すこと

で、小嶋さんは自らに必要な役割を求めて組織を移ることで。 これは新しい取り組みの実

践というかたちで、なにがしかの「役割意識」が顕在化されたということではないか。

ここで以上の流れを整理してみると、

I •「役割意識」のi替在

2,「役割意識」と外部から求められる役割とのギャップを自覚

3,「役割意識」の問い直し

4,「役割意識」の顕在化、つまり、実践

という流れがあることに気付く 。つまりここでは組織活動という 一つの社会関係の中で、

自らの「役割意識」を満たそうとする姿が見えて来る。このことは「ちびくろ救援グルー

プ」に参加した高橋さんの言葉の中にもより端的に語られている。

（ポランティアに対する意識の変化はあ ったかとい う質問に対して）

「ポランティア って結局自分のためっていう思いが私の中にある。だか

ら、誰かのために何かしてというんじゃなくて、ボランティアすることで

自分に返ってくるもの？ それによ って少しでも自分が成長できればいい

なって、そういう思いでずっとやってきてるのね。それは神戸 に行った時

もやっばり変わらなく つて、おじいさんおばあさんと話をしたり、ポラン

ティア同士で夜遅くまで語ったり、みんなで、うん、そういう対話のなか

から、自分がいろんなことをえられるものだなあ って。一ーや っぱり、人

との出会いが一番、自分にと って大きいな。そういう状況のなかだから自

分をよくみせようとか、そういうことは出来ないっていうか。本当にあり

のままの自分が試される、と思うのね。それで、まあいろんな人との関わ

りあいのなかで、自分っていうものも見えてくる。それを神戸では強く 実

感したな。」

ここでは、 「人との出会い」のなかで「ありのままの自分が試され」 「自分っていうも

のも見えてくる」と語られている。つまり被災者の方やポランティアとの交流というある

社会関係の中で、自らを問い直すことがで きたということだろ う。
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こうして見ると、少なくともここにみられる「ポランティア」とは、必ずしも所属する

組織活動のみに責任を負うわけではない。何がしかの社会関係ーここでは「復興活動」と

いう、個々の組織活動をも含めた社会関係ーのなかで、自らの「役割意識」を満そうとし

て活動する。つまりここにみられる「ポランティア」とは 「自己実現」を求めて活動する

個人なのではないか。

(2) 「ボランティア」であることの「強さ」と「弱さ」

こうした意味でのボランティアは、特に迅速で合理的・効率的な組織活動が優先される

ような場面においては、組織の側から求められる役割と個人が抱える潜在的な「役割意

識」とのギャップに悩まされることも多々あ ったのではないか。つま り上記の4段階の流れ

で言 えば2の段階に至 る例が他にもあったのではないか。

こうしたギャップから生じる悩み、窮藤とでも 言 うようなもの自体はポランティアの社

会的な意義を考えるうえでむしろ大いに意味のあるものだと思う 。なぜなら先にも見た通

り、これが「役割意識」を問い直し、 「自己実現」をはかるうえでの一つの契機になって

いるからだ。

今回の袋災のように日頃想定し難い ような状況下では、そこで生じる被災者のニー ドを

つかむことは困難であり、また、そのニード自体も状況の変化によってさまざまに変わっ

て行く 。必ずしも既成の組織活動（行政、民間の違いに関わらず）の対応が完全なわけで

はない。 そのギャップを敏感にすくいと ってゆくには既成の枠組みに囚われない柔軟な行

動力と、 i替在的なニード発掘の前提として、それぞれの生活の場で「人間関係」を結べる

「個性」が必要になってくると思われる。組織活動という社会関係を結びつつも、そのな

かで自らの問題意識を拠り所として「自己実現」を求める個人でありつづける。 こうした

意味で、ポランティアが「自己実現」を求めることの社会的意義は大きいのではないか。

例えば先ほどの丸山さんの場合でみると、組織運営への反発と飽き足らなさを感じてい

たとき、避難所の住人 との交流を通してニー ドの変化が生じていることを感じ取る。そし

て組織のなかに「ティピ」作りという新たな取り組みを提起することで自己実現を図ろう

とする。 これは同時に、ニードの変化に応じて既成の組織運営を改善してゆく力ともなる

のではないか。

小嶋さんが組織を移ったことについては、確かに他のレポー トの中で「自己満足だ」と

して批判されている箇所も見られる。また、行動を共にしていた飯野さんは実際、自らの

行動を指して「てんかん協会を見限ってしま ったのも自己満足なんですよね」と否定的に

振り返っている。 しかしそうした行動の結果、 「エネルギーが有り余っている」という状

況だった当初の受け入れ組織に見切りをつけ、結果的に本人の能力を活かせる新しい役割

を見付け出すことができた、と見ることは出来ないだろうか。人材の流動を促す柔軟性

は、組織体制の硬直化を防ぐことになる。
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しかし、ボランティアが「自己火現」を求めて活動する個人である、と 直 うことは、そ

の強みであると fuj時に、 ポランティアがいかに傷つきやすく不安定な存在であるかという

ことをも示す。例えば、上記のような約藤を、文字辿り個人で抱え込んでしまう場合があ

るのだ。

丸山 さんは、上記のティピ作りの企画からは、結局離れてしう 。

「もうこんな所にいられないと思って、 3月 1(）日位に一 日紺った。 ... 

このままやめちゃうのは何もやってないも同然。 ただいざこざに巻き込ま

れて嫌な思いをしで）茄ってき ただけ、 ・・・ 」

「・ ・・ （ティピ作りの企画で） 他の人か ら圧）」が掛かって、 （企画自体

は）駄目にはな ってなかったんだけど、こんな中でやるのはほんとに嫌だ

と思って、自分自身が駄目になってやめちゃった。 ...それが自分で清

けなかった。」

この後、 丸山 さんは再度「神戸元気村」へ向かい、開き取り調杏などの取り組みに参加

する。そしてそうした活動を振り返って、現地の受け入れ組織の不備を様々に指摘する。

そうしたことが明らかになったことで今後の災害時に不伽を繰り返さないですむ、という

意義があるのではないかと丸山さんは言 う。 しかし自らの活動の評価については「結同私

などは何も役に立っていない。」と振り返る。つまり、ボランティア活動全般についての

慈義は認めることができても、自らの取り組みの評価については別なのだ。 ここでは自分

に何ができたのか、ということが評価の分かれ目にな っているようにみえる 。

藤井さん

「 •.. もう 一人の男の子がいたんだけど、それは私よりずっと前からい
て、物査の配給の仕事をしてたんだけど、一人で どうしたらいいかわかん

ない物資抱えちゃ って、おか しくなっちゃって、 「物賓捨てる」とか「燃

やす」とか言 い出して・・ ・途中からポランティア不要とかさ、ボランテ

ィアが逆に復興を妨げるみたいなとか新聞にとりあげられてる時期だった

から、ポランティアが援助物脊を、こう、夜中に捨ててる っていうのがば

れたらどうされるか分からないって言 うので、すごい、上の人がぴりぴり

してて ・・・・ 」

「・・・ （そういう中で） 「がんばんなきゃ」 「とにかく目の前の仕事や

んなきゃ」だけだった。」

ここで藤井さんは、ひたすら「がんばんなきゃ」だけで、良い思い出は何も無かった、

と語っている。

また、

「身寄りが全然なく つて、家が全壊しちゃ って 、それで避難所に入って来

たおばあちゃんなんだけど、もう、全て無くしたって言 う感じで落ち込ん

でて、ボランティアにお昼を毎日 一緒に食べてほしい という要詰があ っ

て、それで私は前の人か ら引き継いだんだけど ・・・ （ポラ ンティアを入

れることで）周りとの人問関係がギクシャクするから と、避難所の班のリ

ーダーの方からボランティアをもう打ち切るようにと言 われた。 •. . お

ばあちゃん、もうすっかり落ち込んで、 「いじめとかで自殺する子は勇気
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があるねJって、私にliflくわけ。 「それはゾ｝気とかそういう問題じゃない

でしょ j って言ったら 、 「私は死にたいのに勇気が無くてタビねない」とか

言 われちゃ って、あの時は、何かほんと、励ますことも出米なかったし、

何 としヽってし、しヽか分からなしヽ状態で、 .. .」

ここでは、被災者との交流を深めてゆくなかで、被災者の抱える問題を藤）1さ ん個人で

ともに抱え込んでゆく様・fがうかがえる。 この件は後に相談役のリーダーにつなぐことが

出来たが、藤井 さん本人には後々まで大きなショックとして残る，9

以上を見てみる と、現地の混乱 した状況下で引き起こされる問題を 、ボランティア本人

が個人の問題として知え込む様 fがうかがえる。

ある問題状況にポランティア団体が組織として 1-分対応できていないような楊合でも 、

自らの問題意識を拠り所として行動するボランティアは、先にもみたように何とかそこで

活動を展開しようとする。それが既成の体制に変化を促す大きな力になるのは確かだが、

しかしその過程で、ボランティアは知らず知らずのうちに大きなストレスに個人で晒 され

る結果となっているのではないか。特に、藤井さんの物資配給作業の例にみるように、 ’j・

えられた役割のなかに否応なく組み込まれた場合などは、個人にかかるストレスはなおさ

ら大きなものとなるだろう 。 このことによるダメ ージの栢み重ねが、ポランティア泊動そ

のものを否定的に捉えかえすことにつながったのではないか。

2.ポランティアの側の「癒し」の必要性

こうしてみると、上記にみるような個々のボランティアが抱え込む問題というものを表

に出してゆくこと、つまり仮に個々のボランティア組織のレベルでいうなら、組織として

どう共有してゆくかということ 。これが同時に被災地域のニー ドを顕在化させる という こ

とでもあるように思える。具体的には所属するポランティア組織が、個々のボランティア

の抱える問題を組織運営のレペルにどう反映させるかということは煎変にな って くる。 こ

うした組織運営上の問題については後の章で詳しくふれられると思うので、 ここでは省略

する。

いずれにしても、そうした組織機能そのものの問い返しにはかなりの時間を必要とす

る。 しかし丸山さんや藤井 さんの例をみると、その過程で既に限界に達しているようにも

見える。実際問題として、日々の生活のなかで背負うス トレスを どう解消してゆくのか。

そうした問題についても意識的に取り組まれる必要があるのではないか。

これについてはここで具体的な提起が出来るわけではないが、最後に、レポートの中か

ら幾つか参考になるような言葉をみてみる。
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藤井さん

「すごい自分がぎすぎすしてて、疲れてたから、淡路島に行って、海苔つ

くつてるおじさんに会って、なんか「ただで旅館紹介してくれる」とか

言 って、 「ポランティアで疲れて大変だろう」みたいに言 ってて、ただで

ご馳走とかになっちゃって、全然見ず知らずの人なのにすごい良くしても

らえてそれで後また続けられる気分になった。うん、良かったな一 つて。

・・ ・ぎすぎすした面とか、ボランティア同士の陰口とか、結構「あ

ー」 って言うのあ ったから。なんか「非常事態とかだったら、 人間 って

もっと助けあわなければいけないんじゃないか」みたいに思ってたから、

「あー助けあえないもんなんだ」とか、そういう面ばっかり見えてた時期

だったから、あれなんか非常にうれしかった。

「被災者への感情移入をして辛くなるとき」があったという寺内さんは、

「ボランティア同士で苦しさを分かち合うことも必要だった」

「神戸での 2週間を振り返ってみても、助けるよりも助けられることの方

が多かった。早朝から夜までばたばたと働き、 くたくたになって、くじけ

そうにうつむく私に、 「いつもありがとうね。風邪引かんようにがんばり

ゃ。 ワシもがんばる。」と声をかけてくれたおじさん。 長時問配給物資を

もらう列にならんで寒くてたまらないはずなのに、自分のカイロを出し

て、私の手に握らせてくれたおばさん。 「神戸YWCAに来ると、嫌なこと

みんな忘れるねん。」とにつこり笑う小学生などなど。 ―--」

「犠牲とか偽善とか言 われる次元を超えて、人問っていいなって思っ

た。」

「（震災ボランティアを）大変そうだと思っていたが、 実際とても楽しんできた」とい

う三宅さんは、

「私が行った頃には、生活できなくて困っているというようなことは、も

うほとんど無かった。 だからボランティアの活動自体も絶対に無ければ困

るというものではなかった。 そのため、ボランティアに行った先でも、ボ

ランティア団体の内部でもそれほどピリピリした雰囲気は感じられなかっ

た。 それどころかポランティアで来ている人達は 「ポランティアは楽しみ

ながらやらなければ絶対続けられるものではない。 」 という考え方をする

人が多かった。 どちらかというとサークル活動の延長の様なものであり、

夜もどこからかピールが出てきてみんなで飲みながら談笑する様な雰囲気

であった。 だからポランティアに対する私のイメージは 「楽しみながらす

るものJというものだった。」

小田さんは、精神的な疲れは無かったのかと聞かれて、

「それ、全然無かった。ずっといたかったもん。被災者の話聞きたかった

から。そういう意味ですごい残りたかった。 そういう疲れは無かった。」

「自分自身の生活って言うと結構、こういっちゃなんだけど、面白いって

言 うか、なんか、すごくわいわいしてて。」

「雰囲気はすごくよかった。外回りから返ってきて、サッカ ーやるのね、

いつもご飯の前に。すごく盛り上がって。 イギリスの人とか、サッカー超

うまいじゃない。 それでいて、 しかもその教会が6人兄弟だったの よ。

ちっちゃい子、 3歳くらいからいるわけ、高校生位まで。 それに近所の子
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とか加わってさ、カナダ人とか加わってさ、サッカ ーをぐちゃぐちゃのチ

ームでやると面白いんだよ。 こんなでかいイギリス人がさ、こんなちっ

ちゃい子供に防御されるわ、サッカーっていうのは。そう意味で、国際交

流とかいう、家では問題抱えてるなかでちょっと、ぎやあぎやあやってる

と面白いとか。」

藤井さんや寺内さんの場合は、この時点で既に具体的な問題を抱え込んでいる。それが

組織運営などに十分反映されていない場合などは、その社会関係のなかで自分の存在が無

視されているというのに近い感覚をもつ、ということもあるのではないか。 自分をポラン

ティア一般としてでなく、 「自己実現」を求める個人としてとらえる場合、特に大きな疎

外感を覚えるのではないか。 こういう時には、自分が今問題を抱えているのだと、とりあ

えずはただ認めてもらえるとい うだけでも大きな励みになることがある。藤井さんや寺内

さんにと っては、励ましの声 をかけられることがそういう意味をも ったのではないか。

三宅さんや小田さんの場合は、そもそも個人で問題を抱え込むということはなかったよ

うだ。これは参加時期や参加団体の組織体制などによるところが大きいことは確かだろ

う。 しかし、あえて上記の「サークル活動の延長」のような飲み会やサッカーでの交流と

いう場がもつ意味に注目してみるとどうか。組織運営における意志決定の過程に組み込ま

れたミ ーティ ングなど、組織的合理性が優先されるような場とは別のレベルにおいて、ポ

ランティア同士が個人として人間関係を結べる場。上記の組織運営のレペルにおける疎外

感という問題と重ねてみた場合、大きな意味があるのではないか。

勿論、上記のような「エピソ ー ド」とも言えるような例は、復興活動にともなう問題

の解決と言 うよりは、ポランティア個人の 「癒し」という多分に情緒的な問題と言えるか

もしれない。むしろこうした点を「自己満足」と して批判する向きもあるだろう 。 しかし

そうした批判がストレー トに出てくること自体、役職や地位、権威といった鎧を持たず、

個々人の問題意識を直に晒すことになるポランティアの 「弱い」立場を端的に示している

のではないか。

今回の復興活動において「援助者」の側であったポランティア。そうであるがゆえに、

その個人が抱え込む問題についてはあまり顧みられてこなかったのではないか。しかしも

し、この個人としての 「弱さ」がポランティアの社会的可能性と表裏一体のものだとすれ

ば、その可能性を引き出すためにも「癒し」の問題は十分に議論される必要がある。

くおわりに＞

ポランティアの側の「癒し」について、などというたいそうな題を付けたが、

ほとんど具体的な議論は出来なかったように思う 。人の心についてあれこれ解釈

することは大変に勇気のいることで、まして実際に震災ポランティアとして参加

したわけでもない自分がこうしたことを書くのは、なにか恥ずかしいことのよう

な気もする。気分を害されたという方にはここでお詫びします。
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しかし、組織や役職の枠を踏み越えて個人で問題を抱え込むというような傾向

は、ここに登場したようなボランティアに限ったものではありません。例えば福

祉職の行政職員などでも、貧困きわまりない行政の枠組みに飽きたらず、様々に

悪戦苦闘し、悩みを抱えてゆくワーカーを何人か知っている。そこでは自主的な

学習会を開くなど、問題を共有してゆく試みがなされている。個人の心の問題と

して終わらせるのでなく、今後そうした具体的な提起ができるようにならなけれ

ばしヽけなしヽと思う 。

く後藤浩二 ＞
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IV ボランティア団体内部の疲労とその対処

～団体内部の人問関係に着目して～

くは じめに＞

阪神大裳災では、 全国から今までにない多くのポラン ティアが参加し、ポラン

ティア元年と言 われた。

阪神大震災におけるポランティア団体は、被災地の状況が刻々と変化する中で

その対応を変化させつつ、 ピー ク時には、短期間でやって くる多くの人的資源を

コーデイネートしなければならず、その対応は難しいものであった。

また、ポランティアは、それぞれ被災者を助けたいという熱意はあるものの、

全国からの様々な人々の集まりであるため、ポランティア内部でも援助の方法や

価値観の違いが存在し、ポランティアをまとめていくこと自体大変なこ とであっ

たと思われる。

更に、ボランティア参加者は初めてポラン ティアをする人が多く、受入れ団体

もポランティアコーデイネー トのノウハウをしっかりと持った団体は少なかった

ようだ。

このような中で、ポランティア団体内部では、ポランティアの疲労や緊張が高

まった団体もあったようである。都立大学からの参加者の中でも、 「すごいビリ

ピリしたムード」 「長期に渡って活動していた人たちが、すごく疲れていてスト

レスがたまっていた」などの声がみられ、緊張したム ー ドの中でボランティアが

消耗してしまう団体もあったようである。

ポランティアの疲労は、 一方では、燃尽き症候群やポランティアとして被災者

たちと関わっていく過程で抱えてしまうものなど、援助をする上で起こ ってくる

ものが考えられる。 しかし、ここでは、ポランティアの消耗の要因としてポラン

ティア団体内部の人間関係に着目し、それを生み出した団体の背景を考察すると

共に、各団体がポランティアの疲労に対し、どのように対処していったのかにつ

いてまとめてみたい。

1. 各ポランティア団体の特徴

まず、はじめに、各参加ポランティア団体の特徴について整理してみる。

ポランティア団体の中には、阪神大震災以前から存在する既存の団体と震災以後に作ら

れた創発的団体とがある。

参加ポランティア団体の中では、震災後にできた創発団体としては、藤井さんの参加し

た長田ポランティアルーム、丸山さんの参加した神戸元気村が挙げられる。

「梅沢：このポランティアルームってどういう機能を果たしているの？普段からポランテ
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ィアルー ム設置してあって？

藤井：いえい え、あの、ピー スボー トとか、区役所が、会議室 みたいな一 室 を提供して

あげましょう っていうふうに発足した。 」 （藤井［参加者名、以下同じ］）

また、旋災以前から存在した既存の団体としては、 三 宅さん・小嶋さん・飯野さん、梅

沢さん 、 小 田 さん、寺内さんの参加した団体が挙げられる。

「地域で暮らす障害者をささえる団体に入って仕事をした」 （梅沢）

「参加した団体は、日本国際飢餓対策機構というところで、 （中略）その団体というの

は、世界にあるんですよ 。 （中略）それで、日本支部が、海外で緊急援助とか、開発援

助、持続的な開発援助とかしているとこ ろ な ん だ け れ ど も 、 そ の ノ ウ ハ ウ を 活 かそうとい

うことで、神戸 で も や る って い う の を決めたんです。 」 （小田）

このうち、 三宅さんたちの参加したてんかん協会と梅沢さんの参加した団体は 、障害 者

の介助などの福祉系のポランティア団体であり、小田さんの参加した日本国際飢餓対策機

構、寺内さんの参加した YWCAは災害援助のノウハウをも ったポランティア団体であっ

た。

こう し た ボ ランティア団体の歴史は、ボランティア団体の横成メンバーやリーダーのあ

り方を少なからず決定づけているようで あ る。

(l) ポランティア団体の構成メンバー

参 加ポランテ ィア団体の構成メンバー は、 「ほとんどが大学生で」 （三宅）、 「大学 生

が多かったです」 （小田）の声にみられるように、全国から集まった学生が多数 を占めた

ようである。

ま た、被災者の ポ ラ ン テ ィ ア の 参 加や被災者自身が作ったボランティア団体もある。

三宅さんは、 3月31日の時点でのポランティア参加者の構成について、次のように述べ

ている。

「地元ポランティアとしては女子校 生が多かった。 トー タルとしては、男女は半々である

が、 宿 泊 者 に は男性が多い。 地 元 ポランティアをする人は、霰災の被害 者ではあるが、あ

まり被害のない人が多かった。 しかし、避難所から来ている人もいた。 」

また、高橋さんの活動したちびくろ救援グループは、 「避難所生活を送っているうちに

その保育園の園長さんを中心として」、被災者たちがつくりあげたボランティア団体で、

そのグルー プの中心的スタッフは被災者であった。

こうした中で、ポランティア団体がもともと持つ性格によ って、その団体に集ま ってく

る参加メンバーの特徴がある程度決定されているようである。

例えば 、 藤 井さんの参加した長田ポランティアルームは、農災後に新しくできたボラン

テ ィア団体であるが、その構成メンバーは福祉的な活動に携わっていない人が多かったよ

うである。

「長田区のボランティア団体っていうのは、ほんと全 国から有志で集ま った、別にコー

デイネーターとか福祉に携わ っている人とか、別にそういうんじゃなくて、 学 生とか、普
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通の人の集まり」

これに対し、 三宅さんの参加したてんかん協会は、既存の福祉ポランティア団体である

が、福祉関係の学生が多かったようである。

「ほとんどが大学生で、学校によ って呼び方は違うが、社会福祉に関連した学部・学科

出身が多い。」

これは、てんかん協会という団体が福祉的な要素の強い団体であるため、社会福祉に関

係するメンバーの比重が嵩くなったのではないかと考えられる。

また、寺内さんの参加した YWCA、小田さんの参加した日本国際飢餓対策機情は、災

害救援のノウハウをもった既存の団体である。この 2つの団体は、キリスト教系であるた

め、その構成メンバー もやはりキリスト教系のメンバーが多いようである。

「私はクリスチャン系ので、神戸 YWCA （に参加した。それは）、中央区にあるとこ

ろですC 」 （寺内）

「学生が多かったです。坐省研究会とか、そういう YMCAとか （やっばりキリスト教

関係？ ） うん。」 「キリスト教の団体っていうか、やってる人たちはみんなキリスト教精

神でやっているんで、その団体と、神戸にある教会が協力してやってるプロジェクト（な

んです） 。 （中略）こ の団体の特に特徴的だったのは、外国人ポランティアを一緒にやっ

てたんですよ。 なんでかというと、教会と 一緒にやってる ということ でカナダとかイギリ

スにその、神戸にある教会と同じ系列の教会とかありますよね。それで、その教会が、神

戸で柔災が起さたから、手伝いたい人って集めて、で、主にカナダとイギリス、タイと

か、後は コロンピアとか、カンポジアが一人いて、あ と、アメリカ人ですね。 （中略）そ

れは、教会が声をかけたんだけど、現地の教会にきている普通の人たちが、何人かは、そ

の日本国際飢餓対策機構のタイ事務所から来たとか、その団体の事務所を通して来た と

か、教会 じゃ なくて。」 （小田）

(2)ボランテ ィアリ ーダーの特徴

次に、ポランテ ィアリーダーの特徴について考えてみると、神戸においての活動日数が

長いものがリ ーダーとなる場合と福祉的ノウハウをもったものがリ ーダーである場合の 2

つに大まかに分かれるようである。

活動日数が長いものをリーダーとしているポランティ ア団体としては、藤井さん、丸山

さん、高橋さん、梅沢さんが参加した団体が挙げられる。

「リーダー的存在となっている人たち っていうのは、もう裳災当初からずっと、やって

る人とか、ほんと長期にやってる人ばっかりで、短期だと、やっと、状況がみえてきたと

きに帰 っち ゃうみたいな感じで。」 （藤井）

「仕事ごとに分かれた班にはそれぞれリ ーダー格の人がいた。 こうした人たちは最初か

ら決められていたのではなく、自然発生的に、特に長く現地にいる人がな っていたよう

だった。」 （嵩橋）

これらのリ ーダー格の人たちは、特にポランティアに関するノウハウを持っている人た
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ちがなっている わけではないようである。

「長田区のポランティア団体っていうのは、ほんと全国から有志で集まった、別にコーデ

イネーターとか福祉に携わっている人 とか、別にそういうん じゃ なくて、学生とか、普通

の人の集まりで、でもそういうなかでもリーダーと か決めなきゃいけないから っていうふ

うになっちゃって」 （藤井）

「グループの代表者はMさんという中年男性で、この方も被災者である。Mさんは今ま

でボランティアとはほとんど関係がなかった人で、 （中略） グループがつ くられたときに

リーダー となり、そのままきてしま ったとのことであった。」 （高橋）

以上のように、特にポランティア経験などの福祉的経験やノウハウを持つわけではない

が、長く現地にいる人がリ ー ダーと なっている団体がみられる。

こうした長期的に活動しているポランティアがリ ー ダーと なる理由として、震災ボラン

ティアに実 際に参加し、調査論の授業では藤井さんのインタピュアを行った梅沢さんは、

そのレポー トの中で次のように述べている。

「藤井さんが活動していた長田ポランティアルームでもリーダー的存在 にな っていたの

は、 （中略）神戸 でのポランティア活動日数が条件とな っていたようだ。私が活動してい

た団体でも同様であった。私自身、活動していて痛感したのだが、日々状況がかわってい

＜被災地では、地理に明るく、 「どこに何がある」かを把握できているのは何よりの経験

知識であり、それによって的確な判断と指示が可能になる、ということなのだろう」

次に、専門的コーデイネーターを中心とした団体としては、飯野さん、小嶋さん、 三宅

さん、寺内さん、小田さんが参加した団体が挙げられる。

飯野さん、小嶋さん、 三宅さ んの参加したてんかん協会では、 「本部にな っているの

は、子どもの健全育成を目指す団体VYS （ボランタリ ー ・ユ ース・ソーシャルワーカ

ー：普段から子どもの育成をめざして活動している団体）の人々で、ソーシャルワ ー カー

や教師、自営業が多い。」

以上から、参加団体は、前者のように福祉的専 門性をもつかもたないかに関わらず、神

戸での活動日数が長いものがリ ーダー とな っている場合と後者のように福祉的なノウハウ

をも ったものがリ ーダー となっている場合の 2つに大まかに分かれるようである。

このような前者と後者の違いは、それぞれのポランティア団体の成立ちに よるものと思

われる。前者の団体は、震災以後に新しくできたボランティア団体であるため、団体とし

ての歴史を持たず、長期的に活動しているということがリーダーの条件となったものと思

われる。しかし、後者の場合は、既存の団体であり、窟災以前の団体としての歴史がある

ため、もともとの団体のリ ー ダーがそのままリーダーとして活躍し、その結果、福祉的ノ

ウハウを持つものがリ ーダー となったのではないかと思われる。

以上、都立大学の学生が参加したボランティア団体の特徴について、調査論のレポー ト

から考察してみたが、これらの特徴をまとめてみると、表 1のようになる。
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表 1 参加ボランティア団体の特徴

団体類型 参加者 構成メンバー リーダー

既 存の団体 福祉 三宅・小嶋・飯野 福祉関係の学生多い 専門型

梅 沢 不詳 長期活動型

災害援助 寺 内 キリスト教系 専門型

Aヽ田 キリスト教系 専門型

創 発的団体 藤 井 福祉とは関係ない 長期活動型

丸 山 福祉とは関係ない 長期活動型

高 橋 福祉とは関係ない 長期活動型

被災者が代表

2. ポランティア団体内部の消耗

次に、ポランティア団体内部の人問関係やポランティア自身の抱えたストレスについ

て、参加者の声からまとめてみる。

(I) ポランティア団体内部の疲労

藤井さん ・丸山さんは 3月になってからボランティアに参加したが、その頃、ポランテ

ィア内部の雰囲気は疲労の色が濃かったようである。

「結枡『みんな疲れているし、寂しいっていう のはすごい、誰かにいてほしいみたいなの

はあるみたいだから、男女関係とか、 トラプルとか、いつばいあって、 あれは結構きつい

なあって」 （藤井）

「丸山さんが行ったのは裳災から 2ヶ月位たったころでした。長期にわたって活動をし

ていた人たちが、すこ｀く疲れていてストレスがたまっていた時期でした。」 「最初からポ

ランティアで入っていた人達が疲れていて、もう疲労困懲にな っていて、ストレスがた

まっていて（中略）人問関係におけるトラプルが絶えなかった」 （丸山）

(2) ポランティア同士の価値観の相違

ポランティア団体の疲労やストレスの原因の大きなものの一つに、ポランティア内部の

人間関係が挙げられる。ポラ ンティア内部の人間関係に摩擦が生じた理由の一つとして

は、ポランティア同士の考え方や価値観の相違があったようである。

丸山さんの参加した団体では、 「新しい企画をたてようとすると、みんな考えがばらば

らでかならずけんかが起こった」と述べている。

阪神大痕災では、 全 国から様々な人たちが集ま った。このような中で、考え方や価値観

の相違は必ず起こってくる問題である。構成メンバーの属性がばらばらであればあるほ

ど、その考え方や価値観の違いは大きくなるものと思われる。
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また、それぞれのポランティアメンバーは、被災者を助けたいという熱意をも っ ている

ことは 共通しているが、その援助の方法 ややり方は幾通りもあり、何がも っと も正しいの

かは分か ら な い。 ど の ボ ラ ン テ ィ ア メンバー も自分が正しいと思うからこそ対立が起こる

のではないかと思われる。

(3) リー ダーと 対立するポランティア

また、ポランティアリーダーは、団 体 内 の 雰 囲気 を大きく左右する存在であると思われ

るが、ボ ラ ン テ ィアメンバー が リ ー ダーと対立してしまう団体もあっ た。

藤井さんの参加した団体では、 ＇）ーダーとその他のボランティアメンバーと の関係が断

絶したものとなっていたようである 。

「 上と下が分かれちゃう、完全に断絶されちゃってて、 で、 下 の人は下の人で、 意見を聴

いてほしい、みたいに言っ てるし、上も聴くつもりなんだけど言っ てこないしみた いな 、

なんか、 すご い、気持ちは別 にそんなに離れていないんだけど、隔たりがあるなって 、

思 って。 」

「ちょ っ と、 何しに来ているのかあんま り 取 り 違 え ち ゃ っ て い る な一つ て い う ような人と

かが、上からみてそういう人がいたら、頭制的に帰されちゃったりして、でも誰に そ う い

う権利 があるんだろうとか、そういうのは、すごいみんなプー プ ー言っ てるのとかみかけ

た りしたし。 」

「ミーテ ィングは結 構 長 く や っ て た んだけど、ほとんど上からの「こういうことはやらな

い でください。 」 「こういうこともやめてください。 なら、帰ってもらいます。」みたい

な、ほんともうピ リヒパ）した感じで、 で、短期の人もいるから、そこまでいろい ろ 感 じ て

いる けど、そこま で、こう、それは、違うんじゃないかとか言 えないまま帰 っ ちゃうって

しヽ う。」

また、丸山さん が 参 加 し た 神 戸 元 気村でもリ ー ダー とその他のポランティアとの関係は

よいものとはいえなかったようである。

「本部にいると、上の人と接する機会が多く、同じボランティアに上も下もないけれど、

言 いたい放題でこ き使うというようなことが、しばしばありました。 」

「特に上 に 立 つ 人達というのがほんとにストレスがたまっていて、 （中略）そうい う人 達

が当たり散らして、 （中略） 言 いたい放題でこき使うという感じで、上に立つ人が人格面

で しつかりしてないっ て言 うか、 （中略）ボランティア っ て言 うものを分かっていなく

て、 ポランティア に 来 た ん だ か ら お まえら働かなきゃだめだっていう感じで」

3. ボ ランティアリーダーの疲労

ボランティアリーダーは、ポランティア団体に対し大きな影響力をもつものと思われる

が、ポランティア リ ー ダーがピリピリし、余裕をもつことができなくな った要因として考

えられるものをイ ンタ ビュ ーレ ポー トから挙げてみたい。
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(I)時期と団体の規模の拡大

まず、第一に、ボランティア内の雰囲気や様子は、時期により変化していったようであ

る。

藤井さんは、 3月に入ってから、ほぽ 1ヵ月間ポランティアに参加したが、その間の変

化を次のように述べている。

「入ってくる仕事も多かったし、あと、そういう 長田が危険なとこだったっていう意識も

すごいあったし、で、 3月のはじめっていったら、ポランティアもどんどんどんどん来て

いる時だったから、でもそういう受け入れたらまとめなきゃいけないみたいな、すごいピ

リビリしたムー ドが。」

藤井： 3月途中ぐらいからもう っていうか、 20日ちょっと前ぐらいから、もう神戸の状

況も落ち着いてきたから、ピリピリしていたそういうリーダー的存在の人達も余裕が

でてきて、 「誰も偉いとかそういうんじゃないんだから」みたいな感じで、ミーティ

ングをこうホワイトポードがあって、リーダーが 1人たって、こう列になって並ん

で、それで、こうやってしゃべっているっていう形式から、輪にな って、つていうふ

うにかえたり、カ ー ドで、今日 ー 日感じたこととか、そういう、 言いたいことみたい

なの提出するようになったりとか、そういうのが変わったかな。

梅沢：それは、みんな、誰かが、その、他のポランティアの人達からの提案じゃなく つ

て、そういう、いわゆる上の幹部みたいな感じになっている人達どうしが、 「こうい

うふうにやろっかJみたいな感じで、変えた点？

藤井：いや、う 一ん。っていうか、そういう声があがってたのをきっと幹部みたいな人

もわかってたと思うんだけど、でも、もうピリピリしてて、そんな余裕ないって感じ

だったから、落ち着いてみて、よくよく考えてみたらみたいな感じで、周りに聴いて

みて、 「じやあそうしよう 。」 って。」

藤井さんの参加した団体では、 2月の後半から 3月に入り、入ってくるポランティアの

数が膨れあがり、リ ーダーたちは、団体の規模の拡大により、ますます多忙になり、余裕

を失っていったようである。

また、梅沢さんも同じく 3月に 3週間ほど活動していたが、その当時のポランティア団

体のリーダーの様子を次のように述べている。

「次々にやってくるポランティアの受入れとその把握、取りまとめ、仕事の割り振り、依

頼される仕事の受け付け、把握、確認等、 4~5名のリ ーダーたちが一挙に引き受けてお

り、 一時は70名近いポランティアのまとめだけで大変な時期もあった。」

(2)住民とポランティア団体の関係

また、ポランティア内部の雰囲気には、ポラ ンティア団体と住民との関係が少なから

ず、影響しているようである。

大量のポランティアが現地に泊まり込むこととなると、 「トイレを使い」 「ゴミを出
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す」こととなる。 こうした宿泊型のポランティアは、被災者にと って有難迷惑にもなりか

ねなし‘o

梅沢さんの活動したボランティア団体は宿泊型の団体であ ったが、次のような状況で

あ った。

「彼女（梅沢さん）が宿泊していたのは、精神薄弱者のための作業所で、夜の問だけ寝場

所とし て 間 借 り するという形だった。 ボランティアに来ているのは若い人たちが多く、し

かも夜になればやることもないし、テレピもこれといった娯楽もないので、ついつい騒ぎ

すぎてしまったりする 。 また、ボランティアがたくさん来たために、配給の食料も多く必

要になるし、 トイレもその分汚れる 。 そ れ で 避 難 所 に い る 住 民 か ら 「 一 体 な に を しに来た

のだ。」という感情をもたれがちになってしまう 。 その点は、年上のポランティアからか

なり厳しく注意を受けたという 。 「ボランティアに来てるっていうのは、どこか謙虚にし

てないといけないところもあるから、ちょっとでも常識はずれなことをすると叩かれ ち ゃ

うのね。 」」

このようにボランティアは被災者の迷惑になってしまう可能性を含み、ボランティ アリ

ー ダ ー達は、組織の維持と住民の意識との間で板ばさみになっていたことが考えられる。

加えて、 3月になり、団体の規模が拡大し、その維持のためにはリ ー ダー は 権 威 的になら

ざるをえなかったのではないかと思われる。

これに対し、高橋さんの参加したポランティア団体は、被災者中心の団体であり、こう

した住民との問の窮藤はなかったのではないかと考えられる。

「この救援グル ープの長所は、被災者中心であった ことか ら、 被 災 者 が 何 を望んで いるか

を把握しやすい状況にあった事だろう 。」

4.休 息 と ミ ー ティング・団体の意志決定権

(I) 「楽しみながら」活動するポランティア ー一序蒋成メンバーによる影響

ポランティア参加者の参加団体は、対立的なムードの団体ばかりではない。三宅さんの

参加した団体はそのような雰囲気はなかったようである 。

三 宅さんは調査論の レポー トの中で、 自分自身の体験について次のように述べている。

「ボランティアに行った先でも、ボランティア団体の内部でもそれ程ピリピリした雰囲気

は感じられなかった。それどころか、ボランティアで来ている人たちは「ボランティ ア は

楽しみな がら やらなければ続けられるもの で は な い。」という考え方をする 人が多かっ

た。 どちら か と いうとサークル活動の延長のようなものだった。 （中略）だから、ボラン

ティアに対する私のイメージは「楽しみながらするもの」というものであった。」

三宅さんの参加 した団体は、厳しい制約もなく、楽しんでボランティアをしていたよ う

である。

これに対し、藤井さんの団体では、 「なんか頑張んなきゃみたいな、なんかそういう周

りのね、そのボランティアの人とかがいつばいいて、 「頑張んなくちゃ」、 「当てにされ
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てるな」 っ ていうのは思っ てきたから、それを こう 、 頭 で き た か ら 「 よ く 頑 張んなきゃ」

みたいなの があ っ て、 「とにかく目の前 の仕事やんなきゃ」 っ ていうんで 、むりやり騒い

でたとかっ ていうのはあ っ たけど」 という 雰 囲気であ っ た 。

こうした違いはどこから生まれるのだろうか。 まず、考えられるのは、リ ー ダ ー やメン

バーの特性である。三宅さんのてんかん 協 会 の 場 合 、 リ ー ダ ー は VYSのソーシャルワー

カ ー であり、楕成 メ ン バー の多くは福 祉系の学 生である 。 この中で、福祉関係のメンバー

が多 いことから、 ポランティア経験な ど の 福 祉 的 経 験 を も っ た こ と の あ る メ ンバー がそ

ろ っ ていたこと、メンバー のボランティ ア に 対 す る イ メ ー ジや価値観が似たものであ っ た

ことが予想される 。

この結果、三宅さんのギランティア団体内の雰 囲気は 1「楽しみながらするもの」 と な っ

たのではないかと思われる。

(2) ポ ラン ティアの意志決定権

丸山さんの参加した団体では、ポランティア内部の価値観を巡っ て対立 が絶えなかっ た

という 。 しかし、 小 田 さ ん の 参 加 し た団体ではそのような対立はなく、団体や作業の最終

的な意志決定 はリーダー である牧師さんにまかされていたようである 。

「小田：私が、東灘でやってたときは、リ ー ダ ー が教会の牧師さんなんですよ 。 その牧師

さんの性格によると思うんだけど、私が一 緒にやってたときというのはね 、 （中略）

なんてい うのかな、微底的にやるこ と は や る っ て い う よ う な 人 だ っ た か ら、本当に頼

まれ た こ と はやるっていう感じで、その辺私は結構ね、ていうか、例えば、その、向

じ家に 2日いくとかね。 私なんか結惰、他のお家をやった方がいいんじゃないかと、

もう必要なものは取れたはずだと 。 でもその牧師さんは、いや、頑張っ て探しだしま

すか らみたい な感じで、やるんで す ね。 それは、本当に牧師さん、指示 する人によ っ

てかなり、変わるものですよ 。

寺内：全部、その牧師さんの指示に従っ てやるんですか。

小田：そうですね。最終決断というのは。

寺 内：じやあ、対立 とかしても 、 結 同はそういうふう、その方向でっ ていうことに？

小田：うん。 そ うね、あと基本的に、 2週問だし、こっちもそんなにそう、そんなに攻

撃的な人、いなか っ たね。 や っ ばり、 一 緒に協力してやりましょうという 気はあるか

ら、そうね、多少意見は言っ ても牧師さんの言 うとおりに つ ていうか。 」

このように小田 さんの団体では意志決定の所在がはっきりしており、団体内 で の 役 割 分

業がなされている。これは、小田さん の活動したボランティア団体が既存の団体であるた

め、もと も と 団 体の意志決定権がは っき りしていたものと思われる。こ れに対し、丸山さ

んや蔵井さんの参加した団体は創発型 で、リ ー ダ ー も長期的に活動している人 の 中 か ら 選

ぷ た め 、ボラ ンテ ィ ア と ポ ラ ン テ ィ アリ ー ダー との役割の違いが明確になっていないので

はないかと考えられる 。

また、高橋さんの団体では、被災者が決定権を握っ ている。 このことについて杉浦さん
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はレポー トの中で次のようなコメントをしている 。

「 こ の救援グルー プの長所は、被災者 中 心 で あ っ たことから、被災者が何を望んでいるか

を把掴しやすい状 況にあ っ た 事だ ろう 。 ボランティア以外のメンバーが被災者中心である

のと 、被災者以外の人中心 であるのとでは、ボランティア内の援助体制等に関する意識に

大きな差が生じるのではないだろうか。 」

「友人の話になっ てし まう が、 どう いう援助を行うかで、ボランティア内で様々な意見対

立があ っ たそうだ。 高橋さんにその辺を聞くと、ちびくろ救援グループではポランティア

問の対立はまったくみられなかっ たという 。 それはやはり、被災者中心という こ と で 被 災

者以外 のポランティアが、ボランティアは何をするべきか実際に被災者と共に援助をしな

がら考えることができたからだと思う 。 」

高橋さんの団体では、被災者自身がリーダーとな っ ていたことで、その決定に説得性が

あったのではないかと思われる 。

(3) ミーティング

全国から、いろいろな人がボランティアとしてや っ てくる中で、意見や価値観の違いは

当 然存在するものと思われる 。 また、最終的な決定権は、団体のリーダー が持っ ている と

しても、ボランティアとして活動していく中で、たくさんの視点でものごとをみ て い く こ

とは、団体1則とし ても必要なことである。 このことから、団体内での ミーティングは大切

な も のと思われる。

ノjヽ 田さ ん の 参加した団体では、ミーティングは重視されていたようである 。 「ミ ー ティ

ン グ は、バッチシ。 うちの牧師の先生 はすごくしつかりしてて。 朝にや っ て、 昼 にや っ

て、夜にや っ て、 1日 3回ミーティングみたいな感じで。 （中略） 20分くらい。 （中略）

みんな の意見を聞 い て く れ る ん で す よね。 」

また、寺内さん の 参 加 し た 団 体 で は、ミ ー ティングは意見の調整ばかりではなく、癒し

の場でもあ っ たようである 。

「就寝前の ミーテ ィングもボランティ ア の 成 長 や 意 思 統一 のた め に 重 要 な 役 割を果たして

いる（中略） 。 長期滞在で住民に感情 移 入 す る よ う に な る と 、 あ ま り の 体 験 談に聞いてい

るほ うも 辛 くなり、落ち込むことがある。 そのようなことは一 人では解決できないもの

で、分かち合える相手としてほかのボランティアは必要だっ たそうだ。 」

(4) 休息

ポランテ ィ ア が長期に活動していく過程で、疲労していくのは当然である 。 丸山さんの

活動したポランティア団体は、ポラン ティアの疲労回復についてあまり考慮がな さ れ な

か っ た よ うである 。

「途中で辛 いことがあ っ たら、多少心を休ませてくれることもあるだろうと思っ ていたけ

ど、上の人はそんなことを認めてくれない。 」

「 「ポランティアなんだから不満があるはずない。 ポランティアに来たんだから、団体の
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名前のとおり元気じゃないんなら帰れ！！」といわれた。 「自分でも協力できたら」というつ

もりで来た の に 、 そういう態度をとられて、 3日や 1週問で帰る人が続出していた。 」

こ れに対し、寺内さんの参加した団体では、 「長期滞在の人には YWCA・の救援センタ ー

のコーデイネーターが、 一 週問に一 日くらいリフレッシュの時問を与え」るという配慮が

な されていたようである。

また、寺内さん自 身 、 「活動して いく うちに、自分が疲れてくるのを把握で きるように

なって、適 度 に 休 息をとれるようになった」という 。

く おわりに＞

阪神大震災の ポ ラ ン テ ィ ア 団 体 の中には、内部で疲労し、対立するポランティ

ア団体がみられた。 私がポランティアとして参加した団体でも、団体内部の深刻

な疲労を感じた。 私自身、これまでのボランティア経験が未熟であったせいもあ

ると思うが、自分の描いていたボランティアイ象と現実とのギャップに悩んだりも

した。

こうした自分自身の体験もあり、なぜポランティア団体内部が疲労したのか に

つ いてその原因を明らかにしたいと思った。

ポランティア団体内部の疲労の原因として、調査論のインタビュ ー レ ポー トか

ら、メンバー間の価値観や意見のくい違い、団体の規模の拡大・住民との関係か

ら起 こ る ポ ランティアリーダー自身の余裕のなさなどが考えられた。 そして、各

団体の比較の結果、ボランティア団体自体が抱えていた疲労の要因として、 次 の

ことが考えられた。

第 一 に、団体内部の意志決定権の 問 題 で あ る 。 リーダーによる団体内の 意志決

定権がはっきりしていない団体では 、 援 助 の 方 法 を 巡 っ て 意 見 の 衝 突 が 起 こって

しヽ た。

第 二 に、構成メンバーである。 構成メンバーの属性や考え方がばらばらな場

合、リ ー ダ ー がその集団をまとめる の は 容 易 で は な い 。 し か し 、 構 成 メ ンバーが

似たような考え 方 を も つ場合は 、団体としての決定をする上で、大きな摩擦は生

じ にくいと思わ れ る 。

また、阪神大 震 災 は 、 ポ ラ ン ティア元年と呼ばれ、ポランティアをすること自

体初めてという人が多かったようで あ る 。 こ う し た こ と か ら 、 ポ ラ ン テ ィ ア自身

のポ ランティア イメージの貧困が考えられる。

タ い部から参 加したポランティアは、知らない土地で、知らない人たちと 一緒

に 、あまり経験したことのないポランティアを行ったのであり、これはかなりハ

ー ドな こと だったのではないかと思われる 。 従 っ て 、 ポ ラ ン テ ィ ア 経 験 の 少ない

メンバーが多数を占める団体は、疲労しやすい要因が備わっていたのではな い か

と考えられる 。 ま た 、 ポ ラ ン テ ィア団体の成立 ちが＇）ーダーや構成メンバーのあ

り方を左 右している可能性を考慮に入れるならば、創発型の団体において、ポラ
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ンティア団体内部の疲労が高かっ た こ と が 予 想 さ れ る 。

次に、各団体のボランティアの疲労や対立の対処について、簡単であるが、考

察したものをま とめてみる 。

まず、決定 を す る も の 、 意 見 を 言 うものという役割の明確化が必要である 。 す

ペての人が平等なポランティアであり、どの人もその人なりの意見や企画や考え

方をも っ ている 。 これらのポランティアすぺてがそれぞれの企画を実行しよ う と

する ことはある 意味ではすばらしいことかもしれない。 しかし、団体としてそれ

らのことを行っ ていこうとする場合、やはり決定権の明確化は行っ ていくべきだ

と思う 。 決定す る専門性をもっということは、ポランティアの平等性とは矛 盾す

ることではないと 思 う 。

ま た 向 時 に 、ポランティアの意見を吸いあげていくことも重要である。 ポ ラ ン

ティ アが自分の意見を表明する場がない場合、リ ー ダ ー とその他のメンバー と の

断絶 はまぬがれ な い。 は っ きりとした対立が起こらなか っ たとしても、何のため

に活動してい る の か に つ い て 、 団体の活動意図が不透明になり、自分の活動の意

味付 けができなくな っ てしまう可能性がある 。 また、ポランティアの自発 性が失

われ て し ま う 恐れもある。

そしてまた、長期的に活動してい る ポ ラ ン テ ィ ア に は 、 休 息 の 場 が 必 要であ

る 。 目の前の被災地の状況しか見えなくな っ てしまうのは、ポランティアには陥

りがちな こ とで あ る 。 このため、ポランティアは、誰かが休ませてあげることが

必要である。 ポラン テ ィア団体自体が、休息をとらせるような工 夫を す るべきで

あ る と思う 。

以上、ポラ ンティア団体内部の疲労と対立の原因とその対処について不十分で

はあるが考察してみた。

阪神大震災以後、日本のポラン テ ィ ア事 情やノウハウの貧困が露呈 される結果

とな っ た 。 しかし、 阪神におけるノウハウは、今後も生きていくものであると

，思っ ている 。

く村瀬千晶＞
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I 国際ボランティアとともに 一小 田さんの場合一

1.インタピューの形式と情報の使用に関する確認

中島：改めて、今日はどうも、僕たちのために、来ていただいて。

小田：とんでもない。ありがとうございます。わからないですけれども。

中島：で、 一応、あの、テープにも録音して、メモとかも取らせていただきながら。

小田：ええ。

中島 ：お話を伺うという形にしますので。

小田：ええ。

中島：一応は、その、授業で、石原先生にレポートを出すというような。

小田：ぇぇ。

中島 ：感じで使わせていただくことになっているんですが、ちょっと、石原先生が、この

あいだ、授業の中で、もしかしたらその中の一部をまとめて、公表したいという話

になるかも知れませんので、その時は、また、改めて連絡させていただいて。

小田 ：はい。

中島：確認させていただくということになりますので。 その時は、またよろしくお願いい

たします。

1jヽ 田：はい。

2. 話者と所属した団体について

(1) インタビュイー（話者）のプロフィール

中島：ということで。先ほど待ち合わせの時に話し合って、この二人は［中島、寺内］神

戸のポランティアに行ったことがあって、行ったことがない視点でまず話を聞い

て、その後、こちらの視点も含めようという感じで、進めればいいんじゃないかな

と。

沢井：じやあ、まず、お名前を伺わせていただけますか。

小田：小田です。

沢井：おいくつですか。

小田：おいくつ？ はい。 23です。

沢井：所属の方はどちらですか？

小田 ：所属の方ですか？ 都立大学人文学部社会福祉学科。性別とかは抜かしてく れたの

ね。

沢井：もし差し支えなければ、生まれの方はどちらですか。

小田：東京です。東京の世田谷です。

沢井：窟災のポランティアに行く以前はどんなポランティアを？ もし、やっていらっ
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しゃ ったら。

小田：ぇ っー と、大学 の 2年か。 さ‘'っ と順番でいうと、 一番はじめに障害者の子どもたち

を、養設学校に通っている、それは明星、明星蓑 護学校だったかな？ 梅ヶ丘にあ

る。 そ この子 どもたちを一 日だけハイキングとか、それから、痴呆老人のお年寄 り

を対象にした、あの、デイケアセンターで、 1カ月くらい、週 1回 く ら い だったん

ですけ ど、ですから計 4回、ポランティアと 。

寺 内：うわぁ、すこ｀い。

小田：後、やったのが、海外協力で、あの、 日本 国際ボランテ ィアセンターという国際、

そうですね、海外協力NGOなんですけれど、翻訳とか、資料整理とか、夜料を集

めたりとか、たまにニ ュースレタ ー の記事を書いたりとか、発送とかそういう感じ

でや っていました。

(2) 簾災ボランティア参加の動機

沢井：今回、ポランティアに参加する前では、どのような動機で行かれたんですか。

小田：今回のボランティアに参加 したときは、あのう、そう、そうですね。 や っぱり近く

に日本の中で災害が起きて、出きることはやりたいということですね。 一番がね。

助けが必要ならば、できることはしたい。 させていただきたい。 ということで。 あ

と、もう 一つ、その理由としては、今後、自分の為にもいいことだと、神戸 で 働

くつていうことが、何かプラスになるんじゃないかと。

沢井：それは具体的に、こういうプラスがある って思った訳じゃなくて、何となく ってい

うか？

小田：何となくだよね。 もし、その、現地でまだ何をするか解ってなかったから、どこの

団体を通じてね、行くことになるか解んないと、何をするか解んないけれど、も

し、その、非常用の食料、非常用品というのかな、非常品とかも、分配する係りを

任されたら、そういうこと、経験ないじゃない。 具体的に。 だれにどう回したらい

い かっ とかさ。 それ以外に、あと、もしかしてそういう、何でもいいんだけどさ、

じやあ、炊き出しの分野のリ ー ダー にな ったとしたらさ、年上の人と 一緒に やって

いくとか、そういう、人を組織化していくとか、そういう 意味の練習になるんじゃ

ないかな、経験になるんじゃないかな。

沢井:具体的には、それをどう？ 今の生活に活かそうとか、そういうこ と も？

小田：そうね。具体的に海外協力の NGOで働きたいというのがあって、どこでもいいん

だけどさ、タイとか、そういうとこで、何年問か働きたいっていう希望 があったん

で 、 それと、神戸 のことは同 じ じゃないだろうけど、なんか、役に立つんじゃない

かな と、漠然と私は思ったんで。

(3) 参加期問と所厩団体について

中島：ぇ っ と、何月何日ぐらいから、神戸 に？
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小田：えっとね。 3週問行ったんですね。帰 ってきたのが3月 4日だったんだけど。

中島：具体的には、現地では、神戸では、どういった団体、ところ？ そろそろ、神戸の

話をしてもらうと。

小田：そうですね。ぇっと、参加した団体は、えっと、日本国際飢餓対策機構というとこ

ろで、日本国際飢餓対策機構。で、それ、その団体の、団体というのはあの、世界

にあるんですよ。国際飢餓対策機構っていう 。 もともと、どこなのかな？ イギリ

スに本部があるのかな？ Food for Hungryつていうんですよ。それで、日本支部

が、海外で緊急援助とか、開発援助、持続的な開発援助というか、しているところ

なんだけれども、そのノウハウを活かそうということで、神戸でもやるっていうの

を決めたんです。それで、あとその団体というのは、キリスト教の団体なんです

ょ。キリスト教の団体っていうか、やってる人たちはみんなキリスト教精神でやっ

ているんで、で、その団体と、神戸にある教会が協力してやってるプロジェクト、

そこがやってるプロジェクトの一つは、復典プロジェクトというのと、もう 一つ、

医療プロジェ ク トがあったんですよ。それで、復興プロジェクトというのは、教会

と一緒にやるので、教会の信徒さんですよね。その信徒さんの家だとか、まあ、教

会の回りに住んでいる人とかのお家で崩壊しているとか、半壊とか、全壊だとかい

うお家から家財道具を取り出して、あと、家財道具は自分たち家族で取り出すこと

ができたんであれば、それに引っ越しの手伝いですよね。安全な場所にものを移し

たり、あとは、家の中に壁に穴が開いたから壁の穴塗ってくれるかとか、あと、す

ごかったのは、外壁を直してくれっていうんで、その外壁を直したんですよ。あ

あ、それも、あったんですけど、で、もう一つあったのが医療チームで、医療チー

ムは避難所を回るんですよ。避難所を回って、お年寄りの話を聞いたり、あとは、

とりあえず話を聞く方が多いんですよね。ある程度、道具は持って行くんですけ

ど、血圧計ったりとかね、基本的には話し相手っていう感じ。それで、あの、私が

この団体を特に選んだっていう理由はないんですけれど、ただ、いろいろ団体を問

い合わせて、ここから連絡が来たから行ったんですけど。 ここの団体の特に特徴的

だったのは、あの外国人ボランティアを一緒にやってたんですよ 。なんでかという

と、教会と 一緒にやってるということでカナダとかイギリスにその、神戸 にある教

会と同じ系列の教会とかありますよね。それで、その教会が、神戸で震災起きたか

ら、手伝いたい人って集めて、で、主にカナダとイギリス、タイとか、後はコロン

ビアとか、カンポジアが一人いて、あと、アメリカ人ですね。で、来たんですよ。

自費で来て。

寺内：それは、日本に住んでるっていう訳じゃなくて。

小田：来たの。

沢井：現地からいらしたんですか。

小田：そうそうそう 。それは、教会が声をかけたんだけど。で、そうですね、現地の教会

にきている普通の人たちが、何人かは、その日本国際飢餓対策機構のタイ事務所か
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ら来たとか、その団体の事務所を通して来たとか、教会じゃなくて、それで、外国

人 と 一 緒にやるとこだっ たんで、少し、私の仕事としては、少し通訳的なことも

あ っ たんで す け ど 、 そ う で す ね、いいんですか？ 続けちゃって？

中島：は い。

3. 現場での体験

(1) 活動内 容

小田：続けさせていただきますと、私が加わっ たのは、復興チー ムで、大工仕事の 方 だ っ

たんです。 で、その復興チームが活動してたのが、西宮と、あと、 芦唇と東灘だっ

たん です よ 。 で、私は、はじめの 1週間は芦屋にいたんですよね。芦屋は、あんま

り、崩れている家、あんまりないんですよね。 あるんですけど、 元 々お金 持 ち が 多

いから、きれいな家も多いし、それなんで、 芦屋ではそれほど、ひどい家は見ませ

んでした。 崩れている家とか、芦屋 で 主 に や っ ていたのは、その教会、 芦 屋コミュ

ニティチャペ ル と い う 教 会 が あったんだけれども、そこの教会で、東京とかから

送ってくる物資、援助物資、それを分配 し た り とか。

寺 内：分 配っ ていうのは、分けて届けに行くんですか？ それともそうじゃなくて？ そ

れとも取りにくるんですか？

ノト田：取りに来る。 あの、炊き出しみ た い に 場 所 を 作 る ん で す ね。テ ントみたいな。テ ン

トをつく つて、 そ れ で 、 ち り 紙とみんな欲しいんだよ。近所の人、毎日来 る の よ 。

ひ どい 人だとふたつ持っ て行ったりするから、まあ、必要が必要じゃないかを問い

てお出ししたりとか、ちり紙と か だ と ね 、 ど ん と 置 い て ぽ ん ぽ ん 持っ て行かれても

いいんだけ ど、や っ ばり、その 、 み ん な に 平 等 に い く よ う に し た い か ら 、来た人

に 、 き れ いな下着があるんだけど、いらない？とか、出すようにして。 古 着 を出し

たりとか、そういうことはしているんだけれど、あとは、そのご飯とか、 やっばり

ね、 芦屋は、水は、通っ て い るところは通っ ていたんですよ 。 私が行った時期は。

大体行っ たのは、 2月の 2週目 位から行っ たんで、水が通っ ているところは 通っ て

いたんですよ。ですから、そんなにみなさん、電気 も 通っていたし、苦労してい

る っ てことはなかっ たんですけど、やっばり、あ っ たかいご飯とかあ っ たかいス ー

プと か は 喜ばれていた。 何でかというと、避難所には冷たいパンとかそういうもの

し かな かったから。そういう感じですね。芦犀に 1週問いたときは、炊き出しって

いうのを中心でやっ ていて。 で、 2週目、 3週目は、東灘区に移っ たんですよ 。 東

灘 区は もうひどく っ て、もう灰はすごいし、家も崩れてるし、でやっていたのが、

ほんとに崩 れ た 家 か ら も の を 取り出すんですよ。 たまに、芦屋にいたときは外国人

の人とそんなに一 緒にやっ ていなかったですけど、東灘に行っ て、外国人 と 一 緒に

やるようにな っ て、その中で、アメリカ人とカナダ人の大.:r.‘ ペンキ屋と大.:r.‘ぃ

わゆる家の構造とか詳しいからその人たちが中心になるんですけど、たまにその人
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のすぐ後ろについて、通訳しながらやるとすごい大変というか、例えば、家の主が

いないと、もの を取りだしちゃ失礼に当たるから、崩れた家に、木をどかして、

入って行って、家の人は外で見てて、例えば、貯金通帳を取って欲しい、貯金通

帳っていうのは、僕の部屋、 2階だったんだけど、その左っ側にある押入に入って

いたからそれを取って欲しいっていってもわからないでしょ 。落ち方が違うんだか

ら。その辺どうにか説明して、じやあきっとこの辺だねって言って、 一緒に入って

行って、 一応通訳必要だから、ほこりだらけの中に入って行くんですよ 。で、喉は

駄目になったりしたんだけど。 それで、活動ですよね。 どうにか本人が、被災者の

人が希望するものを取り出す。

沢井：あの、住んでる人、家主さんは入らないんですよね。 中に。

小田：家主さんも、比較的お年寄りの人が頼んでくるから、お年寄りだと 、やっばり危な

いから こっちも入んないでっていうんだけど、若い人だったら。

沢井： 一般の人が入れないくらいひどいか ら、そういう専門家が入って？

小田：そう 。一応そういう基準があ って、なんか紙がありましたよね、黄色い紙とか。

寺内 ：あ、赤紙。

小田：黄色い紙とか。赤紙はどうなんだっけ、駄目なんだっけ？ とにかく、黄色位で

も、赤紙、かなり危険なところ入ってた。結構無視して。私たちは。

沢井 ：ボランティアの人は、 一緒に専門の人と入るってことですよね。

小田 ：そうそう 。みんなヘルメットかぶって。男の子なんかみんなどんどん入っていっ

ちゃう 。でもたまに、アメリカ人一人は大工で本当に専門だったんだけど、もう 一

人はペンキ屋だから、ちょっとそういうことにたずさわったことがあるくらいで、

専門じゃないですから、基本的に素人がやってた訳。それはなかなかすごいんじゃ

ないかと思うんだけれど、でも、まあ、その大工さんがいれば、例えば、この、家

が崩れていても、この崩れ方は、タンスでこの柱がこうなっているから、支えてい

るから、この間に入るのは大丈夫だ。あと、やっぱり判断はピシビシとやってくれ

るんだよね。 そのタンスが本当に奥の方にある場合は、屋根、瓦とか崩れてたら瓦

を取って、屋根に穴をあけて取り出そうとか。

沢井：上から？

小田：うん、上から取ろうとか。 下から行くのは危ないから上から行こうとか、そういう

判断は、そうね、ある程度はしてくれたから。けが人はでなかったからね。

沢井：良かったですね。

小田：そ うそう 。 ちょっと手を切ったりとかね、それはあるけど、けが人は。 ん、でね、

被災者の人がどういうものが出して欲しいっていうかというとね、培物とか、あと

ね、笑っちゃいけないんだけど、貯金通帳とか、あと、おじいちゃんの肖像画と

か、やっばり思い出のあるもの。現金はもうやっば、みんな持って逃げてるみた

い。 あと、免許証とか、免許証とか一番探すのが大変なんだよ。

沢井：免許なんかは紛失でまた再発行すればいいようなものですよね。
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小田：そうだね。その辺よくわからない。探してっていわれたら探してたんだけど。

寺内：緊急事態だから。

小田： そうそう、緊急事態だから、結構すぐ出ない。なんかあるじゃない。行政の。そん

な感じですね。壊れた家からものを取り出す。

沢井 ：頼まれれば何でもやる って感 じですか？ それとも、これはなくても取りあえずは

大丈夫だろうっていうのは断っちゃう っていうのも、ないですか？

小田 ：それはね、本当に、私が、東灘でやってたときは、リーダーが教会の牧師さんなん

ですよ 。その牧師さんの性格によると思うんだけど、私が一緒にやってたときとい

うのはね、非常にね、実際、他の牧師さんっていうのは、活動に加わったりしない

んだけど、その牧師さんは自分で車を運転して活動に、中にまで入ってくるような

人で、で、なんていうのかな、撤底的にやることはやる っていうような人だったか

ら、本当に頼まれたことはやる っていう感じで、その辺私は結構ね、ていうか、例

えば、その、同じ家に 2日行くとかね、私なんか結構、他のお家をやった方がいい

んじゃないかと、もう必要なものは取れたはずだと、でもその牧師さんは、いや、

頑張って探し出しますからみたいな感じで、やるんですね。それは、本当に牧師さ

ん、指示する人に よってかなり、変わるものですよ 。

寺内： 全部、その牧師さんの指示に従ってやるんですか ？

小田： そうですね。最終決断というのは。

寺内：じゃあ、対立と かしても、結局はそういうふう 、その方向でっていうことに？

小田 :うん。そうね、あと、基本的に、 2週間だし、こ っちもそんなにそう、そんなに攻

繋的な人、いなかったね。やっばり、 一緒に協力 してやりましょうという気はある

から、そうね、多少意見は言っ ても牧師さんの言 うとおりにつていうか。

寺内 ：毎日、夜にミ ーティングっていうか、話し合いの時間は持てていたんですか？

小田:そう 。 うん、 じゃ 、細かいことを言 うと、まずは、朝起きて、朝 8時くらいに起き

てお祈りをするんですよ。お祈りした後、先生が、人数が多いんですよ。 YMCA

と力聖書研究会とか、けっこう、 日によ って 12人とかいたり、そう、結構その人

数が余っているということもあって、で、牧師先生が、 このグループはここ、この

グループはここ っていうふうにやるんですよ。

寺内： ーグループ、何人ぐらいですか？

小田： ー グループに、行く場所によるんだけど、さ っきちょろ っと言ったんだけど、外壁

をやった、コンクリ ー ト、あれは人数がいったからかなり行ったんだけど、そうい

う時以外、いわゆるこの崩れた家からものを取り出すときは 6、 7人。人が多かっ

たらもちろん多く連れていっちゃうんだけど、でも、あんまり多く行っても。

寺内 ：何グループくらいにわかれて？

小田：だから、 2グループでしょう 。多く っても 。

寺内：ああ、そうかそうか。

小田：ただ、なんとかさんのお家でちょ っと冷蔵廊動かして欲しいとか、そういう仕事が

- 50 -



ある場合は、 二人は、その例えば山本さんの家に行こうとか。そう、ミ ーテ ィング

は、バッチシ。 うちの牧師の先生はすごく しっかりしてて。朝にやって、昼にやっ

て、夜にやって、 lB 3回ミ ーティングみたいな感じで。

中島： 30分ずつくらい？

小田：う～ん。 20分くらい。

中島：わりと、みんなの意見を聞いてって感じで？

小田：そう 。そうですよね。みんなの意見を聞いてくれるんですよね。

沢井：意見と言 うのはどういう内容？

小田：そうね。例えば、この山本さんの家は、ふすまを直すだけだから 2人でいいんじ ゃ

ないかとか、例えば牧師の先生が3人連れて行 きましょうと行ったら 2人でいいん

じゃないかとか、そういう人数の問題とか、あとは、やる内容はもう、こっちも

言っ てられないから、それはやりたくないとか言 わないから、基本的にはもう、人

数の問題、あと、時間とか、午前中にこの家に行った方がいいんじゃないかとか、

まず、朝、あの田中さんちに行って、何が必要か、家の修理をするから何が必要

か、見てから買い物に行ってとか、プランとか、そのようなことをちょ っと言った

りしました。あと、そこの教会で特別にやってたのは、午後に、近所の子 とか集め

て、勉強会とかしてたんですよ 。それは、たまたま聖書研究会関係からやって来る

ボランティアたちが教育専攻してて、そういう教育プログラムをというのと、折角

カナダ人の女の人が来てたから、英語とか教えたりとかそういうことを、そういう

ことをやっていたのは、まあ、元気づけるということもあったんだろうね。いわゆ

るそのつどいの場をつく ってたんだ。

寺内 ：集まってくる人、子どもたちっていうのは、避難所から来る子でしたか？

小田：ああ、私には、そっちの方出たこと ないからわからないんだけど、でも、避難所よ

りもむしろ、家は一応あるんだけど、やっぱり家の中、ぐちゃぐちゃしてんのか、

水が出ないんだとか、そういう意味で、問題のある子が来るんじゃないかと。

沢井 ：子 どもの様子とか雰囲気は？

小田：雰囲気は、すごく元気良かった。私たちも、その、外回りするじゃない。その後に

帰ってきて、サッカーをやるのね、いつも夜ご飯の前に、すごく盛り上がって、イ

ギリス人の人とかサッカ ー、超うまいじゃない。それでいて、しかもその教会が6

人兄弟だったの よ。 6人兄弟で、ち っちゃい子、 3オくらいからいるわけ、高校生

ぐらいまで。それに近所の子とか、加わってさ、それにカナダ人とか加わってさ、

サッカーをぐちゃぐちゃのチームでやるとおもしろいんだよ。 こんなでかいイギリ

ス人がさ、こんなち っちゃい子どもに防御されるわ、サッカーっ ていうのは。そう

いう意味で、国際交流とかいう、家では水道が出ないとか問題抱えている中で

ちょっと、ぎやあぎやあやってるとおもしろいとか、

沢井：じやあ、わりと明るい雰囲気で？

小田：明るい雰囲気と かはそうね。あとは、仕事はそうなんですよ。 ものを取り出す仕事
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なんですよね。 一 つ、壁を直したりとか、さっきも 言 ったんだけど、で、一つ、問

題だったのは、すごくお年寄りでね、その人が垂水に住んでたんですけれども、あ

の、外の壁 が モ ル タ ル だ っ た の かな、ひびが入って、剥がれちゃ っ たんですよ 。 そ

れで、牧師先生がその、牧師先生と す ご く 親 し い 人 だ っ た か ら 、 そ の 、 先 生ができ

ますと 言っ てしまったんですよね。できますと 言っ てしまった後に、その時点 で 、

一 人いたアメリカ人の大工 は、アメリカに戻ってしまっていたんで、残っていたの

はカナダ人のペンキ屋と、あと設 計 、 と い う か ？

中島：設計と 言 っても、現場に行かない 人 ？

小田：デザイナー の人が残っていたんだけれど、その二 人と後ポランティアだけしかいな

いじゃん。 それで、コンクリートつけて、外壁直しますと牧師先生がいっちゃ っ た

のね。ちょっと問題だったというか、そのときは、だって、 1週問くらいしか時期

がなくって 、コンクリ ー トは乾かしたりしなくちゃいけないとかあったり、天候が

ちょうど雨だったりして、僕たちにできるか、とか言 ってたんだけど、もう、や

るって先生が決めて、やって、ちょっと心配したのは、 一 応 まあ 、終 わら したんで

すよ ～。 それこそ高校生の男の子 と か セ メ ン ト を 塗 っ て さ 、 私 も 塗 っ た り したんだ

けど、みんなで分業してね、あの台 み た い な ん あ る じ ゃ ん 、 建 築 現 場 で ね 、鉄の

.L... 
にコ o

沢井：ぇぇ。

小田：ちゃんと立 て て 、 ば あ あ っ て 塗 ってさぁ、みんな、素人でやってたのよう 。 それだ

けど、後になって結局ね、大工さんに頼まなくちゃいけないことになるんじゃない

かと 、イギリ ス人のデザイナー なんかも考えていて、その辺すごい。 特にそのキリ

スト教の精神ていうのかな、単なる・・・

沢井 ：キリスト教じゃないんですよね、宗教？

小田：私、違うんですけど、 牧師先生が あ そ こ ま で し て や り た い と 言ったのは、たぶんキ

リスト教の精神じゃないかというか 、 い わ ゆ る 厚 意 の ほ う 、 気 持 ち の 方 を 大切にす

る っ て い うことでしょう。そのできばえとかさ、でも果たして良かったのかとかい

うこと思うんだけども。だから、そうなんですよ、おじいちゃんの肖f象画を探すた

め に 2日問同じ家をやったというのは 、 あ れ は 気 持 ち っ て い う か さ 、 キ リス ト教っ

ていうのは、贈り物しても愛がなければ意味がないとか言 うじゃないですか 。そう

いう精神な の か な と 思 っ た り し たんですけど。

中島： な ん か 、 神戸 で、出会った人で、 特 に 印 象 に 残 っ た 人 っ て い う か。 こんな人がいた

とか。 まあ、 実 際訪問して行って、 し ば ら く 1時間くらい長話とかすることもある

でしょう 。

小田：いやあ、それ は な か っ た ん で す よ。

中 島：ああ o

小田：全然話しないで、すぐにあの、

中島：頼まれた仕事、 一 応 終 わ ったら、すぐ帰ってくる。
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小田：でもね、すごい、あの、 1軒、外壁を、コンクリートを塗った人のお家はね、一人

容らしのおばあさんだったから、できばえはともかくとしてよろこんだんでね、若

い男の子たちがばあ って行ってさ、 女の子もそうだけれど、あと、カナダ人とか外

国人とか、行ってさ、その人が今どんな問題を抱えているかとかそういうことは聞

けなかったんだけれど、なんて言うのかな、とにかく喜んでたよね。普段は一人で

寂しいんですよとかいうことは、 言わないんですけど、あのはしゃぎよう見たら、

普段は寂しいんだなっていうことは、察することはできる。後は、特に話した人は

いない。

中島：まあ、ボランティアの中でもいいんですけど。

小田：ポランティアの中でもいいんですか？

中島 ：はい。

小田： 一人、牧師さんでやっぱり、奥さんがいて、まだ若いんです。 25。ち ょうど奥さ

んが赤ちゃん生まれたばっかりで、その人の話しがすごかったんだ。なんかね。

夜、地震が起こったでしょ、あ、朝か。こういう状態で、机とタンスのこういうと

ころに、おなかの中には赤ちゃんがいて、こういうふうにさ、すごいな、助かっ

て、おなかの赤ちゃんも無事で。そういう話しをして、まあ、良かったなって言 う

か、思ったんだけと、その牧師さんがね、自分と歳がそんなにかわらないことも

あったんでしょうけど、すごいやってるんですよ。朝から、炊き出しやって、夜遅

くまで働いて、で、自分の教会はぐぢゃぐぢゃになっているんだけれど、きちんと

礼拝をやらなければならないといって、日曜日はちゃんと礼拝をやって、休み無し

で働いて、そこはすごい心打たれた。まあ、キリスト教すごいなっていう、そうい

う意味で宗教の強さっていうのかね。なんていうの。よくやるわっていうか・・・

(2) ポランティアたち自身の生活

寺内 ：3週間、 行ってましたよね。で、小田さんが泊まるところはずっと一所だったんで

すか。

小田：え っと ね。 1週間目は、 芦屋にいたのね。で、 2週問目、 3週間目は東灘区に。教

会で。

中島：泊まるのは、教会の中で泊めてもらったんですか？

小田：うん。

寺内：食事とかはどうしてましたか？

小田：あ、食事。日本国際飢餓対策機構から一応お金は出たんですよ。それで、野菜とか

が来たんで、それで料理して。

寺内 ：調理したものを？

小田：後は、避難所からも少し。

沢井：どんな感じの生活でしたか？ 自分自身の、ポランティアの生活というのは。

小田：うん。 もうちょっと、被災者の意見、実際しゃべりたかったというのがあったんで
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す ね。 自分自身の生活と 言う と結構、こうい っ ちゃあれなんだけれど、 おも しろ

い っていうか、なんか、すこ゜くワイワイしてて、 で も、水とか使えないの不自由だ

と思った。 でも、そんなにね、水使えないってい っても出ないわけじゃないし、汲

みに行くのもすぐそこなんだよね。 道路にちょっと歩けばあるから。私はすぐ、途

上 国と比べてしまうんだけれども、そういうのとは違うな とおも って、大変 だろう

な っ て 思っ て 。 そうですね。ただ、 私の場合、 3週 間でしょ。 で 子どもと かがいて

さ 、 あ と 外国人もいて、それで楽しいなっていうこともあるけど、プライバシーは

ないし、それで、被災者の方々の心境考えると、 夫を失ったと か、ローンがまだ

残っている と か 、 家 が 崩 れ た と かね、そういう状態で、ああいうごちゃごちゃご

ち ゃ ご ち ゃしたところで答らして、お風呂もそんなちゃんと入れない、かなりつら

いだろうなと思っ て 、お風呂入らないの慣れちゃ った。 なんかこう、 で も私が行っ

たと こ ろ はいい場所で l0分くらい歩けばお風呂屋さんがあったのかな。 まあ、 1

週間に 1回は、行くようにしてたんだけれども、生活はまあ、すごい、朝 8時に ミ

ーティングして、一緒にご飯食べて仕事に行って、帰ってきて、それで、夜お風呂

に入んないでみんなでご飯の後カ ードとか ゲー ムして、寝て って感 じで、 お祈りと

かなんか結構つ らかっ た っていうか。

(3) 痰災ポランティアに参加する人々について

中島：日本人で、他にポラ ンテ ィアに参加している人って、 ど う い う人が中心でした？

小田： 学生が多かった で す。 聖 書研 究 会とか、そういう YM CAとか。

寺内：や っぱり、キリスト教関係？

小田 ：うん。

小田 ： どのくらい行ってたんですか？

寺 内 ：私ですか、私は 2週問。

小田：何を通じて？

寺 内： 私は、ク リスチャン系ので、神戸YWCA、中央区にあるところです。

小 田： 中 島 さ ん は何で行っ てらしたんで ？

中島：え っ。 1週問くらい、 YMCAで。

小田：だけど、地元ですよね？

中島：そうです。 なんか、大阪YMCAに電話して、どこか一 人で、 1週問くらい行ける

ところありませんかって聞いて、で、長田区の Y MC Aを教えてくれて。

小田：私 も長田区に行き た か っ た ん で すよ。どんなことを？

中島：ぽくの場合は、わりと、 YMCAが やっている っ ていうより、そこらへんの市民

が、 YMCAを事務所にしてや っている って い う 感 じ で 、 だっ たんで、すごく、お

もしろかった っ て い う か。 ポランティアにすべて任せちゃうんですよね。

小田 ：ああ、なるほどね。

中島：そのグルー プの区分けから。 10 0人くらい、多い時は、いて、それを 6つくらい
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の班に分けて、その班の中でまた、 2人とか、 3人とかずつペアを組んで、 訪 問を

ず っ としていったりとか、ぽくが行ったのは、 5月の末、いや、 5月の初めの ゴー

ルデンウィ ークで、もう 3カ月くらい経って、ぽちぽち 10 0日目やか ら、 1 0 0 

日目で、お祈 り で も 、 お 祈 り っていうか、お花でも、 手 でもあわせよかとかい う雰

囲気の中だったんですけども、避難所に、僕なんか、あの、なんか、布団乾 燥器を

ず っ と持って歩いて、ずっ と、ゴー ルデンウィ ー ク、雨が続いてたんで、布団乾燥

しませんかって言 っ て歩いてたら、 曹 洞宗 のポランティア会 の人がやっぱり 2人 <

らいで歩いてて、なんかあ ったら情報交換しましょうとか、 言 ってたですけ れど

も、 実 際は あんまり情報交換はされてなく って、おんなじ人の所に、いろんな団体

が重な って入ってしま った りとか。

沢 井 ：やっぱり団体同士の連携とか、ばらばら、いろんな団体がやってますよね。勝手に

といったら、 言 葉悪いかもしれないけれど、自分たちがやりたいようにやって る ん

ですか？ ポランティアって。

中島 ：時期によ ってたぶん違うと思うんですよね。 でも、僕が行ったと き も、連絡は取り

ながらも、細かい、先端の部分ていうか、どこに誰が行くかってい うような部分は

オランティ ア に 任 せ る み た い な 形で、やってるところがわりと多いと思うから、結

果的に重なっちゃうとか。

沢井 ：同 じような 活 動 を や っ て る と ころがあ ったとして、例えば、壁を直 すとかいうの

が、幾団体もあって、それは、別に地区割りもされてなくつて、そのテレ トリーか

ら抜けちゃう家 が出 てき ちゃ ったり、つていうのは、わからないんでしょうか？

どこの団体にもカバー さ れ な い。重な っちゃう場合はまだいいじゃないですか。

(4) ポランティア活動の問題点と行政施策の矛盾

小田：それは、いつ ば い あ る か ど う か分からないけど、もともと私は、あれ、やりたかっ

たんだ。お年寄りとか、障害者。 はじめ障害 者の方に申し込んだ。 なんでかという

と、やっばり、障害者の人とか避難所まで行けないとか、炊き出しまで行けないと

か、そういう人たちを探索するみたいなやりたかっ たんですよ 。 そういう、なんて

言 うか、要するに、なにか、どこかの団体に連絡取れる人はいいですけど。

沢井：そうですよね。基本的に行政がやってるのっていうのは、そこの避難所にこない

と。

小田：うん、うん 、 う ん。

沢井：ご飯ももらえな か っ た り と か 、 普段から家から出られない人はどうなるんだろう

と。

小田：そう 。 ほんと、行政がやっ てると そう だよ ね。 ポ ラ ン テ ィ ア だ と

沢井： な に か 、 ポランティアやってて、なにか矛盾とか、行政に対する矛盾とか、例えば

自分たちがやってる中でも、疑問に思ったりとかいうことは、ありましたら、なに

ヵヽ？
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小田 ：なんかね、食料、避難所とか、 物品とかあるじゃない、そういう援助のも のをもら

う時に、 すご く厳しくな った の。 なんか証明書を見せないといけないとか。何故か

とい うと 、ふつうの人でそう いうの持ってって売っちゃう 人がい るからって。 それ

はまあ、 別にや ってもいいことだと思ったんだけども、そこまで疑わなくても っ て

いう 気 はしなくもない。

沢井：証明書っていうの、どういうの？

小田 ：わかんない。 それ、 Iii1かなかったんだけれども、そういうのがある って。

沢井：それは、 確かにこの家は壊れました っていうのとか？

小田 ：うちの団体は、こういう経歴があ って 、 こ う い う 活 動 を し て ま す と か い うのじゃな

いのかな。 そうね。 私はわかんないな、その辺。

中島： 5月の時点でも、かなり、不平等感をすこ‘‘く訴える人がいましたね。 なんか、避難

所 。 避難所じゃなくて、仮設住宅、何回も申し込んでいるのに、 全 然 当 たらなく

て、かと思えば当 た ったのに、実は家があ っ て、そこも住めるから、仮設住宅は狭

いか らって、 物 置に しているとかい う人がいたりとか、なんか、そういう ことをす

ごく、あの、 言 っ てたりとか。

小 田 ：ずる い。

中島：そう、ずるい って ね。 あとは、避難所から家に帰れるのに、避難所にいる ことに

よ ってい ろ ん な 援 助 を 受 け ら れるし、その、仮設住宅の抽選でも、避難所にいる っ

ていうことで、優先されるから っていうことで、帰らない人とかもいるとか。 そう

いうこと を、地元 の人にすごく 、 愚 痴 を 問 い て る っ ていう感じで話しをずっと聞い

て回 ってたんですけど。

小田：その方 が、実態わかりますよね。

寺 内：そ ういう 話 しは全然聞けなかったんですか？

小田： 全然聞かなかった。もう 、肉体労働ばっかりで、

寺内 ：ああ 。 じゃぁ、ボランティア同士 の結束は固い って い う か ？ 人のつながり って い

うか？

小田：ああ。 ポ ランティア同士 はすごい仲がいいよね。 いつも一緒にものを取り出してる

からさ 。

寺内 ：ああ。 やっぱりでも、ずっ と や って る と 疲 れ と か た ま っ て き ま す よ ね。 精神的なの

とか、そういうのはなかったですか？

小田：それ、 全 然な かった。 ず っ といたかったもん。 あと、他んとこも見たかったから

な。 あと、被災者の話し聞きたかった から 、そ うい う意 味で すご い残 りたかった。

そういう疲 れ は な かった 。 でもやっばり、灰に喉をやられたけど。

(5) 現場 で求められる人材

沢 井：なんか、 ボ ラ ン テ ィ ア で も や っばり、なんていうのかな、公共の電波を使って募集

するときは、お医 者さんの資格を持っている人とか、看護婦さんとか、あとは、大
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エ さんとか、そういうの言いますよね。実際行ってみて、こういうことができる人

が、欲しいっていうのはありました？ やっぱり大工さん？

小田:そう、私は大工仕事をやってたから、やっばり大工 さんが必要だと思ったけど、そ

の、何て言 うのかしら、中島さんが言 ってたように、単に話しを聞きにいくと、被

災者は何を求めているかとか、それは普通の人でもできることだし、それで普通の

人が行くのは、いいと思うけど、ただ専門家というのは、特にちっちゃい子の複雑

なそういう発達段階で裳災とか起きてね、そういう心のケアというのはやっぱり専

門家の方がいいだろうし、後は、お年寄りの家を回るのも看譲婦さんの方がいいだ

ろうし、そういう意味で専門家の方がやっばり必要とされてると思うけど、ただ、

普通の人でもできないことはないと思うけど。普通の人は、その専門家の援助に結

び付けることができるから。そういう意味で資格のない専門家じゃなくても学生が

行く意味はあるんじゃないかと思う 。あと、どんな人が必要か。弁 設士 さんとか必

要だったんじゃない。

沢井：ああ。それはどういった。

小田：ロ ー ンとかそういう 。

(6) 現場でしかわからないこと

沢井：行く前と行った後で？ 行く前はや っばりテレピとか見てすごい状況でしたよね。

行 ってからというと、イメ ージ違ってたとことか、あ、やっばそうだったのかって

いうようなことあります？

小田：やっぱりその、すさまじいっていうかね。その、崩れた家、見るじゃない。見て、

アーツつて感じだよね。あと、やっばり壊れた家からもの取りだしたときも、両親

死んだとか、そういう話しを聞くと、悲しいよね。実際本当に体験、感じることが

できる。や っば聞くのと見るのは違うさ。実際両親亡くしたって話すのとさ、いわ

ゆるニュースで見るのは違う 。実体験というのはやっばり違うと思うんだけど、た

だ、わたしはね、東灘区はひどくつても、やっばり長田区とかの方がひどかったか

ら、そういう意味でほんと、ひどかったところは見てないから、テレビ見てると

さ、ほんと、ひどいところを映してることもあるじゃない。 そういう意味での違い

はあるんだけど。

沢井：テ レビで見てると、ほんとにひどいところ見ると、ああっていう映像の衝繋みたい

なこと ってあるけど、中途半端に不自由を感じているところっていうのは、長引け

ば、映像としてはショッキングじゃないかもしれないけど、たぶん、水道が止まっ

たりとか、実際に暮らしていると、かなり不自由さがあったり？

小田：うん。でもね、大丈夫っていうか、 一応配給が来るじゃない。水の配給が。 なんか

ね、私がいたときはね、こう道路があって、道路の何メートルおきかにね、水道が

あったのよ 。 だから、それはそんなにたいへんじゃないと思ったのね。 もちろん、

私がいた教会が水道があるところから近かったんだけれど、
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寺内：それは、東灘ですか？

小田： 芦座。芦屋の時は、水道がでたの。

沢井：その水は衛生的にはいいの？

小田：そう 。 それ は。 普通の水だけど。 それだけど。 あんまり 不 自由はなかったかな。 た

だ、行った時期が時期だったから。 2月にな っ てからだっ たから 。

沢井： 3週問ですよね。 最初行っ た 1日 目と、最後帰る日とかでは、なんか、町の様子

は、変化とか、感じられましたか？

小田：そうね。 そういえば最初はガスが 出なかっ たけれど、ガスが出るようにな っ た。 確

か、そうい う変化はあったかもしれないけど。 一番最初にいたところ、 芦屋で、最

後に、その後東灘に行ったの、ひど い 方 に。 それでまた芦屋に 戻っ たから、 芦屋は

ね、ひどくないからなんとも 言 えないんだけど。 そう、ガスが通るようにな っ た＜

らいかな。 周りの人の雰 囲気についてはちょ っ とわからない。 被災者の人と交流が

なかっ たから。

中島：地元 の人がポラン テ ィアで入ってき た 人 た ち に 対 し て ど ん な 感 情 を 持っていたかと

か 、ど んな目で見られてたとか、そういうのありましたか？

小田：え ～ と、だから、その、壊れた家を回 った範囲でのことしかわからないけど 、 か な

り喜んでくれたんだよね。 その、外国からわざわざ来てくれたの っていうことで、

そ の 、 来 るだけで喜 んでくれる っ て い う か 、 ど う も あ り が と う っ て東京から来てく

れたの って、すごい、非常に好意的でした。

中島：僕、 5月に行っ たんで、もう、だ いぶ遅くな っ てからっていう感じで、 一 度、町

で、え っ と、 YMCAの 場 合 、 ゼッケンをつけるんですね。 見てすぐこれはボ ラン

ティアだとわかるように。 ゼッケン を つ け て い る か ら 、 人 が 倒 れ て る と き も、

ちょ っ とポランティアの人、来て、とか、 肩 を貸してとか、すぐ声 をかけてもらえ

る っ て いうか、それはいいんですけれども、あの、なに今ごろきてんや っ とか、怒

られたことがあ ったんですよ 。

小田：へえ ～。

中島 ：ゴー ルデンウィ ー ク や っ たから。 あと、もう 一 つ はね、あの、同じポランティアで

参加してた人から、なに勉強して んのっていうから、社会 福祉や っ ていうと、や っ

ばり、勉強のために見に来てんね、みたいな こ とをちょ っ と言 われた こ とがあ っ

て。 そ う かもしれないね、ってぽくはもう、ある程度歳く ってて、反論しても伝わ

らへんやろう か ら と お も って、反論せずに、悲しそうな顔をして、演じてしま った

んですけどね。 そのあたりでの気 持 ち っていうか、自分の中での、行くことに つ い

て、あの、どうかな、何か迷いみたいなの、ありましたか？

小田：まぁ、全然ありませんよ 。 ただ 、 行っ てからその、仕事、 一 応あるんだけれども、

東灘 に移ってからほんとにあ った んだけど、わたしは、仕事、人から横取りしたら

いけないっ て、横取りするほど働いちゃ ったんだけど、な っ て い う の か な 、やっ

ば、う ～ ん、結構物足りないと思っ たポランティアさんはいたと思う 。 ポランティ
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アがうまく人の配置をするのは難しいと思うんだけれど。

沢井：やっばり上に立つ人っていうか、コーデイネー トする人がいないと。

小田：そう 。なかなかその牧師さん、牧師先生はね、仕事のないときは車でずっと回った

り、ずうっと歩き回って、人に聞いて回るとか、あとピラを配ったりね。 ピラ配り

は私が提案したんだけれど、ピラ配りやりましょうって。

寺内 ：ピラっていうのはどういうピラですか？

小田：あの、崩壊した家から家財道具を取り出しますとか。教育プログラムをやってます

とか。中島さんがいってた、そういうこだわりっていうのはね。 とにかく行ってな

にかしたいっていう気持ちで行ったんだけど。そういう気持ちで行って、自分の気

持ちを消化できなかった人って、いるんだと思います。

4. 震災ポランティアを終えて

(I) 達成感と展災ポランティアゆえの独自性

沢井 ：出きることはやりたいという最初の希望はどうですか？ かなえられた？ という

か達成感は？

小田 ：うん。ある程度できた。そうですね。

沢井：自分の為っていう方はどうですか？

小田：自分の為も、そうね、自分の為は、あんまり。

沢井:大工仕事がうまくなったとか？

小田：ああ、そうだね。大工仕事が、そうね、電気のドリルの使い方がわかったとかね。

セメントをどうやって塗るかわかったとか。

沢井：いままでやってたポランティアと、かなり違うと思いますけど、どういう点で違う

と思いましたか？ 例えば、養護学校のハイキングとこういう点でポランティアっ

ていっても、こういう点で違うとか？

小田：もちろん、今回の場合は緊急性があるし、こっちも、怪我した人とか、家なくした

人とか、とにかく個人個人、相手にする、自分が相手にする人たちのね、事情って

いうものがすごいでしょ。だから、気を使わなくちゃ、いけない。 もの取り出すだ

けでも、気を使わなくちゃいけないとか、ある程度、緊張感はあったと思うね。そ

の、行くときの。言葉とか、被災者の人とどう対応するかとか。

沢井 ：具体的には、気をつけたこととか？

小田：例えば、やっぱり、なんていうかな、下手に言葉をかけないようにしたよ。わたし

は。がんばってくださいっていうのもなんだし。 まあ、必要最低限のことしかしゃ

べらないっていうことかな。なんか、むこうから言ってきたら聞こうと思って。た

だ、うなずいて、はいはい、つていってればいいかなって思ってた。実際そんなに

話せなかったんだけれども。

中島：なんか、実際、食材とか、おかずの材料とかをもって一人暮らしの老人の所に持っ
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て行って、そして立ち話するんですね。 こ っ ちは立 って。

小田：ああ、人り口で？

中島：そう、むこうは座って。 しゃべってるときは、こっちはまあ、あの、もともと侠、

閃四の人間で、 土地勘があるので、ああ、あの辺りね、とか、いいながらできるん

ですけと、基本的にはもう、 言 いたいことがたま ってるみたいな感じで、わぁ～っ

と、止め どなくしゃぺってこられますんで、こちらから 習策をかけるとかいうので

なくつて。 開いて。 聞いているう ちになんか、この辺り困 ってるんちゃうかな って

いうのがあ ったら、確認して、じやあこういうのあるよ って言 えるけど、枯本的に

はそうやって。 なかなか、しゃべりながら、急におばあちゃんに泣かれると、どう

したらいいんだろうかと思ってしまうんですけどね。

小田：私 は、 あとね、外国人の人たちのことをやりたいな って思った こ と が あ ったんで、

困 ってるだろうな、と思って たんで。

沢片:そういう人に会いましたか？

小田：会わなかった。 長田区には、韓国人の人が。 どこにいるかわからなくってく、 全然会

わなかった。

中島：神戸の町はわりと居住分化がかなりは っ きりしてて、東の方へ行くほど、神戸市内

では金持ちって感じ。

寺内 ：私が行っ たときは、いわゆる l司和地区っていうのがあ って、 そこは、なんかほんと

に 取 り 残された っていう感じでというのはあ ったんですけど、そういう地区ってい

うのは 、全然 ？ 

小田：取り残 された っていうと、援助を受けていないってこと？

寺 内：いや、あの、なんか、 ぎくしゃくしてる っていうか行政とも 。 そういう同和地区と

か、被泣別部洛とか、そんなとこには行きませんでしたか？

小 田：行かなかったんだろうね。 わかんない。同和地区ってどういうふうにな って いる

の？ わかるわけ？ そこが向和地区 って。

寺lJ、]：や っぱり地域で。

小田：かたま っているの？

中島：地元の人は、地名聞いてわかるんです。僕が住んでた高槻にも、いくつか同和地区

があ った。 それは、地元の人間はわかるし、僕なんかもちっちゃいころ親に、あそ

この子とは遊ぶな、 つて いって 、友だちをなくしちゃ った ってこともあ った。 そう

いうのは、まだ残ってますよね。東京はすごい少ないみたいなんですけれど。 わり

と関西なんか多い。

小田：私が、行ってみて期待したってい うのは、その、避難所で共同生活をしたりと か

ね、あと、屯気が通らないとか、水が出ないとかいう とこで、どうしても家 族とか

近所の人た ちが協力しなければいけないとか、子どもたちも 一緒にサッカーし て

た っていうじゃない、 言っ てたでしょう 。 ご飯前に。 たぶん普通の状態だったら

きっ と、個人個人でテレビゲー ムしてたかな って思うと 、 そういう意味で、 人 との
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つながり っていうか、その辺が、また戻っ て来る っていうか、人とのコ ミュニケー

ションが。

(2) 今後の期待とアドバイス

寺 内：それは今期待していることですか？

小田：今、期待している ってい うか、 また、なんかね、仮設住宅に入れた人と入れなかっ

た人で、あの人たちは、もうすでに生活を築いている。 だけど私たちはだめだと

か、競い合いみたいな感じはあるらしいけど、そういう話はなかった？ 避難所に

いる ときはまだ、協力して、仲良さそうにやってたって。 だから、神戸 の震災に

よって、いろいろ共同作業 しなければな らなかったこととか、今後のことに。

沢井：やっぱり、人の幸 せは喜べないんですよね。っ ていうか、自分がこんなに不幸なの

に、となりの人が幸せなのを一緒に喜ぶ気持ちにはやっばりなれませんよね。 み ん

なが平等に、物品にしろ住宅にしろ、行き渡るのはなかなか難しいから。 そういう

のは、援助が片寄っていくにつ れて、どんどんストレス っていうのは大きくな って

いくでしょうね。

小田 ：そうだね。住 宅 の件とかはね。 どうしたらいいのかね。私なんか壊れた家を行政が

買 い上 げてなんかね、 つ くるとかね。 できないのかなっ とか思うんだけれども 。

寺 内：ポラ ンテ ィアを終えて、帰ってきてから、行ってたところとの連絡っていうのは

取 っているんですか？

ノト田：ないな。

寺 内：じやあもう、ほんとにそれっ きり？

小田： そ れつ きり 。手紙くらい出そうかと思うんだけど。何もしなく って。 3週間いただ

けで、東京に戻ってきて、普通の自分の生活に戻ってしま って。

寺内：ポランテ ィアを終えて、 戻 っ てきて、何か、こう、ほんとに、その、ポランティア

に行く前の生活 に ポ～ ンと戻 りますよね。何か、こ う、変な感じとかなかったです

か？

小田：変な感じはなかった、ああ、でも、お風呂に入れて、 うれしいな っていうのはあっ

たけど、ほんとに、それ以降、お風呂に 2、 3日入らなく っても 平気になっちゃっ

て、汚いなとか思うんだけれど。 それはまあ、別の話で、ああ、でもね、寂しいと

思 った。教 会 にいたときはいつばい人がいたからな。 あとは、帰ってきて 1週間＜

らいした時点では、行くつもりだったの。結構ね、問い合わせていたんだけれど、

ちょ っと ね、もう 23で、就職はどうするか、稼ぎも、他にやってくれてる人はい

るし、いいかって、あきらめてしま ったっていうか。

沢 井 ：やっぱり、長いこと、最後までつきあえるポランティア って言 うのは、ほんと、

ちょ っ とだ と思うんですね。

小田：そう 。

沢井：みんな、それぞれのいつ もの生活があるわけだし、そういうのは、うまく、なん
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か 。 例えば、仕事、ちゃんと、やっ と覚えたところでまた、新しいボランテ ィアが

来る っていう、どうしてもそうな っち ゃうの、しょうがないんでしょうね。

小田： 2、 3年の、よく新聞なんかに書いてあるのは、 2、 3年 の期間というか、だか

ら、やっ ばりね、近郊の関西の あ の 辺 の 人 た ち が や る の が一番、物理的に可能なん

じゃないかなと 。 友達は曹桐宗ポランティア会で働いてて、痰災担当 だ ったん だ。

で 、 い つまでいたのかな？ 3月、いや、 4月の終わりくらいまでいたのかな。 で

も、帰 ってきてるし。 東京のNGOが、特にその、海外協カペー スのNGOが 、 そ

ういう神戸のことをするのは、長期的には、不可能だから、はっきり言って。 そう

い う意味では、関西の人が、でも 、ネ ッ ト ワ ー ク 作 っ て や ってるもんね。 がんばっ

て欲しいなと思う 。

沢井：今後もし、神戸 とか、また、そんなこと起こ って欲 し くないけど、どっかで、地旋

だ のなんだのが、おこ っ て、ボランティアに行く っていう人が、はじめて、ポラン

テ ィ ア に行くつていう人がいたら 、 何 か ア ド バ イ ス とか、ありますか ？

小田：疫袋とか、持って行った方がいいとか、それは、基本的な。 アドバイスね？ や っ

ばり、被 災 者 の 人 の そ の 、 気 持ちとかそういうのあるだろうから、中島さんがさ っ

き言っ たけれど、なるべく話を 聞 い て あ げ る と か そ う い う 、 こ と じ ゃ な い かな。

中 島：最初の 1週間くらいは、話を聞いて、 雰 囲気をつかむくらいだけで、精一杯で、 こ

れをも っ と 改善 したらいいとか、いろんなことをついつい考えてしまうんやけれど

も、や っば り、 ずっとやっ てた人の判断の方がや っ ばり 正 しいなという結論。

小田：うんうん、 や っ ば り 、 一見してみて、何が必要かっていうのね。 わかんない よね。

そういう意味でも、 2、 3日でも、 2、 3日しか行けないのならしょうがないけど

も、やっ ばり長期的に、なるべく長くいた方がいいんじゃないか。 特にはじめて

だ っ て。 あ る 程 度 、 き ち ん と 関わりたいと思ったら。

中島：後、もう、 1、 2分なんですが、特に、聞いておきたいこととか？

沢井：今後は、 どうですか、自分自身で、例えば、神戸 についてはこうしたいとか、他の

ポランティアにしても、？

小田：神戸 に関してはね、そうだな。実は、ほんとは、気にな っ てて、もう 1回くらい行

か な く ちゃいけないのかなっと思っているんだけれども、いま、その、他のボラン

ティアの方が1亡しく つて、なんとも 言 えないんですが、そうですね。 なんか、神戸

に関 し ては、外国人問題、在日外国人の労働者とかで、や っばり、助けが必 要だと

いうことがあれば、したいと思っています。 あとは、海外協カボランティアの方

で、 一 応、バイトしているんですけれども、これはなに？ ボランティア全体につ

いてのあれなの？ それとも、 震 災 についての？

中 島 ：霰災についてのボランティアから、ポランティア全体につなげよう っ ていうよう

な。

小田：あ っ、そうなの？

中 島：どっ ちでもよかっ たんですよ 。
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小田 ：ふぅん。

5. インタビュ ーを終えて

中島：そんなところで、今日はどうもありがとうございました。 （インタビュアー 3人）

小田：そんな、お辞儀していただいて。大した話じゃなかったんですけど。

中島：まだ回ってます。どうですか？ インタビューを受けての感想とか？

小田：聞かれる立場っていうのは、なんですか、自分の語棠力のなさに、なんか、わかっ

ていただけたのかなって、心配です。

沢井：なんか、でも、自分でどんどんしゃべってくれるから、

小田：しゃべんない人もいたの？

沢井：いや、私はよくわかんないです。

小田 ：一言だけ、そんなことないですよねって、いって、だまっちゃったらこまるよね。

はい、とかでおわっちゃうと、よくわかりませんとか。変なこと説明したりね。電

気ドリルを使うときはこういう角度でっとか。

沢井：男の人と女の人の比率は？

小田：比率はね、私は女子の方が多かったような気がする。

沢井：その、理由はなんだったと思います？

小田：そういうわけでもなかったかな？

沢井 ：でも、力仕事ですよね、やってること。電気ドリルとか。

小田 ：そうそうそうそう、

沢井 ：家具、運ぶとか。

小田 ：あっ、半々だったかもしれない。でも、 一般的にボランティアに来る人、女の人が

多いよね。

沢井：やっば、暇だからでしょうかね。

小田：学生だったら同じでしょ。
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II 張りつめた生活と消耗するボランティア

ー藤井さんの場合一

l.戸斤属団体とボランティアの生活

(I) 参 加 期間と所属団体について

梅沢：今回神戸のほうにボランティアに行かれたそうなんですけれども、いつ頃 行かれ

て、期間と主 に活動した場所を教えてください。

藤井：期間は 3月 1日から 3月 24日までと 3月 30日から 4月 8日までです。 最初は兵

庫区の被災地障害者センターにいま した が途 中か ら長 田区 役所 内の 長田 ポランティ

アルー ムで活動していまいした。

三 宅 ：え っと 、 じ ゃ あ 、 最 初 の そ の 兵庫区被災者センタ ーですか、 （藤井 ：被災地障害者

センター）被災地障害者センターではどういう活動をしてたのですか。

藤井：えっと一、ほとんどやることがなかったんですけど、安否確認、登録会員の 方 々 の

安否確認をしていましたが、裳災からずいぶんたっていたので、 「不都合はないで

す 。」っ てどこもそういう感じでした。

三 宅 ：ぇ っ 、じ ゃ あ 、 も と も と っ て いうか、被災者障害者センター っ ていうのは、どうい

うことをしている所なんですか、普段は。

藤井：もともと、障害者の作業所みたいな、 「Beすけっと 」 っていって、活動してい

る。

三宅 ：えっ、じやあ 、 安 否 確 認 だ け で 1か月問というか。

藤井：え、 っていうか、え っ と、被災 地 障 害 者 セ ン タ ー にいたのは 3月 1日から 5日ま

で、だっ た ん じ ゃ な い か な 、 ほとんど長田ポランティアルームで。

(2) 活動内容

三 宅：じやあ、長田区役所の方では何をしてたんですか。

藤井：え っ と、避難所の、え一つと、お ば あ ち ゃ ん の 話 し 相 手 と 、 あ と は 毎 朝 ゴミひろ

い、町の ゴ ミ ひ ろ い と 、 後 は 、でも 主 にや っていたのは、救援物資の管理 です。

三 宅：え、救援物資っていうのは、いろんな各地から送られてくる？

藤井 ：はい、そうです。

三宅 ：それを長田区の避難所とかの人に配ったりとか？

藤井：避難所とか、他のポランティア 団体とかに要請があれば出したり、リスト を交換し

あったり ・・・ 。

(3) ポランティアの生活

三 宅 ：えっ、じゃあ、え、 i白まって、宿泊して？ （藤井：はい、）あー 、や ってた。

三 宅：ぇっ、じゃあ、最初のときはそのセンターの中にi白まって？
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藤井 ：え っ と、普段は 、 作業所っていうか、授産施設なのかな、 に使っているところをボ

ランティア用に開放 してもら って、泊ま ってて、で一 、長田区の方では公園にテン

トをはっ て。

三宅 :あ っ。 公園で、すごい。 ぇ っ 、じやあ、テントのなかで、寝袋とかで。

藤井：寝袋とダンボー ル。

三 宅 ：ダンボー ）レ、すごい。 あ ー。

梅沢 ：長田区の公園ってどこ？

藤 井：え っ と、区役所の隣の川 は さんで 、湊川公園、新湊川 公園。

梅沢 ：あ ー、あの、なんでした つけ、あのピー スボー トとかが、 主 に拠点っていう感じに

している公園ですね。

藤井：そうそう 。

梅沢：あー、はい はいはい。

藤井 :歯制宗と か、なんかみんない っばいいたとこ 。

三 宅 ：えー 、食＊とかはどうしてた んですか。

藤井 ：食 事 は 、え っ と、兵庫区の破災地障害者センタ ー の方では、え っ と、 どうしてたん

だろう 、朝、 当 番は、そこで出してもらう、てい うか、 晩 ごはんは交替でつく って

て 、で、お昼は自分でで、長田 区 で は 、 区 役 所内に ボランティア）レームがあるか

ら、配給のお弁当のあまりがもらえて、それを食べるか、 自分で買うか。

三 宅 ：え っ、その頃、 3月の始めの頃、 っていうのは周りの様子とかっていうのはどう

だ ったんです か。 お店とかはもう開いてたんですか。

藤井 ：あ っ、もう 開 い て て 、 建 物 は、や っばりひどいな 一つ て 、けっ こう壊れてる な 一 、

て印 象 はまだ、道路とかも 、 が た がたな って い う 気 が し て 、でも 3月の 半ばぐらい

から、夜鳴る救急車とか消防車のサイレンの音、すごいおさま ったな っていうのは

ありましたね。

2.ポ ランティアでの人間関係

(I) ポ ラ ンティア団体内部の人間関係 と団体をとり まく状況

三 宅：あー なんかすごいポランティア、結構長い期間ですよね、行 ったの。 それで、なん

かすごい大変だ ったこと とか、困 ったこ とと かないですか。

藤 井：大変だっ たこと、は、まず寒かったこと 。

三 宅 ：あー そ っかあー。

藤井： 3月の始めの頃、‘函が降ったのかな。 テントだった か ら 、顔 とかほんと凍ってるみ

たいな感じで。 （三 宅 ：えー、 あ ー 、そんな。 じやあ全然違う 。 ）あーや っば り 大

変 だったこと 、人間関係。 ポ ラ ン テ ィ ア 同士 でもそうだし、も ちろんそれ 以 ヒ の こ

とも、いいこともあ った け ど、ボランティア同士もそうだし、被災者との関係もな

かなか難しい な って。
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三 宅：え っ 、ボランテ ィア同士の人間閃係で難しい っ ていうのは？

藤）F:え っ と 、 長田区のボランティア団体っ ていうのは、ほんと全固から有志で集ま っ

た、べつにコーディネーターとか福祉に携っ ている人とか、べつにそういうんじゃ

なくて、 学生と か、 普 通 の人の集まりで、でもそういうなかでもリーダーとか決め

なきゃいけな いか ら っ ていうふうになっちゃって、それで、リ ー ダ ー の周りで補助

する人みたい な 、 上 と 下 が 分 れちゃう、完全 に断絶されちゃ ってて、で、 下 の人は

下の人で、 意 見 を 聴 い て ほ し い、みたいに言 っ てるし、上も聴くつもりなん だ け ど

言っ てこないしみたいな、なんか、すごい、気持ちはべつにそんなに離れていない

んだけど、 隔たりがあるな っ て、思っ て。 長田区は 3月のはじめの方でも、結惰危

ない状況で、 （三 宅 ：う一ん、 。 焼げ野原で、じゃなく って？）え？うん？ （三

宅 ：焼け野原？ ） う ん。 だ っ たし、う一ん、アル中の人とか、薬物中毒の人とかが

出て、なん か 、 結 構 事 件 と か もあ っ たみたいで、それで、テントでみんなや っ てた

から、危ない っていうふうだっ たから、うん、ちょ っと 、何しに来ている の か あ ん

ま り 取 り 違えちゃ っ ているな一 つ て い う よ う な 人 と か が 、 上 か ら み て そ ういう人が

いたら、強制的に帰されちゃ ったりして、でも誰にそういう権利があるんだろうと

か、そういうのは、す ご いみんなプープ一 言 ってる の とか見かけたりしたし。

:、も：ぇ っ 、取り遥 え ち ゃ ってい る っ ていうのは見学に来てるみたいな感じ？

藤 井：夜、お酒飲んで、怒鳴 っ たり、大声で夜中騒いじゃったり 。

三 宅 ：ぇ っ 、なんかそういうこと話し合 え る ミ ー テ ィングみたいなそういう場とかは、な

ヵヽ った？

藤井：あ、 ミーテ ィングは結楕長くや っ てたんだけど、ほとんど上からの「こういうこと

はやらないでください。 」 「こういうこともやめてください。 なら、帰っ てもらい

ます。 」みたいな、ほんともう ビ リ ピ l) した感じで、で、短期の人もいるから、そ

こまでいろいろ感じているけど、そこまで、こう、それは、違うんじゃないかとか

言 えないまま帰 っ ちゃうっていう 。

梅沢 ：そのポランティア同士 のそういう階庖みたいなものができちゃ っ ているわけで

しょ 。 で、わりとこう手足となって動く機動力となる人と、その、分けられちゃ っ

ているそのあれ は、 どう いう 根拠で分られているの？例えば、長期に長く滞 在 し て

ずいぶん昔から、もう裳災、地 碇直後からもうボランティアで入っ ているような人

が、だいたいリ ー ダー 的存在にな っ ているのか、それとも、わりと年齢がまあ、 上

の人とか、あと、うんと、例えば、看護婦とか、そういう 専 門職、いわゆる何かそ

ういう何等かの資格があって、 わりと、そういう、仕事で、仕事上にもすごい「ち

から」となるような人がリーダ ー と な っているのか、その辺、リ ー ダーと 分けられ

ているものは何なんですかね。

膝井：う一ん、や っ ぱ り 、 リ ー ダ ー 的存在とな っている人たち ってい うの は、 もう裳災当

初からずっと 、や っ て る人とか、ほんと長期にや っ てる人ばっかりで、短期だと、

や っ と、状況が、みえてきたと き に 帰 っ ち ゃ う み た い な 感 じ で。
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梅沢：じ やあ 、例えば、その最初から、 か な り も う 地澁があ っ た直後からずっと 最初から

いるような人でも帰らなければならなくな っ たりするわけですよね、そうすると、

その人の仕事 を あ る 程 度 誰 か が引き継いで って 感 じ で 、 ま た 、 最 初 の こ ういうなん

か、雑用みたいな、感じの仕事をしていた人が、いきなり＇） ー ダー ぽくな ってい っ

たりとか、そういうこともあ った？

藤井：いきなりとはじゃないけど、そういう、 長 く続けている人のなかで、選ぶみたい

な、感じ で、リ ー ダ ー はもう何 回 も か わ っ てる 。

梅沢：で、藤井さんがいる時もかわ っ た り し ま し た ？ リ ー ダーつ ていうかその？

藤井： 1回かわ った 。

梅沢：それで、かわ って、何かこう改善された、ボランティアの関係が。 例えば、少しは

よくな っ たとか、さらに悪くな っ たとか、そういうの感じられました？

籐井：いや、リ ー ダー の交替によ ってっていうのじゃない と思うけど、リ ー ダー が交替し

たのが 3月のあたま、私が行ってちょっと ぐらいしてからで、それですぐ には、何

も 変 ら なかっ たんだけど、 3月途中ぐらいからもう っ ていうか、 20日ちょ っと 前ぐ

らいから、もう神戸の状況も落ち着いてきたから、ビリピリしていたそういう l)-

ダー的存在の人達も余裕がでてきて、 「みんなでやって るんだから」みたいな、

「誰も偉いとかそういうんじゃないんだから」みたいな感じで、 （身振り手捩りを

しながら） ミーティングをこうホワイトポー ドがあ っ て、リ ー ダー が 1人立っ て、

こう周りがこう列になって並んで、それで、こうや ってしゃぺっ ている っていう形

式から、 輪 に な っ て、 っていうふうに変えたり、カ ー ドで、今日 一 日感じ たことと

か、そういう、 言 いたいことみたいなの提出するようにな ったりとか、そういうの

が 変った か な。

梅沢：それは、 み ん な 、 誰 か が 、 そ の、他のボランティアの人達からの提案じゃなく つ

て、そういう、いわゆる上の幹部みたいなかんじにな っている 人達 どうしが、 「こ

う い う ふうにやろ っか」みたいな感じで、変えた点？

藤井：いや、う一ん。 っていうか、そういう声があがってたのをきっと幹部みたいな人も

わ かってたと思うんだけど、でも 、 も う ピ リピリしてて、そんな余裕ない って感じ

だったか ら 、 落 ち つ い て み て 、よくよく考えてみたらみたいな感じで、周り に 聴 い

てみて、 「じやあそうしよう 。」って。

三 宅：えっ、そん な に 最 初 の 頃 っ て いうのは仕事がたくさんあ って、たいへんだっ たんで

すか？

藤井： 入ってくる仕事も多かったし、 あ と 、 そ う い う 長 田 が 危 険 な と こ だっ た っていう意

識もすごいあ っ たし、で、 3月 の は じ めっ ていったら、ポランティアもどんどん ど

んどん来ている時だったから、 でもそういう受け入れたらまとめなきゃいけないみ

たいな、すごいピリピ＇）したムードが 。

梅沢：例えばその、藤井さん自身がボランティアとの関係で、気まずさを感じた具体的な

そういう出 来 事 と か あ り ま し た？事件とか？
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藤井 ：ポランティアと？ （梅沢：うん）仲間と？ （梅沢 ：うん）うん。 あ ー 、なんか関

係 っ ていう か 難 し い な ー。 直接私は関わっ ていなくても、 1中間どうしのあれを み て

ると難しいな っ ていうことはちょ っ と あ っ て 、 結 構 み ん な 疲 れ て い る し 、 寂しいて

いうのはす ご い 、 誰 か に い て ほ しいみたいなのはあるみたいだから、男女f;{j係 と

か、 トラプ ルとか、いっ ばいあって、あれは結構きついなあ っ ていう感じで。

梅沢：ポランティアとの関係はそれぐらいでいい？

三 宅 ：あ っ、 そ うだね。 う ん。 あ ー なんかでも、ポランティア同士のその人問関係が、そ

ういうふうになんか、難しくな っ てきたことによ っ て、なんか、ポランティアやっ

てることに なんか影押があ っ たりとか、 （藤井 ：私 自身？）あ っ、 そ う 、 やってい

ることていうか、おばあさんと話したりとか、あんま関係ないか。 あー難しいです

ね 。 やめます。 いいです。 自分でもきいててよくわかんなかっ た 。

(2) 被 災者との閃わりのなかで

梅沢： じやあ、具体的に避難所に行ってる っ て言 ってましたけど避難所はどこの？

藤井：苅藻中学 。

梅沢： 長田区 の？

藤 井 ：長田区立 苅 藻中学 。 JR沿いにあるんだけど、兵庫駅と新長田駅のまんなか ぐ ら

Vヽ

゜
梅沢：あーそうな ん だ。

三 宅 ：あ っ 、じやあ 、 被 災 者 と の 閃 係で難しかっ たこ と とか。

藤井：あー、え っ と、私は、なかの仕 事 が 多 く て 、 被 災 者 と 関 わっ た っていうのはそのお

ばあさんがほとんどあれなんですけど、う一ん。 ぇ っ と、身寄りが全 然なく っ て、

え っ と一 、家 が全 壊し ちゃ っ て、それで、避難所に入ってきたおばあちゃんなんだ

けど、すごい、それで、全てなくしたみたいな感じでもう落ちこんじゃ っ て、で、

しょうがないか ら、その避難所の人 が、ボランティアにお昼 を毎日 一 緒に食べてほ

しいっ て い うので要請があ っ て、それで、私は、前の人から引き継いたんだけど、

で、だいぶ、元気にな って て、もう私が行 った頃には、それでずいぷん明るくな っ

てたんだけ ど 、 そ し た ら 、 お ばあちゃんはも っ と一緒にいてほしいみたいな感じ

だ っ たけど、問りの人が、 一 人でポランティアつけて、 っていうあれで、仕切りと

かもない状態だし、周りからみて、 「あ っ 、ボランティアが来た」 っ てすぐ見える

状態だから、おはあちゃんも周りがこう憚られる っ てみたいな感じで、で、だいぶ

被 害 妄想的に な っ てたのも確かだけど、全部はどうとも 言 えないんだけど、何か、

いやがらせされたとか、 嫌味言 われたとか、そういうのがいつ ばいあ っ て、でも、

だから、おばあちゃんはもうちょ っ と一緒にいてほしい、仮設住宅への入居が決ま

るま で は 一緒にいてほしいみた いに言 われたんだけど、周りが、 「一 人 でなんでも

出来るのに」 っ ていうんで、 「周 り と の 関 係 が ぎ く し ゃ く し て き ち ゃ う か ら」 っ

て っ て、そ の 、 小 さ い 班 ご と に分れてて、班のリ ー ダー さんが、 「ポランティアを
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もう打ち切 っ て くれ」 っ て、 「 期問を決めてもう打ち切 っ て」 っ ていうふうに言 わ

れちゃて、おばあちゃんにもそれを 言 い訳されちゃ っ て、で、うん、 ボランティア

のその話しを受けた人も「要睛があったほうからそう 言 われたから」みたいな感じ

で、 「はい、分かりました。 」 っ ていうんで、受けちゃ っ て、で、う一ん、そこか

ら、また、おはあちゃんが、 「また一 人になる」 っていう、 「期限までしかついて

てもらえない」 っ ていうんで、すごいプレッシャ ー になっちゃったみたいで、も

う 、落ちこんじゃ って、それで、ポッっとなんか、 「いじめとかで自殺する子 は勇

気 があるねえ」 っ て 私にきくわけ。 「それは勇気とかそういう問題じゃないで

し ょ」 っ て言っ たら、 「じやあ、勇気じゃなくて何なんだろう」 っ て 言 れて、う

ん、 「私は 死にたいのに勇気がでなくて死ねない」なんて言 われちゃ って、あの時

はほんと、何 か、 どう しよ うな んて、な、なんともいえない、励ますこともで き な

か っ た し、かとい って、何と 言っ ていいか分からない っ て状態で、で、しょうがな

いから、リ ー ダ ー みたいな人に相 談 し て 、 そ ん で 、 そ の 避 難 所 に 入ってる避難所常

駐のポランティアか自治労の人か分かんないですけど、そういう人に話しても らっ

て 、もうちょ っ と 期 限 延 ば す よ うにとか、あと、区役所のワ ー カ ー さんとかに「こ

ういう所におばあちゃんがいるんだけど」みた い に、話しつけてくれて、で、ずい

ぷん 、気 にかけてもらえるれるよ う に な っ た み た い で 、 そ れ で 、 元気にな っ た み た

いな話 し をちょ っ と 話 し聴いた。

三 宅 ：ぇ っ 、 何でそんな周りの人がポランテ ィアがいることに対して、なんか［不 明］ っ

たりするんでしょうね。

籐井：テレビとかで 見 た ら こ う 、 段 ボー ルの仕切りとか畳の仕切りがこうある、避 難 所 と

かが映ってて、 私は、そういうもんだと思っ て た ん だ け ど 、 私 が 行っ たところは、

もう 、布団がそのまま並べてある状態で、体育館に、で、プライバシーも何もあ っ

たような状態ではないし、年寄りからほんとち っちゃ い赤ちゃんまで一 緒にな って

て、ピリビリし てる っ て い う 、 子どもが少し泣いただけで誰かが怒鳴り散らす、

「うるさい。 出て行け」 っ て 言っ て 。

三 宅：でも、その中の人どうしで、なんか励ましあ っ た り と か 、 そ う い う 感 じ じ ゃなかっ

た？

藤井：も ち ろ ん そういう状態もあるんでしょうけど、でも分かんないけど、小さく固ま

る っ てことで、みんなでっ て いう雰囲気ではなく、お隣りどうしはすごい仲良く つ

て、なんか、 「あ っ 、 こっち のほうが必要だから。 」とかい っ て、交換、物の交換

しあ った り、う一ん、したから、洗濯物とか洗いあったりとか、そういうのあるけ

ど、 「フロアー全体で」みたいなそ う い う ム ー ド で は な い。 あんまり日 当 たりも体

育館だからよくないし、プライバシ ー も全 然ないしで、疲れてる っ ていう印象がす

-.-~ -•し ‘ o

三 宅：ぇ っ 、そのおばあちゃんは何でもで きるのにポランティアが来て っ ていうのは、

又 つ 、え っ 、自分達のほうにも来て ほしいのにおばあちゃんだけ何で っていう感じ
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なのかな。 そういうのは？

藤井：いや、自分たちも欲しいとかはべつに、そういう人は話し相手とかがべつにい ら な

いわけだから。結楕ね、救援物資の取り合いとかは、人間のこう、本性っていう

か、本質っていうか、他人がそういうのね、 自分がピリピリしている時に、他人が

そういうふうにどんどんね一 、良くな ってったりするの見ると「う一んとか思うよ

うなこと ってあるのかなっ」てそういう気持ちになっちゃったりもするし。 物は足

りてるけど、とりあえずもらえる物はもらうとかそういう感じもあ った か ら。

三 宅：んじゃ、や っばりその人問関係が 一 番 大 変 だ っ た ？

藤井 ：うん。

三宅： そ う で す ね、そのことについて、大変だっていうことについてポランティア同士で

話したりとか。

藤井 ：は、もちろんして、ひと月くらい、頑張る って来 た 、 思って来た彼もそういうの

で、いなくなったんだ。疲れちゃったりとか。

3. 旋 災 ポ ラ ン ティアを通して

(I) ボランティアの参加のきっかけ・動機

三 宅：ボラ ン テ ィアするのに、行く前とかっていうのは、そういうことがあるんだろうと

か って予想して行ったりしましたか。

藤井：う 一 ん、どうなんだろう 。 あんまそこまで考えてなかったのかもしれない。 仕 事 が

あ る の か な っていうのは行く前に ず い ぶ ん 迷ってたけど。 レポー トとかが気になっ

てて、行こうと思ったけれど、ずっと行けない状態で、 3月まで遅れちゃ ってて、

とりあえず 、 行 か な き ゃ み た いな、こういうことしようと思ってと かそういう 明 確

な動機っていうかそういうのはなかったのかな。

三宅：え、あ、な ん か 、 何 が き っ か けでというか、あっというか、何か見て、ここに、こ

の、あの、この兵暉区被災者センター？

藤井：あ、それは、うんと、なんか新聞 の と か で ず い ぶ ん 電 話 と か か け て て も 、 登録だけ

で、 全 然拉 致があかなく つて、どうしようかって思 ったら、知り合いが行ってたっ

ていうんで、知り合いの知り合い に 紹 介 し て も ら って 、で、電話かけたらすぐ来て

くださいみたいなこと、電話かけ て み た ら そ こ だった。 （三 宅：あー） 全 然知らな

くって。

三宅 ：え っ、途中で変わったのは？

藤井：うん、それ はえっと、自転車で被災地障害 者センタ ーのほうでは、安否確認してま

わってて、で、長田区 のとかのほうに行ってて、で、何やってるんだろう っていう

気持ちにな ったから、それで、長田のほうに行ってみたら、道路もぽこぽこだし焼

け野原みたいに広がっ ているし、 「う一んここだったら、なにかやることあるかな

ぁ」と思って、で、行ってみたら区役所内にボランティアルームがあって、で。

- 70 -



梅沢：このポランティアルームってどういう機能を果たしているの？普段からポランティ

アルーム設置してあって？

藤井：いえいえ、あの、ピースポートとか、区役所が、あの、会議室 とかみたいな一室を

提供してあげましょうっていうふうに発足した。えっ、でも今はなんかその、長田

ポランティアルームっていうのを残そうみたいな感じで、今は 「それえゆけネット

ワーク長田を考える会」ていう名前になって、社協の人が引き継いでやってるみた

し‘

゜
三宅：あー じやあ、今はもうこの仕事というかポランティアでやってたような仕事ってい

うのは、むこうの人に引き継がれて。

藤井 ：それが目的だったから、途中からの。

三宅 ：あー、引継ぎどうやろうか、えっじやあ、むこうのポランティアさんとかも集めた

りして？

藤井 ：そう、途中からもう地元ポランティアを確保しようというそういう動きになって。

梅沢 ：え、そもそもポランティアに行こうと思ったきっかけと、それが、いつごろだった

かということ。

藤井 ：行こうと思ったきっかけ？う 一んやっばり、震災が起きた 日にテレビつけたら、ア

レアレみたいな感じで、で、まあ、兵庫県に、姫路市だから、 一番ひどい所からは

離れてたんだけど、まあいちおう親戚いるから電話してみようかって、つながらな

いし、で、死んじゃってるとか亡くなっちゃった人とか怪我人の数とか、もう、ど

んどんどんどん増えてって、火事とか起こってるていうんで、大変なことだなって

いうんで、 「行かなきゃなあ」みたいな思ってて、 2月10日かなんかに援助技術論

でそういう話しがでて、 「やれることしないか」みたいな池上 さんから提案みたい

なのがでて、 「まあ、レポートとかあるけど、そういうこと言ってていいんだろう

か、こういう 一大事につて、 学生としてなんかできることはないのか」みたいなの

で話し合いをもって、まっ、それで、ほんとに「行かなきゃ」ってなんか触発され

たのかな、 「行かなきゃ」って、 「ほんとうに行かなきゃって」というんで実際に

動き始めたというか。

梅沢：で、 「行かなきゃ」って思ったのは「何かできることしに行こう」というので「行

かなきゃ」って最初思った？そのニュース見たりとかして。

藤井 ：うん。 「なんか何でもいいから手伝うことはないかな」というのと、やっばり、

で、親戚とかでつながってて、とりあえず大丈夫で、ちょっと遠縁になっちゃうん

だけどそういう人が今、 「水がないとか、食べる物がない」とかっていうっていう

のを聞いたら、 「水汲みとか必要だろうし、 ［不明］でもいいからやらなきゃな

ぁ」みたいに思ったのかなあ。

梅沢：じやあ、もう行く前っていうか、その「行かなきゃ」って思った時点からもう「私

だったらこれぐらいのことはできるかも」っていう意識で「行かなきゃ」って思っ

たの？
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藤井：う 一 ん 。

梅 沢：例えば、何てい う の か な 、 こ れは 私 の 個人的な こ と なんだけ ど 「何かしたい 」 っ て

思 っ てもべつ に私は医者でも看設婦でも何でもないし、べつ に、でも 、 っ て い う、

ただ単にそんな個人的にそんな車とかでのりこんだとしても何かできるかな っ て、

ただ単になんかう 一 ん自分がも っ ているそういう資源とか何にもないし、だからそ

ういうこう「何かしたいな」 っ ていう思いはあるんだけれども踏み切れない っ てい

うか そう い う気 持ちは全 然なかっ たの？

藤 井 ：いや、す ご い 、あ っ たから実際に 2月 10日 まで、 10日でみんな と話 し合 うまで何に

もしなかっ たというのもあるし、 「や ら なきゃ」 っ て 思っ たげど、行っ て何ができ

る っ ていうのはすごい、 実 際動きだしてからもそれは考えた。 医 者とかじ ゃ ない

しっ てことを 。

梅沢 ：でもまあ、その援助技術論の授業で、まあその提案する人は結横まあ、すごく熱く

な っ て「 レ ポー トとかいうよりも何 よりも 、そんなこと 言 っ てる場合じゃ ない」 っ

てまあ、 言 っ てた っ て話してましたけど、でも実際問題、自分の生 活は自分の生活

である わけじゃないですか。 で も 、 それは全 部 放 り 出 し て ま で も ポラ ン ティアに行

こう っ ていうそこまで思っ た？だから「レポート何よりもいらない、 書 かなく っ て

単位もいら ない。 今 す ぐ 駆 け 付けなきゃ」 とかそこまで思えました？

藤井：その場はすごい盛り 上 が っ てそう思 っ た け ど、 実 際、家帰 っ てみて や っ は°、 一 年 そ

れ で 棒 に 振っ て、も う一年 学 校に行げるかとか、そういうのとか、あと、普段や っ

ているボランティアでまあ、いちおう私とかが抜けた ら き っ とね一、不都合とか出

てくるわけだし、その人 がそ ういう思いまでさせて行く 必 要があ るのかっ ていうの

は思えたけど、なんか、う 一 ん、もうその時には、その、す ご い歴史的な大事件み

た い に 思っ て た し 、 それで、イhJか やらなきゃ っ ていうのはそうい うのは思いはあ っ

た から行 っ ちゃたんだよ ね ー 。

梅沢：じやあ、わりと、そ う いうの振り切 っ て、何か を 犠 牲 に し て 行 っ た、自分のことは

いいから行っ た っ ていうところはどこかある？私の場合は、なんか「私も行かな

きゃ」 っ て思っ た の は 1月の末ぐらいで、でもこれから試験だ しな、レポートし

で、 とり あえず試験終っ て全 て終っ て レ ポ ー トも終っ てから行こう っ てそ う い うふ

うにわりき ることにしたんだけど、藤井さんの場合はどうですか？

藤井 ：でも 、 結周 レポートとか出し終っ てから い っ たし、だから自分で、 犠牲にな っ た っ

ていう意識は ないけど、 でもそのボランティア普段からや っ てる 人 とかには悪いな

あ っ て 。

梅沢：あ、そうだ。 それで、あ っ 、神戸に行くまえからポランティアやっ てた の ？それは

長 い の で すか？

藤 井 ：え っ と、 2年生の秋から。

三 宅：ぇ っ 、どういうポランティアなんですか？

藤 井：か たつ むりの会の。
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三宅：あっ、かたつむりの。 あ っ じゃあ、介助のボランティアなんですか？

藤井．．介助っていうか、う一ん、家事とか育児のお手伝いって感じ。 だけど、週 2日ぐら

い入っているから、それが全 くなくなる っていうのはそれなりに不都合があると思

うし。

梅 沢 ：神戸 に行く つていう間は、その普段のかたつむりの会での活動は一時休止っていう

こと で 、向こうのほうも了解をしてもら ったっていう感じ？それとも 。

藤）~ :お願い して了解して くれて、頑張って来て って言 われて、すごいそれがすごいあり

がたかった。

梅沢：例えば何かが障宮が あ った と しますよね、 ボランティアに神戸 に行く時にあた っ

て、例えば家族がすこい大反対したとか、あと、例えば普段、普段のアルバイトが

あ って とか、 どうしてもその仕事は手放したくないし、でも ーか月ぐらい行くん

だ った ら休まなきゃいけないから、むこうは「そんな勝手 なことするな」 とか言わ

れたら どうしよう とか、まあ、そんないろんな思いがあ ったとして、なんかそうい

う弔情があったとし て、そ ういう事情にもかかわらず多分行った と思います？神戸

に駆け付けたと思います？それともやっばり、どこかそこまでしては行けないか

な？ って思います？

藤井：家族の反対はあんまり［不明］さないと思うし、金銭的なこ ととかはは っ きりして

なかったけど、 醤段やってるボランティアがも っ と私がやらなきゃ っていうものが

多かった ら、行かなかったと思う 。

(2) ボ ラ ンテ ィア観の変化

三宅 ：普段やって る ポランテ ィア と今回その裳災で行ったポランティア っていうので 、何

か速う こと ってい うか 同 じ意識でやってま した？

藤井 ：同じ意識？う 一 んn

三宅 ：ポラン テ ィア観が変わるとい うか、そういうことはありました？

藤井：ボランティ ア観が変わる？あー、変わるとま で はいかないけど私はまだ結論とかも

全然出てないんだけ ど、や っばり どこ まで ポランティアがやっていいのか、その人

に対 して踏み込んでいいのかっていう、おばあちゃんに対してもそう、結局、その

おばあ ちゃんだってのめり こめば、のめりこむほ ど、その場はいいけど私が帰っ

ち ゃった ら、そんな無資任なことしていいのかと も思ったし、でも放って隧けない

しってい うんで、そ ういう稔藤はあ ったってい うか、だから、 「とこまでやればい

いんだろう」 っていう、これは今でも 全然分からないんだけど。答えにな ってな

し、 ．？

三宅 ：あ っ、いえいえいえ。

梅沢：それで、そのおばあちゃんとは、藤井さん帰られるまでずっと関わ ってたんです

か。 それ とも途中で誰かに、例えば、さ っき、は ら、ワ ーカー さん とつないでも

らっ た とか言 ってたけ ど途 中で こう 、誰かにお願いしちゃっ た？
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蔽井：物資の仕事がほんとこもり つ きりにな っちゃいそうだったから 、友 達っていうか、

一番やってくれそうだな って自 分がみて思った子 に頼み込んでやってもら って、

で、でもその子 も私よりも先に帰る ってな ってたから、 「お願いだからその後も

ちゃんと見つけて」みたいな二 人でその次の人、仮設住宅が決まるまで 2人引き継

いだのかな、で、朝の仕事始まる前に 2日に 1回 ぐ ら い 顔 見 に 行 っ た か な。

梅沢：藤井さんが？

藤 井：うん。

梅沢 ：あー、物資の仕事忙しくなってからも？

藤井：うん。一回途中で抜け出して行ったら怒られちゃ って、あの、 上 の人に、 「いてく

れなくちゃ困るじゃん」 って。 しょうがないから朝行くしかないかな って思って。

梅沢：で、なんかその、人が変わち ゃったことに対して、おばあさん何か言っ てました？

「なんで藤井さんがこなくなった」とか。

籐＃：あー 、 で も、なんかあんまり状況を理解してなくて、おばあさんは、あの、私をポ

ランティアだって分かっているんだけど、区役所の人だと思い込んでて、 「お仕事

大変みたいだから頑張る」みたいな感じで、でも、 全然名前とか覚えないんだけとミ

通 った甲斐があ って覚えてくれて、 「藤井さんがくれた物だ」 とか「藤井さんと何

話 し た 」 とかいうのは他の子に話してたみたいで。

梅沢 ：じゃ、もしかしたら、そんなに藤井さんがそのおばあさんに対して責任感を感じて

しまうほど、おばあさんは藤井さんに頼りき ってたわけでもなかったっ て い えるか

もしれない？

藤井：うん、だから、責任感を感じてたって い う よ り も 、 放っ とけないっていうか、そう

いうのが、私のただそういう気持ちがただ。

三 宅：え っ、 今 はそのおばあちゃんとの関係というのは何かあるのですか？

藤井： 直接はないんだけど、あの、 一番最後に関わった子が手紙でどこの仮設に入居して

どういう状況だとかを手紙で確かめてて、それを教えてもら っている状態。

梅沢：あと、何か、 これからも関わりを持ち続けたいと思ってる 神 戸 に ？ 今実 際に持って

るとかそういうことはあります？

藤井：うん。 なんか、愛着湧いたし、関わり続けたいな って思うけどでも、これからは何

が必要、神戸に何が必要なのかって考えて、何なんだろうな って思って、それが自

分にできることかどうかも分かんないから、実際に活動するかどうかは。

梅沢 ：あと、もう早速帰ってきてから今でも 「かたつむりの会」仕事は入ってます？ （藤

井 ：うん）入ってます？で、何か、今までその、神戸に行く前までと、あと、帰っ

てきてからその 「かたつむりの 会」 で の 仕 事 に 対 す る 自 分 の 気 持 ち と か 、 仕 事のや

り方とか何か「変わったなあ」 って思うことあります？別に変わりない？ 「かたっ

むりの会」 で は 「か たつむりの会」での仕事を今までどおり別に変わりなくやって

るって感じ？

藤井： 「会」 っていうか、もうほんと 1対 1つていうかその［不明］のこ とを つていうん
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だけど、 その人たちがすごくいい人だから、神戸 から帰 って きた ときは、かなりこ

う落ち込んでた っていうか、うん疲れてて、人をこう、こういう感じだったから

（「寄せ付けない」 っていう 手振りをして）ほんと「ほ っ」としたし、うん、すご

い逆にボランティアやってて気が休まる っていうか「ありがたいな」 っていうの

は。

梅沢：神戸から帰ってきて、あ っ、行ってる間もそうなんですけど始終ずっ と人が、人と

一緒にいますよね。寝る時も 一緒、ごはん食べる時も一緒、 一 日中一緒。ただ屯に

寝る、寝て目をつぶっている間だけ人の顔を見ないぐらいの状態じゃないですか。

なんかこう、すごく疲れませんでした？

藤井：あ っ、すごい疲れたから週 1回だけ休みがもらえたから、見物、悪い言い方しちゃ

うと見物なんだけど淡路島とかに行って旅館•i白ま っ てふとんで寝て「あ一つて人が

いない」っていうのは。

梅沢：で、神戸 から帰ってきてからもしばらくは「ひとりでゆ っ くり過ごしたい」とかっ

て思いませんでした？

藤井 ：あー、それも人とあんまり関わりたくない っていうのはあ ったけど、でもやっばり

一 人でいるのもね、どんどん気持ち滅入ってきちゃう感じもあ ったから、やっばり

毎日会ってても疲れちゃうだろうけど、ボランティアとか、友達とかに会う ってい

うのは気軽に［不明］

梅沢：、ボランティアの期問、 一週問ぐらい問ありますよね。あの期間は何してたんです

か？

藤井：あれは、え っ と、ほんとはもうそれでやめようと思ってたんだけど、で、またその

「「かたつむりの会」の介助のボランティアもやらなきゃ」 っていうのもあ った

し、うん、で、帰ってきたんだけど、帰ってきたら向こうの神戸から、神戸 で一緒

にやってた子から電話がかかってきて、何かその、 「人間関係のトラプルがどう

だ」 とか、うん、 「やりがいがどうの」とかなんか、そういう相談とかもちかけら

れて、なんかちょっと、一人どうしようもなくなちゃった子がいて、 「とにかく来

てほしい。来てほしい。来てほしい。」 って言 われて、まあ、しょうがないから。

でもまあ、地元の人への引継ぎとかもやっばり重要な仕事だから、それ手伝えれば

いいなっていうので。

(3) ポランティア活動をふり返って

梅沢：あっ、 そ うだ。すごいうれしかったこと、何ですか。 ポランティアやってて（藤

井：ボランティアで）あっまあ、神戸にいる間でもいい、いいや。

藤井 ：うれしかったこと。うん、あの一、すごい自分がぎすぎすしてて、疲れてたから 、

淡路島行って、で、あの一海苔つく ってるおじさんに会って、で、なんか、 「ただ

で旅館紹介してくれる」とか言っ て、 「ボランティアで疲れて大変だろう」みたい

言っ てて、で、ただでご馳走とかにな っちゃ って、旅館とかも泊めてくれちゃ っ
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て、で、なんか、全然見も知ら ずの人なのにすごいよくしてもらえて、それであと

また続けられ る 気 分 に な っ た 。 あれはほんとうに、うん、よかっ たなあ っ て 。

なんか物を 一 個もら っ てるのに 、でもまだ他の待っ てる人がいるのに、こ う 、 何 て

いうんだろう、配給もら ってこうどんどんもら っ てっちゃう人、 20個ぐらいとか車

に積んで帰 っ ち ゃ う と か 、 困 ってんのかもしれないけどでも、ぎすぎすした面と

か、ボランティア同士 のそういうなんか、こう陰口とかなんかそういうのとか、ま

た、そのおばあちゃんに対する 避難所の目とか、そういうのとか結構「あー」 っ て

いうのあ ったから、 ［不明］なんか「非常事態とかだったら、人問てもっと助け合

わなき ゃいけないんじゃないか」みたいに思っ てたから、 「あ ー 、助け合えないも

んなんだ」とか、そういう面ばっかり見えちゃ っ て た 時 期 だっ たからあれはなんか

非常にうれしかっ た 。

梅 沢 ：ボランティア活動中では何かありました？うれしかっ たこと 。 楽しかっ たとかよ

か っ たとか、感激したとか何でもいいんですけど。

藤 井 ：感激した？なんか、あんまりそういうのなかっ た の か な。 なんか頑張んなきゃみた

いな、なんかそういう周りのね、そのボランティアの人とかがい つ ばいいて、 「頑

張んなくちゃ」、 「当 てにされてる な」 っ ていうのは思って きたから、それをこ

う、頭できたから、 「よく頑張んなきゃ」みたいなのがあって、 「とにかく目の前

の仕事やんなきゃ」 っていうんで、むりやり騒いでたとかっ ていうのは あ っ た け

ど、ほんと、だから、おばあちゃんとかとや っ てた時は、わりあい苦しいなりに、

なんか、お ば あ ち ゃ ん が な ん か言 っ て くれ て っ ていうのが、すごい「あー 」 っ てい

うのはあったかもし れないげ ど、物資の仕事はじめてからは、こう、地下の倉庫に

しま っ てあるから物資はすごい、ほとんどこう、上のそういうボランティアルーム

との行き来 、中の仕事で外の天気も分からない っ ていう状態だっ たから、気分が滅

入 っ て た っ て い う か。

梅沢：じやあ、忙しかっ た っ てほんと感じ？

藤井：うん。 うん。 もうひとり男の子がいたんだけど、それは私よりずっと前から来て、

物資の仕事してたんだけど、 一 人でどうし たらいいか分からない物査かかえちゃ っ

て 、 お か しくな っ ち ゃ っ て、おかしくな っ ち ゃ っ た っ ていうか、思考がもう悪いほ

うにしかいかなくな っ ち ゃ っ て、で、 「物資捨てる」とか「燃やす 」とか言 いだし

て、 言っ てる、冗談とかでも 言 いたくなるんだけど、ほん とにやりかけちゃ っ たか

ら 、 「とにかく休め」みたいな感じでそ ういう状態だったから、物資の 問題はほん

と大変だなあ っ て 。 どうしよう もないものがい っ ばい届いて、もう出すところもな

いし、でも 捻 て る わ け い か な い。 途 中 か ら ポ ラ ン テ ィ ア 不 要 と か さ 、 ポランティア

が逆に復興を妨げるみたいなとか新聞にとりあげられてた時期だっ たから、ボラン

ティアが救援物資を 、 こう、夜 中に捨ててる っ ていうのがバレたら、伺、どうされ

る か 分 か らない っ ていうので、す ご い 、 上 の 人 が ピ リ ビ リ し て て 、 で も物査かかえ

てる方として は 、 お 店 も 開 い てるわけだし、それをただで配っ たらお店 つ ぶ す の で

- 76 -



復興ほんとうに妨げてるし、でも捨てられないし、で、逆にも っと 困 ってる ってい

うか、あの例えば古着だったらあの外国の、なんか、どこだって言 ってたかな、ま

あ、途上国とかに送ればいいんじゃないかとかいうのもあ ったけど、でもそうした

らそこの繊維産業の妨げになるし、どうすればいいんだろうとか思って、置き場所

も区役所も業務再開するからどけなきゃいけないし、すごい困 ってた。

4. おわりに

梅沢 ：もうそろそろ最後らしいけど、なにか問きたいことあります？

三宅：このポラ ンティアをして得られたことというか。

藤井：得られたこと？

三宅 ：行ってよかったというか、思えたこと。

藤井：やってよかったこと？ え、あなたも行きました？

三宅：あっ 。行きました。

藤井：答えさ、出てます？ （三宅 •藤井爆笑）聞くなって？

三宅 ：ああそうですね。難しい。私もは っき りしてないんですけど、私はポランティア っ

てそれまでやったことがなかったから、うん、ボランティア、期間も短かったこと

もあるし、こんな大変なことも全然体験しなかったから、あ、なんかも っと 楽しん

でやれるものなのかなって思ったっていうか ・・・
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III 未来へつなぐ土台づくり 一小嶋さんの場合一

1. 参加期間と所属団体

内田 ：よろしくお願いします。

小嶋：よろしくお願いします。

内田 ：じやあ、あの、

小嶋：さんは、今度あの、阪神大震災の被災地にポランティアで、あの、行かれたってい

うことですけれども、あの、行かれた日にちはいつからいつまでですか。

小嶋：日にちですか。

内田：はい。

小嶋：ちょ っと待ってください。 ぇっと、あの、 夜行で行って、 二 月の十七日から、え

えっと、 二十三 日まで。

内田 ：はい。

小嶋：めいいっぱいその問いたんですね。

内田：じやあ、あの、ちょうど、あの、裳災が終わって、があって一月後っていうことで

すよね。

小 嶋 ：ええ、そうなんです。

内田：ことですよね。 それで一週間行かれたわけですよね。で、行かれた所は何市です

か。

小嶋：あのお、私、 二 か所行ったんですけど。

内田：ええ。

小嶋：泊ま った場所は大阪の親戚の家に泊まって。

内田：ぇぇ。

小嶋：通いで行きました。

内田：ぇぇ。

小嶋：で、最初に、あの、 「てんかん協会」。

内田：ええ。

小嶋： 「日本てんかん協会」でしたっけ・・・、そこに、あの通いで三 日間行って、その

あと、で、それは中央区にあるんです。

内田：神戸ですか。

小嶋：神戸の・・・ 。

内田：神戸の

小嶋：中央区の、 あの、福祉センタ ーを借り切ってそこで色々活動してた。

内田：うん。

小嶋：団体なんですよ。

内田：ええ。
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小嶋：で、じゃあ、先いっちゃいますね。

内田:ええ。

小嶋：で、その後は、 「応援する市民の会」っていう会がありまして 、地震の後できたん

ですけど。 YMCAとか色々母体にな って。

内田：ええ。

小嶋：で、それが、ええ、深江です、灘区ですね。

内田： ああ、はいはい。

小嶋：ええ、そこに事務所があって・

内田：ぇぇ。

小嶋：まあ、通いの人が・・・

内田：ぇぇ。

小嶋：通ってくるという会です。

内田：じやあ泊まりで行かれた っていうことだったら、あの、ポランティアさんの泊まる

とことか、そういう心配はかけなかったんですね被災地に、ね。

2. ポランティア参加までとチラシづくり

小嶋：ええ、それはそうです。

内田：そしたら、あの、うんっと、 あのお、ちょうど、あの、こちらから、あの、大学か

ら行かれるとき、 「てんかん協会」の、あの、呼ぴかけで行かれたわけですか。

小嶋：いえ、そ ういうわけではなくって・

内田：チラ シにあった文の中で ・・ ・。

小嶋：あ、あれは私達が作ったんです よ。

内田：作ったんですか。

゜

小嶋：ぇぇ。あの、 ポランティアやろうと言ったときに、もう、いろんなところに電話し

ても、なかなか受け入れられなくって．．．

内田：ええ、ええ。

小嶋：で、まあ、辛うじてこう連絡つながったところ をいく つかピックアップしたなか

に・・・ 。

内田：ああ、はいはい。

小嶋： 「てんかん協会」があ ったんですね。

内田：ああ。

小嶋 ：そう、それで、あの、 一番受け入れがオープンだったのが、そこだったの

で・・・。

内田：ああ、そうそう、はいはい。

小嶋 ：書きました。

内田：書きました。そしたら、 あの、小嶋さんは一人で ・・
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小嶋：友達 と 一人で —

内田・ -―人で・ ・．ー 。

小麟：行きました。

内田 ：で、都 立大の ・

小 嶋 ： は い 、飯野さんです。

内田 ：ああ。 そしたら、これあんまりよくわかんないんだけど、そし て 、 あ の、あれです

よね。 あの最初、あの、行こうと 思 っていて って、 あのお、お っ しゃいましたけ

ど、 それ はや っ ぱり、裳災が起こ った直後か ら、 もう考え てらしたのよね。

小嶋：し、や、そのへんはそ うでも ない。 た だ 、 起 こ った後に、なんか、しなきゃしなきゃ

みたいな モ ヤ モ ヤはあ って、でも行こう っていう形にはならなく って。

内田：ええ。

小鴫:で、 テ ス ト中だ っ たんです よね。

内 田：ええ、 そう 。

小嶋．・でレポー トとか追われて。 だから、ただ心のどこかに引 っ掛 かったまんま、こう、

生 活 してたら、あの、先輩で行くという人がいまして。

内田：ぇぇ。

小嶋：その人が、なんか・・ ・、 私ポラ ンテ ィアサー クル人 っているんですけれ

ど ・..。

内田：ぇぇ。

小嶋：で、そのサー クルの方で どう なの、みたいな連絡がきて。し た らなんか、身近に行

く人いるじゃんて思っ て。 で 、そ こで具体的に行ってみよ うかな っていうふうに

思 ったんですよ 。

内田： で 、さ っ きみたく、受け入れてくれそうな所に、こう、電話かけてみた って。それ

が、かけてみられて、で、 「てんかん協会 」が、あの、受け入れてくれた っ ていう

ことで すよね。

小嶋：そ う。で まあ、 行 こ うか な っていうのを出したころに、ちょうど学科内でこう盛り

.l:．が った、ていうか、何人かいたんで、わり と、 福祉学科の有志 で、こ うグルー プ

ば っ と組んで、 そこで、あの、チ ラシ作 っ たり って い う活動始めたんで、だからわ

りと弾 み に な り ま す よ ね。

内田： うん。

小嶋：動きやすく っ て、何やるにも 。

内田：そ う。ポランティアサークル って・ ・ ・。

小嶋：あ、ポランテ ィアサ ー ク ル はまた別なんですけれど。 で、そっ ちが動かないので、

仕様がないか ら社 会福祉学 科 で動 こうってい う 事 に な り ま した。

内田 ：で 、三 年生［ インタピュ一 時の 四 年 牛 ］ 中 心 で ・ ・ ・

小嶋：そ うですね、 三 年ですね。

内田： 三 年生を中心にして、で、あの 、ピ ラは 行 った後できたんですか。 その前まではな
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か ったわけですよね。 あのチラシは。

小嶋 ：チラシは、いえ、行く前に作って行きました。 だから、結情、私達も、ちょ っ と、行

こうかなあどうしようかなあ っていうモヤモヤ、テストあるしなあってあって。

で、 あ と、行っても大変かもしんないし ・・・ 、とかって。 ちょ っ としたことで思

いとどまる人って多いじゃないですか。

内田：ええ、ええ、ええ。

小嶋：だから、あの、都立大の人がそういう身近なところで、行こうっていう呼びかけが

あ ったら、わりと、こう、みんな乗るんじゃないかな って思って。 だから、外にも

アピールしよう って言っ て作りました。

内田 ：あと、あの、あれ、 痰災を受けたとき 、や っばなんかしなきゃと思ったと思うんで

すよ 。 それで、あの、なんかできるかなって、こう、具体的に行動しようと思うと

思うんですけど、やっば一 人だとちょ っとねえ、あの、大変だけど、その、お友達

とかでそうやって、ていうのだったんですよね。動機とか、その、どうして行けた

のかっていうのが、やっば一番知りたかったから。

小嶋：ぇぇ。

内田：だから動機とか、 具体的に行く手立てみたいなものとか、それから相手 の受け入れ

先とか、ただ、あの一 人で考えて、行くぞ行くぞって、パ ッと行って、そこで、あ

の、仕事見つけてやる っていうのもあると思うんですけど、やっぱ、ちょっと不安

ですよね。 そういう場合ね。

小鴫 ：そうですね。

内田：だから、相手 が受け入れてくれるとか、友達がいるとかっていうふうにして行った

のは、私は、良かった と思う 。

小嶋：良かったと思います。

内田：だって、心強いっていか、あの、そういうふうに行かれたのには、感心した ってい

うか・・・

栗坂：受け人れ先なくて行って、何にもできないですよね。

小鴫：そうですね。 そう、だか ら最初に、結構ね、行く って言っ たときに、ああ、いいん

じゃない 、い ってら っ しゃいっていう反応は周りはなく って、何か、行っても邪虞

じゃない、とか、それなら義援金送んなよとかって言 われて、うん、だから、でも

それは悔しいか ら、行くからには邪虞にはなりたくない、で、役に立ちたい、 つて

いうので、なんとか、こう、捜し出したっていう感じ。

内田：やっばりほら、なんか、こう、行かなきゃいけないって思って、で、あの、なんか

行 って仕事がないかな、とかって思ったり、向こうに行って、ほら、ゴミ出したり

とか、あと、水使ったりとか、 トイレ使ったりするので邪凌かなとかって、こう、

思うんで 、躊躇しますよね。 で、 一月位た って、 ある程度ライフラインも復旧しま

したでしょ 。で、それで行くっていう気持ちに、やっばりな ったやっば、試験が終

わ ったから っていうか・ ・・
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小嶋：ああ、別に落ち着いたから行こ うかなっていうわけではなくつて、いや、実は試験

免除されないかな って、交渉とかしたんですけど全然だめだったんですよ。それは

別の期待がちょっとあったんですけどね。

内田 ：まあでも、うん、あの、そういうふうな手立てをこうできて、あの、自分の力で

やったの、その、学生だけでやったっていうか・

小 嶋 ：あの、場所を探したりだとか

内田:ええ、探したりとか ・・ ・。

゜

小嶋：そう、そうですね。ただ、先生方が、も、電話してくれた人もいますし、じやあ、

まあ、陰ながら応援してくれた人は結構いるんですよ。

だから、まあ、精神的に支えてもらったというのはあります。

内田：やっばりあの、受け入れ先がはっきりしていて、で、結局、仕事内容もはっきりし

ていたっていうことですか。

小嶋：いや、そうではないですね。

内田：受け入れ先だけははっきりしていて、で、仕事は何するか分からないなって思いな

がら行ったんですか。

小嶋：う一んと、そうですね。一応、 「てんかん協会」に決めたときからは、まあ、東京

に事務所ありますんで、そこと連絡取り合って、今何してるっていうことは聞いた

んですよ。で、まあ、そこはてんかんですから、取り合えず、こう、てんかんの患

者さんを ・・ ・。安否確認はその時終わっていたのかな。だから、あの、てんかん

患者さんは「てんかん協会」に絶対入るっていうわけじゃなくって、入っていない

患者さんが一杯いるからその患者さんを捜し当てて、困っていないかっていう、そ

ういう、こう、動き回る、そう いう活動に入りましたという、 あ、入りました って

いうか、まあ、そんな感じの話は聞いてたんですよね。

内田：ええ。その仕事のお手伝いをするんだなっていうふうに ・..。

小嶋：そう、それは、はい、分かってました。でも、実際はちょっと違ったんですけど。

実際の話はいっちゃっていいですか。

内田：そうですね。実際の話を。もう良く分かりましたもんね、動機とかについてね。行

かれたのは、当然新幹線で・・・。

小嶋：いや、そんなお金無いですから・

内田：在来線で行かれた

小嶋：ええ、だって、夜行バスです。

内田：あ・・・ 。

゜

小嶋：夜行バス。で、時間もないから、一番、こう融通のきく

内田：で、大阪に行って、大阪から通われたんですよね。

小嶋：そうです。

3.神戸での活動と葛藤
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(I) てんかん協会の状況

内田： で、それで行かれてからの話を今度聞かせていただいて・

小嶋：いいですよ。

内田： どんなこと をなさ ったのか、最初の。

小嶋：ええ、 二つあるから、てんかんの方なんですけど ・

内田：ぇぇ。
゜

゜

小嶋：で、 「てんかん協会」っていうところは、ボランティアに関しては、なんていう

か、プロではないんですよ。

内田：はあ。

小嶋：てんかん患者さんの会だから。

内田：うん、ああ、そうですか。

小嶋：うん、で、別に閉鎖的っていうわけじゃないですけど ・

内田： うん。
゜

小嶋 ：それで取り合えず、患者さんの安否確認はしたし、色々、避難所もくまなく 、大体

まあ、廻り切って、で、患者さん ・・・ 、あ、あのポスタ ー貼るんですよ。 もし、

こう、薬がなくて困ったらここに行けばありますよ って、いって。

内田 ：ええ、ええ。

小嶋：で、まあ、 「てんかん協会」 っていうのを知らない人もいるから、ここに連絡して

くださいって、そういうの、 ー通 り終わっち ゃったんですよね。そしたら仕事がな

くな っち ゃって、で、その本部っていうか、神戸 にと ってある部屋で、精神科のお

医者さんとか看護婦さんとかが待機してるんですけども、仕事はない・・・とい

う。

内田：ええ、ええ。

小嶋：で、私達も、なんか、こう、ただ、貼るだけで手応えがない・・・、なんか、何

やってるのかな っていう感 じで、で、だけど、で、 ポラ ンティアはうなぎ笠り で

ね。他のところは、もう打ち切って ましたから、もう、 てんかんにはものすごいポ

ランティアが流れ込んできて。だから、エネルギーが、こう、あり余って、だけ

ど、私、こんな、何やっているのかなってやめてっちゃうから、それじゃも ったい

ないって言っ て。

で、東京の、何だっけ、 「東京VYS協会」、 「全国VYS連絡協議会」

ポランティアをコーデイネー トするところなんですけど ・..。

内田 ：ぇぇ。

小嶋：そこの、あの、だから、コーディネーターさんが、 「てんかん協会」を受け継い

で、やって来たんですね。何ていうか、こう、 生かそうと思って。

内田 ：ええ、ええ。

小嶋：大体、これだけの災害で、ポランティアが余るはずがないって ・・・ 。
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内田：ええ、本当 に、うん。

小鴫：だから、 そこで、え っ と、対象 を子供に向けました。

内田 ：ぇぇ。

小鴫：だけど、取 り 合 え ず 何 を す る かって分かんないから、まず調査ですよね。 で、避難

所を、こう、回 って、 子 供に 話を聞いたりとか、もう、そこの何気ない会話で聞い

たり、とかしながら、何が必要かっていうのを、まず、集めてくる。

内田： う ん。

(2) 活動場所の移動の過程

小嶋：で、私はそこまでしかいなかったんです。 で、それ以降、巡回子供センタ ーかなん

か 作って、色々レク活動とかや ったらしいんですけど、私は、その調査のところ

で、他に移りました。

内田：ぇぇ。

小嶋：と 言 うのは、う一ん、だから、調査で・・・ はっきり 言 っちゃえば、 やっば、 何

やっ てる っ て言うか、やり甲斐が、 まあ、なかったからなんですけど・• ・。 た

だ、長期間続けて行く場合には、 その企画から携わって、その決行を見て 帰れる っ

ていうほうが良かったけど、 一週問だったから。 じやあ、もう組織のできて る 所 に

行こ うって言 って。で、移ったわけなんですよね。

内田： あ あ 、 はい。

小嶋：で も 、 周りでも、や っぱりボランティアで、その、マスターベーシ ョンて言 われた

んですけど、マスターベーシ ョン求めてくるんじゃだめだよ、みたいな言 って て。

だから、ちょ っとここで移んのはどうかな っ と思ったけど、うん、移りました。

内田： う ん 、 うん。 なんか、ポランティアの一番、その、 今 回の、ちょ っ と難しい って言

うか、その、コーディネ ー ターの必要性ってお っしゃ いましたよね。 コーデイネー

ターの必要 性 み た い の す ご く 感じられたんですね。

小嶋：そう ですね。

内田 ：それと、あの、行きたい人で、 一週問ぐらいで行ける人はいくらでもいるんだか

ら、あの、さ っ きお っ しゃいましたけど、あの、あれだけの災害でボランティアが

余るはずがないって、 言っ てましたね、すると、かたっぽで絶対に、あの、必要な

人が い るはずですよね。

小嶋： ぇ ぇ。

内田：それで、あの、せっかく 一杯行く人はいるのに、その、コ ー デイネ ー ターが 、 こ

う、ちゃんといなかったっていうところ、 一番、よく見てこられたわけですね。

小嶋：そ うで すね。

内田：ちょうど、その最中を見てこられて・・ ・、うん・・・ 。

小嶋：ええ、もう、結構エネルギーある人が、もう ーカ月ぐらい•i白まり込むつもりで来て

るのに・ ・
゜
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内田 ．・ええ、 ええ。

小嶋：だからそれを何とか生かそう 。でもすご く、なんか、コ ーディネーターさんの能力

が、ものすごいあったと思うんですよ、私は。だから、 一週間で形はつけて見せ

るってお っ しゃてました。

内田：ええ、ええ。

小嶋：で、そのあとも、こういう報告あるんですけれども、すごく活動きちんとやってま

したから。 もう、じやあ、この人がいたから、その何百人ていうポランティアさん

は、ねえ、行って、行ったかいがあ ったと 言っ て婦ってくる、みたいな。す ごい、

いるんですよ、 千 ・・・、何人だろうな・・ ・、延べ人数千五百人来てるんです

よ、ここには。

内田：ええ、ええ。で、そのかたをみていて、やっばり、一番、何て言 うんですか、あ

の、参考になった・・・、ていうんですか、ポランティア活動の・ ・・、ていう感

じですか。

小嶋:そうですね。

内田．・コーデイネータ ーの必要性みたいなこと
゜

小嶋：もう、 行 こう って言 う人は山ほどいるから、それは．

内田:そう 。
゜

小嶋：善意をいかに生かすかっていうんで、そういう人が必要ですよね。

内田：ええ、ええ。

栗坂：それを生かすのが調査ってことですよね。

小嶋：そう、大事 だと思いますよ 。ただ、いまいち、やり甲斐は感じられないけどね。

栗坂：それがないと全然・・・ 。

内田：状況は毎日変わっ ている し、くるし・• ・。でも、 一月ぐらいたっと、かなり、そ

の、あの、急盛期とかいう、そのような変化が ・・・、あの、やっば、ちょうど難

しいときだったんですかね。

小嶋 ：そうですね。

内田：すぐだったらいくらでも仕事はあったんだと思うんですよ、肉体労働とか・・・ 。

小嶋：そうですね。だからもう、物資がどうとかっていうんじゃなくつて、メンタルヘル

スのところを手伝おうとかって行ったんですけとゞ．・ ・、だから、 子供が、まず虐

待されていないかってい うのを、一番見て来いって言われたんですよ。それで、私

達は行きましたんですけど・・ ・。でも、そういう調査ってすごい難しく って、わ

かんない ・・・、私達も 素人だから、だから本当 に、手探りでやったんです よ。 ま

あ、これ以降のことは、 三宅さんがよく知っていと思うんですけど・

内田 ：それは、引き続き、 三宅さんが、ずっとそこにいらしたんですか。

小嶋：ええ、私が行って婦ってから、彼女は行ったんですけど。

内田：でも 一週間ですよね。

小嶋：そうですね。
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内田：や っば り 、あれなんですか。 行 ったら すぐ仕 事があって、もう、 一 日八時問なり、

何なり、体 動 か す な り 、 何 な り して、 ず一つと仕 事が あ ったらいいな っていうふう

に思ったわけですよね。

小嶋：それは思いますね。

内田：だけど具 体的には、普通はない っていうことが分か・・・、なかっ たわけですよ

ね。 ない人が一杯 いた わけ ですよね。 でも、かたっぽでは、ものすごく忙しくて、

微 夜で ずっと や ってるようなところもあ っ たわけだから 。

小 嶋： うん。

内田：そ こは、何とかできないかっていうふうに思 わ れ た ． ． ． 。

小嶋：えそれは、 地区 的に・・・

内田：ええ、多分ね、き っ とすごい忙しい思いをしているボランティアも、き っ といたん

でしょうね、基本的には。

4ヽ 雌鳥：だと思いますね。

内田：や っ ぱり、 そういう感じでしたそんな気 がしたから
゜

小嶋：それは、 うん、実際にそれを実感したことはないですけど。

内田： え え 、 え え。

小嶋 ：あの、行く前に、私、もう、なん・・・、東京で、その、重度心身障害 者の介護に

入 っ ていたん で す よ 。 で 、 そ ういう、普段でさえ人手が足りなくてね、もう、生き

るか、死ぬかっていう人がいるのに、この地震で、この人たちどうな っ てんだろ

う、 神 戸 にも、もちろんいるでしょうから、で、そういうこと考えたら、人手 な ん

て 余るはずない って思って、やっ ぱ・・・ 。

内田：う ん 、 そ うですね。

小嶋 ：でも、その声 は私達に聞こえてこないし

て 言 ってたんですね。

内田： う ん 、 うん。

栗坂： 人手が必要だけど、助けを求める

4ヽ 嶋：あ、それはあると思う 。 次のほう ・

て・・・ 。

栗坂： 変 わ ら れたんですか

小嶋：そうそう 。

内田：変わっ ていかれたんですよね。

。 こういうの っ て何なんだろうねっ

別゚のところにな っ ちゃうけど、助けて つ

(3) 「応援する市民の会」での活動ー地域の人々との関わり

小嶋：ええ、まず、じやあ、そこの説 明した方がいいですね。

内田：ええ、お願いします。

小嶋：あの、そ こは基本的に通いのポランティアさんを扱うところで、で、ま あ、バック

ァップしてユー スホステルがつい て て 、 ユ ー ス が 宿 舎 を 提 供 し ま し ょ う ...。
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内田：ええ、ええ。

小嶋：で、そこは、あの、毎朝、こう、ポランティアで、例えば、水汲み 男四人とか

い って、こう、紙が貼り出されて、で、通って来たボランティアさんが、そこに名

前ぺたぺた貼って行くわけで。で、あの、行く前に、スタッフが、こう、オリエン

テーションしてくれたりとかって、すごい組織はしつかりしてたんですよね。

内田：ああ、ああ。

小嶋：で、そこに通って、毎日違う仕事をしたんですね。っていうことですね。

内田：そこは、自分で捜されたんですか。

小嶋：それは．．．です・・・ 。あ、あの、私ユースホステルの会員なんで、そこからの

新間できて、そういう情報あ ったんですよ 。

内田：ええ、ええ。

小嶋：だから、てんかんはこういう状況だから、ちょ っと他捜そう って言 って、ユースに

あたったんですよ 。紹介してくれる って言う から。

内田 ：でも、すごく悩みましたよね、その、変わる時は．..。

小嶋：悩みましたよ。

内田：でも、せっかく行ったんだから、やっば意義あることして帰りたいと思う

し・・ ・。

小嶋：うん。

内田 ：うん・・・。で、行って、それで結局どうでした。そちらの方の仕事はどう・・・

でした。

小嶋：それは、そうですね、ああ ・. .。でも ね、意義ある ことや りたいって言ってて

も、別に炊き出しやりたいとも、なんか、物資分けたい とかって、 そういうこと

思 って行ったわけじゃ、ではなく、ない・・・。うん、でも、わかんない・・・。

やっばり、どっかで、なんかそういうやり甲斐があるのを求めちゃったのかなっっ

ていって、マスタ ーベーショ ンて言われて、ちょっと、う一んと思って ・・・。

栗坂：マスターペーション って、 目に見えて、実感できるよ うな仕事をしたかった ・・・

小嶋：そうそう 、で、だからてんかんでもいいけど、なんかまだ分かんない・・ ・、

ちょ っと わかんない調査を三 日間ぐらい手伝ってやる っていう んだったら、まあ、

ー カ月やる人達がやってた方がいいって ・..。だから、まあ、移ったわけで。ぅ

ーん、でもね、そこも、まあ変な話ですけど、そういう水汲みとか、タンス立て直

すような作業とか、人気あるんですよ。で、人気がないのは何かっていうと、あ

の、頼まれたことじゃないんだけど、 こう五人ぐらいチームをくんで、ある地区

を、こう、くまなく廻って、 「お困りのことありませんか」っていう、そういう自

主的な、それは会が作ったものですよ、要請じゃなくてね。それはまあ、人気がな

くって、まあ、それもやり甲斐よくわかんない し。 それで、それに、一番最初に

行って。

内田 ：うん。
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小嶋：うん。でも、やっばりそうい うのが一番大事だな って、そういう仕事があるから、

こういう会が成り立つんだって。そういう巡回で廻って来たから、あ、助けてくれ

るところあるんだっていって、言ってくる人多いですから ・・・、うん。

内田：やっばり、こう、目に見えてること っていう のはいいけどね、あの、必要な人を、

こう、するっていうのはね、ちゅうのは難しいし、一番大事だし、 一週間ぐらい東

京から行ってできるっていうの、ちょっと難しい仕事ですよね。でも、やっば、そ

こで一番こう、大事なとこを見て来られたわけですよね。

小嶋：うん、だから、なんか、社会福祉でもニーズの発見とか、すこーい難 しくて、 しかも

私なんか東京で家はあるし、こんな私が困ってることないですかなんて聞けないよ

な ・・・できるかなあ、ていうのはあったんですけど。

内田：私なんかも、結構、お閏きすると、やっば、 見ること全部見てきちゃ ってるってい

う感じだから、コーデイネーターの問題にしても、それから、その必要な人を発見

する ・ ..発見して、何かしてもらうのはいくらでも、こう、人手はいると思うん

だけど ．． ．。発見するとこらへんは、ポランティアがやるのは無理だと思いまし

た。

4ヽ 嶋：そうです・ え・ ..あ・・・

内田：そこは、やっぱり、地元の人な り 、 行 政 な り 、 そ の 、 む こ う の 、 あ 、 な んかそ うい

う福祉のプロなりが行って、発見すでにされた問題を、こう、具体的に体を使って

やるのが 、 ポ ラ ン テ ィ ア だっていうふうに思いました。

小嶋： 理想はそうですよね。ただ、でも 人手、こういうくま なく廻る っていうのは、ポラ

ンティアじゃないとできないでしょうね。

内田：ですよね、うん・・・。

小嶋：うん、だから、もう、う 一 ん、専門知識じゃないけ ど、ち ょっとは、 こう 色々人と

の・・・、間き方で も、すごく、あの、 「お宅は困ってませんか」 ってい う間き方

じゃ、や っば返ってこないとかがあ って・ ・・。

内 田 ：うん、うん。

小嶋：なんか、そう、 「このあたりで、お困りの方いらっしゃるかご存じないですか」、

みたいに閏くでしょ ・・・ 。

内田：うんうん。

小嶋： 一方的に、 こ う 、 助 け て も ら うような形にはするなとかって。 まあ、それに限ら

ず、色々、そういうことをポランティアにまず教えて、する必要は取り合えず、な

んか、あると思いますけど、うん。

内田：でも、そこまでポランティア教 育するだけの金も無いっていう感じだったんです

力沿

小嶋：そうですね。

内田：だから、実際やってらっしゃって分かったわけですよね。

Aヽ 嶋 ：そうです 、正にそうです。
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栗坂：そういう調査って、現地の調査とか、地域の人とか、そのへんに詳しい人がやった

ほうがいいんでしょうかねえ。

小 嶋： 一番はそうですよね、うん。

栗坂：そういう人達は、自分たちのまわりのことで精一 杯だった。

小嶋：その人達もその人達なりに、すごく、近所、うん、ものすごい、なんか、わりと近

所 付 き合 い 深 ま ったんじゃないかって い う 感 じ 、 も の す ご い 、 連 帯 感 が深まったの

一 杯 いるんですよね。 や ってますよね、実際。 で 、 自 分 の 家 解 放 し て 避難所にした

人もいるし。 でも、やっばり、それだけじゃ、落ちちゃう人がいるっていうのが

あ って、だから、もう、くまなく廻る必要がでてきちゃうんですね。 うん、やっ

ば、まあ、地元の人を組織化できれば一番いいって事なんでしょうけどねえ。 で

も、まだそこまで落ち着いてなかったんですよね。うん。

内 田 ：うん。

小 嶋 ：で、 一緒に 行った人なんか、 こ う 、 結 措 、 チ ャ イ ム と か 押 し て も 出 て 来ない、居留

守 使った人もいて。 まあ、ボランティアがちょ っ と多すぎて、うるさい っていうの

もありますけど ・・ ・。

内田：ああ、はいはい。

/Jヽ嶋 ：まあ、ただ、うさん臭いかなあ って感じで出て来ない人もいて・ 別にむこう

が 言 って 来 な い ん な ら い い んじゃない、とか言っ て、次行こうみたいな人もいるん

だけど。 でも、やっぱり、そういう、確かにうさん臭いじゃないですか、東京から

来 て。 うん、でも、できれはそれを越えて・・・ 。 だ っ て、き っ と助けて って言 え

ない人は い る と 思 っ た か ら。 やっば、家がものすごい立派な、建ってても中はどこ

だ ってすごいんですよ、被災で。

内田：ええ、ええ。

/Jヽ嶋： 立 派な 家 で も 死 ん だ 人 は一 杯いるわけでね・ 。 だから、う一ん、むこうから

言っ て 来 な い か ら い い ん じ ゃないみたいのは、ちょ っ とどうかな、なんて思った

り。

内田：避難所には行かれなくて、あの、あの、家が、あの、壊れたり、半分ぐらい壊れて

る所に住んでる所に、 主 に、地域 を ま わ って行かれたんですよね。

小嶋：避難所 、 あ . . .。

内田：も、行か れ た

小嶋：この会じゃ行かなかったんですね。

内 田 ：ぇぇ。

小 嶋：地域 ・

内田 ：地域を
゜
゜

小嶋 ： ．．．を廻りました。 あの、別に壊れてるとかに限らないで、立派な所も 全 部ね、

とにかく廻っ て・・・ 。

内田 ： で も 、私なんかむこうに行って聞くと、避難所に行ってる人はまだいい っ
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て・・・ 。 壊れかけてる家で 、あの、 一 人 で ず う っ といる人の方が、かえ っ てね、

大変な思いしてるとか、お弁当と か含めると、ちょ っと もらえない、だとか、そん

な話も聞いたか ら。 や っぱ、家にいる方の と こ ろ に行かれた っ てゆうの は す こ -

く・・

小嶋：そうなんですよね。 あ と、あの安全 だとか、治安悪くな っ たと かい うので、あの、

壊れかけた家に、あえて戻る 人 っ ているんですよね。

内田 ：うん、うん。 で、あと避難所の人問関係、ああいうの嫌だ、とかね。

戻 る 人 と かってい る よ う な 気 もしますしね。

小嶋 ：そうなんですね。

内 田 ：だから、や っ は°り、うん、暮 らして、家 で 暮 ら し て る 人が安全と か っ て事でもない

し 、そ ういうところ廻 って行かれたのは、うん、いいと思っ たんですけど・・

それで、 二 日 ・ ・ ・ ですよね。 それは．• ・。

小嶋 ：1., えヽ、 二 日 ・ ・・ 。

内田 ：二 日間 でし ょ、その とき は 。 三 日やられました。

小嶋 :ええ っ と、こ の会ですか

内田：ええ、ええ。

小嶋：それは一 日だ け や り ま し た。

内田：ですよね。 前が三 日間 で ら し た もの、うん。

小嶋：そうですね。

゜

内 田 ：うん、それで、でもや っ ばり、何かお役に、あの、たつ かなあ とか 、 その、感じた

ことと かありますおばあ さんとか、その 、 家 に い る 人 と か。

小嶋：なんか、そうですね。 私が廻 っ た 所 は 、 や っ ば、高級住宅 地 で、誰 も特に困 って い

なかっ た っ ていうけど。う 一 ん、 で も 、 ま あ 、 偶 然 、 あ の 、 私 達 で は ないんですけ

ど 、私、そういうの、 訪 問お手伝い隊っ て い う 役 な ん で す げ ど 、 偶 然 、そのお手伝

い隊と行き違って、話をしたおかげで、 あの、 こう いう ところ があるんだっ て分

か っ て、こ う 、目茶目茶な 家を、こう 、手伝っ て欲しいっていうのをや っ と頼め

た っ て、言ってる 人 も い て。そう ね、もう、私のと きはなかっ たですけど、そうい

うことありますよね。

内田：で、あの、しょ っ ちゅうこう人が 来 て 、 い い か げ ん イ ヤ 、 と か い う の もあるけど、

や っ ば、 あの、来てくれてよか っ た っ て、特に何もないけ どって い う よ う な こ とも

あ っ たんでしょ 。

小鴫 ：あ、もう皆さん、すご＜ね、いい、なんか私達恐縮 しちゃうぐらい、すごくいい対

応してくれて 、も う、 あり がとう っ て 言 われて・・・ 。

内 田 ： うん、うん。

小嶋：でも、東京の人に話してきてね 。 すこ＾い、何か、本当 にありがとう っ て 言 われて

ね、なんか、あれは、それは恐 縮 しちゃっ たんですよ 。だって、 そ っ ち は家潰れて

んじゃないですか。
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内田：でもやっぱり、ああいうふうに日常じゃなくて、あの、お客さんとか誰も来てくれ

ないのに、全然、こう関係ない人でも、そういう一緒にいるっていうのも、うれし

いんじゃないかと思ったんだけど・・・。

小嶋：おじいさんとか、おばあさんとかそうかもしれないですね。

内田 ：うん、うん。そういう意義とかっていうのもあるような気がするんですけ

ど・ ..。

小嶋：うん、あるといいですね。うん、まあ、そういうのをこう、見つけてくる人達も、

こう、いますよね。ま、だから・・・。

内田：行ってあげるっていうだけで、いいっていうか・ ・・。

小嶋：そうですね。

内田 ：あの、電話も通じないとか、誰も、こう、来てくれないとかの時に、人の声を聞く

とか、言葉を聞けるっていうだけでもよかったって言うよね。

小嶋：ええ、そう。

内田 ：あと、そんなんなかったから、私は・・・。

小嶋 ：ああ、私は経験してないですけど、そういうのは色々聞きました、話は。うん、

ちょっと、私が廻った所は特殊で、山の手の豪邸が建ち並ぶ所だったから。

内田 ：でもやっばり地震で、あの、やっばり不安だったりとか、そのあと、やっば不安

だったりとかは誰でもありますけど・..。

小嶋：うん、まあそうですよね。

内田：誰でもありますよね。そういうとこ廻られたんですか。

小嶋：うん、ちょっとびっくり。

栗坂：そのへんの状況っていうのは、どうだったんですか。

小嶋：状況、あの、家ですか。豪邸の。

栗坂：豪邸っていうか、その辺りの状況とかっていうのは．..。

小嶋：えーと、バッと見はなんでもないんです、本当に、うん、ちゃんと建ってて。で、

ちょっとショックだったのは、その山の手の豪邸住宅地っていうのと、それ以外

の、こう、庶民の、庶民っていうと変ですけど、そういう、もう、すごくピシッと

わかれてて、もうそっからベシャペシャなんですね。

内田：ああ・..。

小嶋 ：で、そこだけ、こう、だから、なんか経済状態がね、人の生き死ににまでね、変

わっちゃうんだなあってショックだったんですけど・・・。

で、えっと、その日の別に、あの別の日に依頼があって、もう一回、その辺りの家

に行ったんですよね。で、家に上がり込んだときあるんですけど。もう、だって、

あんな立派な家でも、なんか、床がどっかで半分に折れてたりだとか、わかんない

んだけど、実は、傾いてたりとかね。タンスはもう残らず、間違いなく、ずれ動い

てたり側れてるんですよ、どこでも。私、で、話聞いたら、その、私が行った家の

近所だけでも、もう、十人死んだっていうふうに言ってんですよ。この通りだけで
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十 人死んだって。 だからもう、パッと見のきれいな家並みで、なんか、みんないい

人で避難、あの避難場所に家貸してる人もいて っていうだけでも、やっぱりこれは

すごかったんだなあ ってね、思いましたね。

内田 ：下 町に行かれたポラ ンテ ィアさんもいるんですか。

小嶋 ：いますよ 。 で、それでその人達は、その半壊の家で、 一 人でおばさんがいたのを見

つけた、とかね、 言っ てましたよ 。

内田：うん。

小嶋 ：結構、危険だったんじゃないかな。

栗坂：災害泥棒とか多かったんですよね。

小嶋：それはね。 だから、あと、区画整理厳しいみたいで、絶対家を守るんだ、 とか言っ

て・・・。

内田 ：ええ、そういう意味で守 るのね区画整理から。 なるほど・・・ 、持 ってる人はね。

/Jヽ嶋 ：うん。

(4) ポランティア活動を通して印 象 に 残ったこと

内田 ： あ の 、 もう、大体行ったぶんはあれですけど、聞いた・ ・・ 、ポランティアした後

の 話 と かは、聞いたら結局、行った時、行かれた時は、大体、まあ、漠然とですよ

ね。 どんな仕事があるかなあとか、不安とか持って行かれたと思うんですけ

ど． ．．。行 って、あの、最初行って途中で、ああこれでは って自分で考 えて変

わ っていったわけでしょ 。 で、両方経験なさったけど、すごく、あの、短い間だけ

ど、すごく経験、すごい経験だったというふうに思われたわけですよね。

小嶋：ぇぇ。

内田 ：だから、今その、例えばむこうでコ ーデイネー ターの話とか、その、なんかありま

したけど、他に、なんかこう、ここ、こういうこと っていうのは、あの、自分で

思 ってもいないようなこと っていうのは、なんかありました。

小嶋 ：地度で、う一ん

内田：地震がすごいっていう こ とは思ったわけですよね。

小嶋 ：ええ。

小嶋：印象深かった問題はありましたけど、え、どうしましょうか、うん・・

内田：うん、でもケー スで、こういうことすごく感、あの、なんか心に残ったとかって い

うような人とか・・・、そういうのとか・・・

小嶋 ：ああ、ありますよ 。 ..．ていうか、例ですけど。う一んと、その、お じいさん

が、そのや っぱり山の手 のいいお家に住む一 人暮らしのおじいさんが、その、家具

を立ててくださいっていうので、行 ったんですけど・・・ 。 その人は、も う奥さん

は何年か前に亡くして、一人 っ きりなんですよ 。 だから、もうねえ、奥さん亡くし

たうえにそれがきち ゃっ て っていうのに、すごい・・・、で、しかもでっかいお家

に一人、 っていうのは辛かったみたいで。 で、まあ、それを、 そこに男の人二 人と
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女の人二 人、四人で行って、色々やったんですけど。で、そう、いろんな割れ

ちゃったガラスの器とかも、こう欠けたの、どんどん捨てたりとかするんですよ

ね。で、まあ、なんとか、こう、歩けるような状態にして。うん、で、あとでお寿

司食べながら話してて、あの、お寿司取 ってくれて食べたんですよ。

内田： お寿司取ってくれたんだ。すごいですね。

小嶋：そう、それで、なんか、で、その時ポソッと言って、そういう全部思い出・

奥さんの思い出の食器だったわけですよね。

内田：うん、うん。

小嶋：で、ちょっと欠けた、とかいって...。本当は、じやあ、昔のおじいさんです

し、捨てるっていうのものすごい、もう、身を切られるように辛かったんだっ

て ・・・ 、だけど、そんなことを言ったら笑われる、とかね。あとまあ、ものすこ會

い、ものすごい数だから、その、きりがないし ・・・、だけど、本当にものすこ゜い

辛かったって言われて・・・。で、そんな、そういうとこってなかなか気遺ってで

きないっていうか・・・。う一ん、なんか、ただ、ああ、もったいな一いとか言っ

て捨ててたのが、ねえ、そんな気持ちじゃないですよね、おじいさんは。だから、

もっと、こう分かってポランティアしたいなって思いました。

内田：うん、うん。私にも、ちょっとそのへんね、あの、結局私も向こうですか

ら・・・。だから、あのお金が無くなったとか、物がなくなったよりも、思い出 が

なくな ったっていう、そういうね、あの、被害っていうものもあるんじゃない

か・・・ 。 自分が、こう小さい時から見ている風景とか、公園とか、山とか、家と

か、こうあるじゃないですか。そういう仔まいとかが全部なくなったってい

う・・・、そういうね、あの、思い出がなくなったというのがあるんだなっという

と、今の話間いてるとね。もう皿一つでも、その、いくらでも買い足せるけれど

も、やっば思い出がなくなったっていう辛い思いっていうのはねえ、やっぱり。

小嶋：大きいですよね。

栗坂：うん、精神的にきそうですよね。

小嶋：ねえ、で、それをなんか一緒にまた作り あの、新しい思い出を作ってくれ

る奥さんがいるとかならいいけどねえ。

内田：でもまあ、若いポランティアさんが行って、少しはねえ。そのへん、どうでしょう

かねえ。

小嶋：そう、で、結構仲良くなって、ゴールデンウィークとか遊びに行ったんですよ。

内田：あ、すごいですよねえ。

栗坂：うん、ポランティアの延長みたいに。

小嶋：そうですね。

内田：そ う、すごい成果じゃないですか。

小嶋：うん、それはすごく籍しかったです。ただね・・

内田：うん。
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小嶋：あ、いいですか。そのおじいさんが帰りに五千円、四人分、五千円だから、 二万 ＜

れて・・・、でも ・・・ 。

内田： 一 人五千円 ！ ！すごい。

小嶋：でも絶対に 受 け 取 る な って言われて。でも、もう 引 き 下 が れ な い ぐ ら い 、こう、渡

されちゃったから、もらって ・・・、で、それは会に寄付する形にしたんです。

内田 ： う ん、うん。

小嶋：そしたら、あの、 う ん 、 あ と で会のほうから、そのおじいさんに電話で寄付にしま

したって言っ たら、おじいさんがもう、それですこ゜い気にしちゃ って ・・・ 。

内田 ： う ん、だと思いますよ。

小嶋：うん、何らかの、もう、お返しをしたいのね。 で、まあお金ある人だったの か も し

れ な い けど、うん。 で、それを受け取ってもらえなかったというので・ ・・。

内田： うん。

小嶋：うん、も うポランティア頼まない って言 うんですよ 。 でも、ポランティアってそう

いうお金で来てんじゃないんですよ、とか言っ ても、もう、感覚違いますからね

ぇ。 したくてたまんないから・ ・ ・。

内田：受け取れないって言 っ てるけど、私なんかはその気持ち分かります。

小嶋・うん・・

内田：年寄りは、お金は一杯持ってますし、その人、持ってるじゃないですか。受け取っ

てもらう楽しみ . . .。

小嶋：ありますよねえ。

内田：それをね、だけど、そこはや っば、あの、言ってしまったでしょ。だから、すこ-

く、そう言われるのもっともだと思いますよ。

小嶋： うん。

内田:だから、やっばすごい経験してきたんですよね。 そ う い う 思 い を ね。

あ の、だから、その、うん、ポランティアはもらわないものなんだけど、おじい さ ん に

とってはもらってもらうって事 が ね 、 も の す ご く 喜 び そ の 時 最 大 だ と 思 いますよ 。

それで、こんな若い子に小遣いやれてよかった、と思えたと・・・ 。う ん、だけ

ど、そこがねえ。 そんなきわどいことまでしてきたんだ。

小嶋：そ う、 で、その会の人なんかは、結構、ポランティアの理念とか、頭にこう、パ

シッとか入ってるから、そんな安易な御礼はいりません、とかって・・・。

内田・ぅうう・・

小嶋：あの、 直接は言わないですよ、ただ、 言 うんですけど。だから、で、私達は、こ

う、ポランティア、ボランティ ア っ て言 われてやってますから・・・。だ け ど 、 普

通の人はそういう感覚なくて、や っば御礼をしたいってあるからねえ。

内田：うん、うん。

小嶋 ：うん。

栗 坂：実際にそこでお金を受け取って、会の方で何にも 言 わず 、お じい さん にはそうして
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あげたほうがよかったんですね。

小嶋：ねえ、そうだよねえ。

内田：うん。

小嶋：組織上、さあ、認められないから。や っば、そういうところ って、も っとうま

<...。

内田：ですよね、うん。

小嶋：やれたねえ・・・ 。

内田：おじいさんは、よ っぽど受け取ってもらって、ありがとう って言ってくれた ら、

よっぽど嬉しかったでしょうね。

小嶋：うん。

栗坂：渋々お金をよこせって、 言ったわけ じゃないから・

内田：でも、あげる人ができて嬢しかったんですよ。

小嶋：うん。

ねえ。 （笑）

内田：自分の孫とか子供とかにはあげられないじゃないですか。そう今簡単に。うちの嫁

さんが、 「うちの孫にお金あげないでください」、とか言 うじゃない。

小嶋：うん。

内田：それが受け取ってもらえれば、とても女喜しいと思うんですよね。

小嶋：そうですよね。

内田：でも、そこができないところがね、もう・・ ・ねえ。

小嶋：うん。

内田 ：うん、だから、きわどかったですよね。 ものすごい経験ですよね。ああ、すごいな

ぁ。

小嶋：お金もらうな っていうのも、 caseby caseつていう感じですよねえ。

内田：ああ、そうですよねえ、うん。

小嶋：まあね、組織っていう・・ ・、組織っていう以上、問題があるけどねえ。

だから ってわけじゃないけど、遊ぴに行ったときは散々おごってもら って・

内田：ああ、はいはい。

小嶋：なんか・ ・・。

栗坂：おじいさん楽しそうだったんじゃないですか。

小嶋 ：だと思いますよ、うん・・・ 。

゜

内田：今ねえ、肉親の孫でもねえ、色々ついて来れないようなこととか。でもそれは最大

の、あれじゃない、収穫だったんじゃないですか。

小嶋：そう思いますよ 。写真あるよ...。

内田：見せて、見せて．． • 。 （笑）

内田：でもね、そういう事がね、やっぱ、 ポランティア活動で、その行った一週間は特に

これということはなかったかも しれないけ ど、そういうのが一番の成果じゃないお

手紙くれたの
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/Jヽ 嶋：いえ、これから出すんです よ。 あ、そういえば、このおじいさん手をぶつけちゃ っ

て字 を書けないから って、電話をよこ・..。 この、植木等に似ている・ ・

内田：どれ、見せて． ．・。 （笑）

内田： へえ、彼女は．

小嶋：飯野さんです。

゜

内田 ：あ、よ ろ・ ・・、嬉しそうじゃない・・・、若い女の子二 人に囲まれて・ ・・ 、ど

んな に か嬉しかったよね。 やっば、だから地震があってから、初めてそんな嬉し

か った んじゃないの。

小嶋：だといいですけどね。

内田：うん。

小嶋：で、あの、奥さんの話やっぱする 。で、私なんか、すごいそういうの楽しい

んですよ。

内田：うん、うん。

小嶋 ：だから、奥さんの話って、やっば、恥ずかしくて・・・ 。

内田 ：うん、うん。

小嶋：こういう話、していいとか言 って、笑わないっていう感じで話して くれて ・
゜

内 田 ：でも すごいボランティアだと思う よ、そういうの。そりや、あの、お金が無くて、

その人には、まあ私なんか、災害貸し付けとか、炊き出しとか、そういうことは、

具体的に、あの、目に見えることだけど。 こう精神的にね、やっば、ちょ っ とでも

支えにな ったあげられた っていうのはすごいポランティアじゃないですかね

ぇ．．． 。東京から若い女の子が二 人じやあ・ ・・ 。私は、こういうインタピュー

して. ..。 でも 、すごかっ ・・ ・、すごいんじゃないですか、それは．. .。

小嶋：そうですか。 で、私なんかも、ものすごい嬉しかったのは・・・ 。

内田：うん。

小嶋：友達じゃないけど、こういう知り合いができて って。で 、あの、そ ういう神戸に知

り合いがいる って事で、なんか、こう身近になるでしょう ・・・ 。

内 田：うん、うん。

小嶋： で、その行くことの理由で、もちろん、東京にいても事務作業の手伝いとかってい

うのできたんだけど・. .。

内田： うん、うん。

小嶋： 行ったら、でも、忘れないでしょ

内田： うん。
゜

小嶋： だ から、あの、忘れられるのをすごい、こう、被災地の人 も恐れてる って言 うか

ら・ ・・ 。

内田： うん、そう思いま す 、 う ん。

小 嶋：うん、だけど、行ったら・ ・・、 で、そこで具体的に、人と話してっていうの、

きっ とこれから忘れないで、義援金送るしか、もう、これからやること ってあんま
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ないけど、うん、でも心に止めておけるって思いました。

内田 ：結局あれですか、組織的な活動って も、最後は個人と個人の問題で、で、それがい

いっていう ふうに思うんですけどね。 どう なんでしょうかねえ。

栗坂 ：まあ、そんな、 一週間 とか短期で行って、結局そのままにな ってる人の方が多いん

じゃないんでし ょうかねえ。

内田 ：すごい財産にしたっていうか ・・・ 。

小饒 ：そうなんでしょうかね、うん。

内田 ：これが本当のポラン テ ィアだっていうふうに、私思うんですけど・ ..。

小嶋 ：ああ、なんかそこまで言っていただけると・・ ・。

内田：いや、 でもそう 思いま す。結局 一週間ではね、本当に、あの、ねえ、そこまででき

ないですけども 、そう I., うヽふうに、こう、つながっているっていうのはね ・..。

小朗 ：うん・ ・・。

栗坂： 一人でも 二人でも ・・・ 、こう 、精神的に支えられたっていうのはなかなかでき る

ことじゃないと思うから.. .。

内田 ：ねえ。

小嶋 ：まあ、支えたかどうか分かんないから ・
゜

内田 ：でも、ずう っと考えて、時々思ってんじゃない ・

いん じゃ ない

小嶋 ：そうですね。

内田 ：うんc

電話とかかけてあげたらい

小嶋 ：で、また、でも、これは、こう計画 ・・・、夏休みとかにね、また行ったりとかし

ようと 思うんですけど ・・・ 。

内田 ： 連休にねえ ・• ・。ああ、そうなんだ，あ、びっくりしちゃ った、そこまでやって

るんですかあ。

小嶋：え、しヽやあ・ ・・、うん ・・・ 。

栗坂：でも、培しいんじゃないんですかね。孫 とか、そういうのみたいで。

内田 ：うん。

小鴫： うん、だといいんですけどね。

栗坂：家族がい らっ しゃら なかったり とかしたら、 一人答らしだから ・

小嶋：うん、だけどね ...あ、脱線していいですか？

内田：あ、どうぞ。

小嶋 ：このおじいさんの奥さん、 ミス神戸なの。

内田 ：ええ～ 9だったんだ。 （笑）

小嶋 ：す っごい きれいでc

内田 ：うん。

小峻 ：で、このおじいさん結構、顔広くて知り合い多いんだけと、玉塚の人が知り合い

だったりするのね。だからこのおじいさん、絶対面食いだよね・ ・・、 とか言っ
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て・・・。私達でいいのかなあ・・・、とか言って・..。

内田：いいんですって・ ・・。

栗坂：でも、結局、身近に自分のこと常に考えてくれてる人がいる っていうのは、結局家

族じゃないとありえないから、それはすごいなって。

小嶋：うん。

内田：今度のことで、そういうふうにねえ、おじいさんがそういうふうに、うん、新しい

お友達とか、ねえ、若い友達とかできたら、ねえ、とかってねえ。も っと、こう大

変な思いしている人は、まあ、それ以前の人は一杯いると思いますけど・・・。

小嶋：うん・..。

栗坂： 一番の収穫・
゜

内田：ですよねえ。そのかたにも皆さんにも、すごいなあって ・・・ 。やあ、そ ういう話

聞けると思わなかったわ、うん。

小嶋 ：ほんとに・・・、うん。

内田：いやあ、びっ くりしま した・..。

小嶋：うん、そう、だから、まあこれに限らず、本当に行ってよかったって思 ってるけ

ど・..。

内田：ええ、ええ。

小嶋：これがあったおかげで、すごく、なんか・..。

内田：ええ、ええ。

小嶋：なんていう ・・・、気持ち って。何かね、これだけでもあったからよかったってい

うのあります。

内田：うん、うん。でも、ポランティア って、そういうのじゃないのかしらね・・・ 。

小嶋： うん ・・・ 。

4. 今後に向けて

内田：だって、これからみんなは、両方とも平和な暮らしになるわけですけどね。

小嶋：うん、え、そうですね、最初は個人的な気持ちですからね。

内田： うん。

小嶋:組織がないと動かなかったから、色々組織が存在したっていう感じで。

栗坂:何にも収穫がなかった・..。

内田:とか思うよりはねえ。また行きますポランティア ってあったら。

小嶋：あ、行きますよ。

内田：ああ、やっばり・. .。

小嶋：うん、大学生ですからね。だって大学生だから、今行かなかったら、じゃ、いつ行

くのって。

内田： うん。

- 98 -



小嶋：この状況で動けない人間がいつ動けるの って。

栗坂：でも 、 それは、結構、個々人の家庭環境で左右さ れますよね。

小嶋：ああ。

栗 坂：行きたく て も 、 やっばり、離れられない人もいますから・・・ 。

小嶋：あ、そうそう 。だから、 自分に向けて思ったことだけど。行かなきゃいけない って

ことは、もちろんあるよね。でも、だけど、うん、なんかね、私、結構、行くつて

言う ときって批判的な声がきつかったんだよね。

内田：それも分かります、うん。だけど、だけど行って も批判されるし、行かなくても批

判はされるよ、逆に。

小嶋：うん。

内田：そうすると、行く方をあえて選んだんだから、それは行かなきゃ。

小嶋：うん、多分、だってこ んなにボランティアが動かない時代ってあ ったじ ゃな

Vヽ・・・
゜

内田：うん、そうだ、そう 。

小嶋：そういう時は、もう、まず足を動かすんだ、まず行くんだ、経験するんだ。 て、こ

う、かき立てなきゃいけない時もあったから 、これだけ動いた っていうのは、も

う、 「無鉄砲ポラ」がいたとしても、よかったんじゃないかなって。

内田：だって、行った限りは、何かを得て来たいとかって、誰だって 思ってるじゃないで

すか。だから、そう、真面目に、やっばりやるじゃないですか、あの、 一週間のう

ちね。そしたらなんか、やっぱり、その、したらやっぱり、ああいう状況だから、

普段のとき見えないもの、やっ ぱ り見える・・・、と思うんですよね。 だから、

やっぱり、ちゃんと行ったほうがいいですよ 。行っ たり、行くことを批判する って

いうのはおかしいですよ。それは行かない人が批判するのはおかしいですよ。

小嶋：批判っ て言 うか、冷静になれっていう・・ ・。 なんか、だから行くぐらいなら、交

通費を義援金にしろよ、とか。

内田：そういうやり方もある。

小嶋：まあ、それも方法ですけどね。

内田：うん。

小嶋：だから、あなたはちょっと今、頭に血が上っているんじゃないの、みたいな、う

ん。

内田：それはちょっと・・・。

栗坂：向こう、あ、なんにも計画なしにいったなら、そう 言 われるかもしれないけど。こ

う、受け入れ先手配して、まあ、見通しが立って行くのは．．・。

内田：ねえ。

栗坂：いいんじゃないかなあ。

小嶋：うん、だから、まず行こうと思って も、血が上ってても、何でもいいけど、そのあ

とちょっと冷静になって、その、避難所の、こう、場所をとって誰かに迷惑かけ
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た、とかいうんじゃなければ・ ・・ 。

内田：う ん、 うん。

小嶋：だから、ちょ っ と 冷静 にな っ て、 一 番、自分には、こう、行く つ ていう気持ちがあ

るから、それを一 番いい形で生かすためには、どうしたらいいかっ て 考えれ

ば・・

内田：うん、うん。

小嶋：でも、行っ ちゃえればいいと思いますけと<. ..。

内田：ねえ、ですよねえ、そうですよねえ、ちゃんと受け入れ先も
゜

栗坂：行かないよりはねえ。

内田：ねえ、うん。 いや、非常に つ て 、びっ くりというか、感心しました。

小嶋：いやいや。 でもね、行っ て、何 か変な言い方だけど、私うらやましいな っと 思っ

て 、神戸 の 人 が す ご い ・ ・ ・ 。

内田：わかります。

小嶋：頑張っ てて 、 私 な ん か ど う せ よそ者だし、これから帰って行くから、なんか。 で、

こん な目にあってうらやましい っ て、失礼だと思いますけど。

内田 ．•それは・・・、うん。 わかります、うん。

小嶋： うん、だからね、私、東京であ っ たら頑張ろう っ とか、そういうのすごい思 っ て

帰 っ て来たんだけど ．．． 。 うん、うらやましかっ た。

内田： 正直で、正直で、本当 に ね え 、あの、ああいうことでもなければ、いつもなんとな

くダラダラ っ て、過ごしちゃうよね。

小嶋：うん。

内田： だから、ああいうことがあ っ て、あの、周りの人達と、地域の人と話したり、親子

で話したり、とか。

小嶋：うん。

内田：そういうんじゃなくて、できないのかなあとは思うけど・・

ノJヽ軋烏 ：まあね。

内田：なんか乎和なときはね。

小嶋：ええ。

゜

内田 ：や っ ば、どうしても ・・・ う ん。 でもそういう意味でうらやましいつ いうの、同感

ですよね。

小嶋：東京で地震があったらって考えた け ど 、 やっ ぱり、このタンスがこうくるから私は

ここへ逃げよ う・・ ・とか、 色々家で考えてたんだけど ・・・ 。

内田： う ん 、 うん。

小嶋：そこま で しか考えてなくって。 でも 、なんかそれ以上、色々できるんだなあ っ て。

内田：ええ、ええ。

ノlヽ貞鳥： t『て升茄力したりとか、なんか、建て直していくのとかどうするんだろうなあと思っ

て・ ・
゜
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内田 ：ぇぇ。

小嶋:なんか、す ご く 東京 の地裳きたら怖いけど、勇気づけられた っ て・・・ 。

内田：ああ、なる ほ ど ね。

小 嶋：きたら頑張るぞ、みたいな・・・ 。 死 んじ ゃ っ たら 、 も う 、 し ょ う が ないけど。

（笑）

内田 ：すごいね。 や っばすごいね。 そういうこと、やっ ば若い人っ て 、 す ご いそういうふ

うに感じ るんだね。 や っ ばり、私も行ったんですけど全然立場も違うし、そこま

で、そう い う ふ う に は ね。 うらやましいっていうのはちょ っ と思ったりしたけど。

小嶋：まあ、でも、大変さを知らないっていうのはありますけど。

栗 坂：東京が、こう、壊滅しちゃ っ たりとか、どうするのかなあとか、思い ますよね。

内田：でも、人間の気 持ちっていう点 で は 、 で す よ ね。 そういう意味ですよ ね。

小嶋．•ぅん、そうですね。

栗坂：勉強にな り ま し た。

内田：どうもありがとうございました。

小嶋：しヽいえ。

内田：すごい、ただ、感心し・• ・。 すごいねえ。 やっばり、ちゃんと見るもの

ti... 
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1.藤 井さん

「自分を豊かにしてくれる場としてのボランティア活動」

「（ポランティアに行って）あまりいいことはなかった。」や、 「自分にと ってどのよ

うな意味があったか、分からない。」というのが昨年の 6月頃の私の感想でした。

神戸 では、ボランテ ィアどうしの人間関係、被災した人との関係等、 「人との関わり」

でとても疲れていました。 ポランティアどうしでは、単なる好き嫌い、性格の合う ・合わ

ないによるいざこざや、考え方の違い、意見の衝突があり、気がついてみれば、そのよう

な仲間うちでの人間関係のゴタゴタを見ているのも非常に嫌な気持ちになり、また、自分

も巻き込まれていたりで、もううんざりとしていました。

また、現地の被害の凄まじさは想像以上で、それだけでもうショ ックを受けて呆然とし

ていました。焼け跡には花束や遺影が置かれており、帰る頃にはそこには新しいピルが建

てられていく、被災された人たちは一体どのような思いでそれを見ているのだろう 。その

ような人たちが癒されることはできるのか、テレビや新聞では心理的ケアが流行語のよう

になっていた時期でしたが、私は、 「当事者でなければわかりはしない。誰が癒すことが

できるのか。」と感じていました。

逐語記録にもありますが、避難所のおばあさんとの関わりでは、 「どうせあなたもいな

くなってしま う。」 「死にたい。」 と言われ、若い人にと っては、 「復興」 「新しい生

活」とい うとその中に希望を見出すこともできるでしょうが、身寄りがなく、家も、以前

からの友人も失ってしま った裔齢者にと っては、そこには希望どころか、不安しか見出せ

ないことに初めて気づきました。 どのように声 をかけてよいのか私には分からなくな って

しまい、 「このような被害に遭った人に対して自分は役に立つことができるのだろう

か。」 「本当に必要な援助とは何であるのか。」 「どのようにかかわっていけばよい

か。」等 と悩みや疑問がいつ も頭にあり、答えをだすこともできずにいたように思いま

す。

嫌な思いや悲しさ、苦 しさをいつまでもひきずっていて、自分にと ってのポランティア

体験について整理することができずにいました。

また、役にたつどころか自分も一緒に落ち込んでしまい、冷静、客観的な判断ができな

くなる自分がとても情けなく、自分自身がとても嫌になっていました。

しかし、今思うと、確かに苦しいこともあったけれども、なぜ否定的なことしか思い出

すことがで きなかったのか、そのことが一番情けない気がします。 「それでもなぜ自分が

活動を続けたのか。」 「なぜ頑張りたいと思ったのか。」を考えなかった自分がとても恥

ずかしいと思います。

普段私がポランティアに行っている人は、 「あなたがいないとやっばり私も困るけれど

も、私もあなたがいない間頑張るからあなたも頑張ってきてね。」と 言 ってくれました。

避難所のおばあさんも「 「死にたい。」 と言ったら、 「甘えている。 自立 しろ。」 と言わ
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れてきた。あなたは聴いてくれて毎日通ってくれた。i喜しかった。」 「配給のまずい弁当

もこうして二人で食べると美味しいね。」等、たくさん心に残る言葉をかけてくれていま

した。苦しかったことで頭がいっぱいになり、自分を支えてくれている人や、力づけられ

る体験を忘れてしまっていました。

人と人とが関わるのだからそこでは様々な軋礫が生じたり、それによって苦しみもある

けれども、 言葉で表現するのは難しいけれども、自分の心の底が揺さぷられ、 「何として

も頑張りたい。」という思いや、自然と顔が緩んでニコニコしてしまうような豊かな思い

は、人と出会うこと、関わることの魅力であると思います。

ボランティア活動も様々ですが、誰かの生活の一部に関わり、その人自身を知り、でき

るだけ一緒に悩んで、些細なことでも一緒に喜ぶことができるような活動をしたいと私は

思います。同時に、相手にと ってもそのような存在になりたいと思います。ボランティア

活動はそのように自分を豊かにしてくれる楊であると考えています。

旋災から一年たって、そこから考えているようなことはこのようなことです。
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2.梅沢さん

「私のボランティア元年ー一苦悶の一年」

先日、同窓会の通知が届いた。被災地で共にポランティア活動した同志たちが、 当時一

緒に食事を し、宿泊し、活動の拠点としていたグループホームで再会を果たそう という呼

び掛けであった。 そういえば、別れ際に毎年 3月 20日の春分の日の正午にポートタワー

の下に集合しよう って当てのない約束したこと思い出した。それぞれ再び自分の生活に戻

る為に神戸を後にするとき、誰が言い出したのかもわからない当てもない約束が、日々メ

ンバーが変化し流動するなかで不思議に語り継がれ、別れる際の挨拶とな っていた。

この他にも、この一年間、現地から毎月通信が届いた。私が所属し活動した団体は、障

害者の在宅生活を支援する既存の団体であった。震災以前から介助人派遣事業等の活動を

展開していた基盤のしっかりした団体であ ったが、 当時は、非常事態であった故に全国か

ら集まるポランティアを受け入れて、一時的に被災障害者の救援活動を行っていた。その

後約一年間は、依然、 「被災障害者救援」的要素を残してはいたが、現在では、地域ポラ

ンティアに引き継がれ、通常の事業に戻りつつあることが、通信から伺い知ることができ

る。

しかし私はこの通信が届くといつも複雑な気持ちであった。帰っ た後も、気に掛けてく

れて近況を知らせていただいて、見知った人が依然居残り、活動している様子が伝えられ

るとi喜しかった り、また、現地で関わった障害者の方々が、住み良い神戸を 目指して運動

している記事を見ると「頑張っているなあ」と嬉しく、温かい気持ちにな った。しかし、

現在、遠く離れた所から、ただ通信を読んで、他人事のように無責任にも「頑張っている

なあ」という一言しか言 うことができず、これが、まがりなりにも神戸へ出掛けてポラン

ティアしてきた私の実状なのかと自己嫌悪を感じざるを得ないのだった。

とにかくこの一年間は「ポランティア」について苦悶していた。神戸 に出掛ける前も、

また活動中も、そして帰ってきてからも、その意義・価値について考えた。こ んなに「ポ

ランティア」について真剣に考えることは今後あるかどうか、また、神戸に行かなかった

らこんな事考えただろうか。私にと ってもまさに記念すべき 「ポランティア元年」だった

と思う。

一年以上経過した今、あんなに辛くなるほど考えた「ポランティア」の事は不思議に考

えなくな った。一年歳をと ったせいなのだろうか、また、一年という時間が苦悶の時効と

なったのだろうか。 通信 が届いても冷静に読んでいる。一年前、仲間から、例の同窓会の

話しを聞いても、 「私は神戸が愛しくなるほど、また、仲間が恋しくなるほどの活動がで

きたかどうか自信がない」なんて考えていた為、返事とは裏腹に、 「参加 しない」なんて

思っていたのに、今回の同窓会の通知をみて、神戸も仲間も非常に恋しく懐しく感じてい

る。

答えを得たとい うわけではないが、 気持ちがふっきれた事には、こ れだけは心の整理が
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ついたと 言 えるものが得られたからだと思う 。 それは、

「私は、神戸 に行ったからこそ、今こうして遠く離れた地から神戸 の復興を願い、 喜 ぶこ

とができ るのだ」ということ 。

「三 週間ではあ っ たが、街の人達と 一 緒に生活したからこそ、もはや神戸は知らない街で

はなくなり、気に掛ける事ができるのだ」ということ 。

そして、 「貴重 な 経 験 を 提 供 し て くれる契機とな っ たのは、私を受け入れてくれたポラ

ンティア仲間であり、彼等との出会いにも今では感謝している 。 」と 言 うことである。

「思い出 」と「経験」とそして「神戸を愛しく思う気持ち」は、これはボランティアに

行ったから こそ 手に入れる事ができた 、 本 当 に宝 物であると今やっ と思えるようにな っ

た。 いま までは、自分自身がポランティアの意義・価値を問うてばかりいて、体験を語る

事に 躊蹟していたが、 一 年以上 が経過して、や っ と今なら神戸でのボランティア活動の事

を進んで語れるように思う 。
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3.飯野さん

「後ろめたさを抱えて」

いわゆる「震災ボランティア」としての自分を振り返る時、私はいつも後ろめたい気持

ちになる。自分は参加すべきではなかったのではないか、という思いがつきまとう 。現地

で大 して役に立てなかったからというよりも、痰災ポランティア活動に対する自分の姿勢

のいい加減さが思い出されるからである。

インタピューの中でも答えたように、私が神戸に行ったのは、 「成り行き」からであっ

て、何か強い思いや動懐があったわけではない。周りの友人達が「行くべきではないか」

と深刻に悩む姿に触発されて、八方美人の悪い癖でつい「行く」と言っ てしま ったという

のが正直な所だ。その時の自分の中には、 「きっかけはどうあれ、行ってしまえば、神戸

の人々の苦しみに少しでも共感できて何か手伝えるだろう」という気持ちがあったのだ

が、これも非常に安易な考えであった。 この予想に反して、私は、現地で崩れた家々を目

にしても、疲れ切った絶望的な表情の人々と言葉を交わしても、何も感じなかったのであ

る。本当に何も感じなかった。ただ、自分は何と他人の痛みのわからない人間なのだろ

う、こんないい加減な気持ちで被災者と関わっていいのだろ うか、という後ろめたさ、申

し訳なさばかりがつのった。東京に戻ってくると、どこから情報が漏れたのか、色々な方

面の人たちから 「神戸 にポランテ ィアに行ってきたんだって」と聞かれ、 「どうだっ

た？」 「偉いわねぇ」と言われたが、その度に、私は返す言葉につまり、 一層後ろめたさ

が増 した。それで も、 「何も感 じなかった」とい う事実に変わりはなく、それは東京に

戻ってからも変わらなかった。

このようなわけで、 「裟災ポラ ンテ ィア」経験は、私にと って苦い思いの残る経験であ

る。ポランティ ア云々以前に、 一人の人間としての自分の欠点ー他人の痛みがわからな

い、他人に共感でき ないーを突き付け られた気がする。

福祉は同情の産物ではない。だが、他人の痛みに共感できない私に、福祉の道に進む資

格があるのだろ うか、と いう疑問とな って、 「裳災ポラ ンティア」経験は今 も私の胸の中

に渦巻いているのである。

～ 阪神 ・淡路の復興を祈りつつ ～ 

- 109 -



4.小嶋さん

「人間には人を思いやる気持ちがある」

私たちが神戸に行ったのは震災からちょうどーか月後で、一応余疫 もおさまり皆ほっと

しているのかと思っていたら、人々の恐怖はまだまだ続いていた。例えばお皿を食器戸棚

に入れることさえも恐ろしくてできないはど。そんな恐怖は絶対理解できない自分、東京

に帰っていつもの日常に戻れる自分に対していつも負い目があった。実際、

「東京の人に何が分かるんかと思った。」

「なんぽ説明したかて体験してない人には絶対分かれへん。」

何度も言われた。でも救いはその後に、それでも

「よう見て東京の人にきちんと伝えてきてな。」

「遠い所から来てくれたこと絶対忘れへんからな。」

「東京に地案があったら今度はうちらが助けに行くからな。」

という言葉。

神戸のことに限らずポランティアをするときには、感謝されること、賞賛されることを

求めないようにいつも自分に言い聞かせている。でも、 「ありがとう」ということがこん

なにもエネルギーになる。いつもいつも形になって返って くるわけではなくて、むしろそ

んなことは少ない。だけど、こういうことが何日も自分を支える。絶対に理解はできない

けれど、想像力をたくましくして頑張ろうと決めた。

それに神戸の人だって人を思いやることのできる人間。

感謝を形にしたいと思ったり、ポランティアを気遣ったりしてくれる人も多かった。 避

難所の余りのおにぎりを道端で座って食べているポランティアの姿などは、むしろ地元の

人々の同清を買ったりもしていた。

もちろん限界の生活をしている人には、感謝してもらうどころか、こちらから励ますこ

とさえもできずに、只々邪魔にならないようにしていることが精一杯だったりする。で

も、もし感謝したい、お礼したいという人がいたら、本当に有り難く受け取りたい。そう

いう時は、ボランティアの在るべき姿にしばられている自分にはっと気付く瞬間でもあっ

た。 私 が二番目に行った組織は非常に整備されていて、あらゆる人に門戸 を開き 、その

人達に一定のマニュ アルを叩き込み派遣するという形で、大変効果的に運営されていた。

ただ、仕方のないこととはいえ、大きな組織が沢山の人をまとめようとすれば、どうして

も硬直化する時もある。例えば、ポランティアが組織の決まり通りに金銭のお礼を拒否し

たことで、心苦しく感じて二度とポランティアを頼まなくな って しま った被災者もいる。

組織の末端として、その活動を豊かにするために、もっと自然な柔らかい心を持ちたいと

感じることもあった。

＊
 

＊
 

二つの組織を経験したことはとても勉強になった。一つめの、基本的にセルフヘルプの
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団体である組織が、被災者とポランティアの橋渡し役として外に開かれたときのパニ ック

は想像通りのもの。結局、後から応援にやって来たポランティアのプロたちの存在が、何

百人もの熱意の行き場を作ることになる。その過渡期に右往左往して何もできないで終わ

るのに抵抗があって、私たちは組織を移った。そこで完成版の組織を見て、そしてそこに

至る までの苦労も知り 、ああ、やっばりそういうものだ、と。そんな物を作り上げる大変

さも大切さも本当によく分かった。

私みたいに、ばっと数日やって来た部外者を役立たせてくれる組織は本当にありがた

い。被災者からの要望を集めて分類して振り分け、ボランティアの意思統一 をして相談に

ものってく れる組織。ボランティアは経験しながら成長していく部分は確かに大きいが、

それはボランティアされる側の我慢、犠牲の上だったりする。障害者とか福祉施設の人と

か、日頃から社会に働き掛け、ボランティアを育てていくことに一役買いましょうという

人ならともかくも、極普通の、ボランティアされるなんて夢にも思ったことがなく、しか

も連日の「何かお困りのことはないですか」 コールにうんざりしている被災者たち。そん

な中に「何かやってこい」とポランティアを放り出すのは無茶な話だと感じる。プロフ

ェッショナルの存在次第で、ポランティアは善にも悪にもなる。

とはいっても、誰もがボランティアできる受け皿を作るとともに、ポランティアをする

人自身が最低限の常識や判断力を身に付けている必要がある。学校のようなある程度大き

な避難所は、割合きちんとした運営組織があるが、小さなお寺の住職とかマンションの管

理人は本当に極限のように思えた。仕事は確かにあるはずなのに、入れ代わり立ち代わり

やって来るポランティアたちをどう指示していいのか分からない。頭が回らない。その中

でポランティアが自分で仕事を見付けて動くには、普段から自分の生活の自立ができてい

る人でなければ難しいと感じた。

＊
 

＊
 

ボランティアを手放しで素晴らしいことだとは言わないけれど、随分と皮肉っぽく捉え

られることが多いと感じる。特に、全く経験のない人、そして逆にあるレベルまで到達し

ている人。自分自身がポランティアとして相応しく行動できないから余計に感じるのかも

しれないが、ポランティアに対して、自分はその偽善のからくりを理解しているのだとい

うように冷めた目で見る人。でも、きっとこういったことに対峙したときに、自分の成長

のため、自分の満足のためといって独り善がりでいることができない状態になる。本当に

全神経を集中して相手を理解しようとしないではいられなくなる。その結果、自分の成長

や満足に返ってくる。

だから、自分はとても単純に考えたい。

人間には人を思いやる気持ちがある。人を助けたことを嬉しく感 じる心がある。

それが独り善がりにならないように、自分の善意が一番よく生きるように、冷静さや指

導してくれる人を持っていればいいと思う 。

学生は徹夜が好きで語り合うことが好きで、肉体労働も好き。そんなタフな若者は結構

大きなエネルギーになるけれど、それが少しずれると何かを一生懸命やっていること自体
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に青春を感じ、一番大事なことを見失ったりもする。精神的な疲幣はもちろんのこと、肉

体的な疲労も正常な判断を妨げることも大いにあるので、それをさとしてくれる人や休息

は大事なことだ。

＊ ＊ 

この時の自分は、時間の融通がきいて多少の無理はきく年齢、という程度の存在だった

ので、もっと社会での経験とか判断力を身に付けてできることならやり直したい。でも、

自分の中では良くも悪くも忘れられない経験になったはず。とりあえずは、ずっとこの経

験を心に留めておくことを目標としたい。
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5.高橋さん

「今私にで きることは ・・・ 」

円本中を揺るがせた阪神・淡路人碇災から、もう 一年以 I．．が過ぎな、

跛災地に必．いた数多 くのポランティアの・人と して、私も神） ＇．で i町：JJの時／iりを過ごし

た。今でも、あの体験を振り返ると、神戸での日々が脳衷によみがえ ってくる。私が神戸

で1がたもの、感じたものは、本当に人きく 、自介にと ってこの上なく貨項なものとなっ

た。

私がかかわったポランテイア団体は、地震とともに誕生し、手探りの状態のなかから、

常に“ポランティアとは？ ＂ ＂自立とは？ ＂という問いを自分たちにぶつけながら 、歩ん

でいった。そこから少しずつ成長 し、現在も人とのつながりを大切にした、地域に根差し

た活動を続けている。

参加した当時は何かと「自立」という言葉が叫ばれていて、被災者が自立できるよう

に、ポランティアはそこを支えていく、本人の自立の手助けをする存在として、その役割

が期待されていたように思う 。私もこの思いのもとに、目の前のことに精一杯携わって

いった。

私の手元に送られてきた最近の会報には、こんなスタッフの声が載っていた。

「地痰によ ってでき た心の傷は決 して消えはしない。協とは死ぬまで付き合わなくてはな

らない。ポランティアには、 “傷を消してあげよう”などという妄想を抱いて来てほしく

はない。」

「“自立させなければいけない＂と考えている傲慢なポランティアが多いが、本 当に必要

なのは、自分と同じ目の高さで同じ方向を向くポランティアだ。」

これらの言葉を読んで、一瞬ドキリとした。果たして私はどうだっただろうか、と。

相手の目線で周りを見ようとしていただろうか。神戸に住む人たちの心に土足で踏み込ん

ではいなかっただろうか。

授業の聞 き取 りで、 「なぜ神戸に行ったのか」と 問われたとき、 「自分のために」と私

は答えた。 この考え方は自己満足意識と紙一重に位置すると言 えるかもしれない。しかし

私は、自分のためにポランティアをするという思いをもつことは決してマイナスにはなら

ないと思う 。 自分が動けば、その分だけ返ってくるものがある。それは喜びかもしれない

し、あるいは失望かもしれない。 さまざまな感情が生まれてくる。そうした経験は、次の

ポランティアヘとつながるものであるし、 また 、自己を見つめる契機 となる。ポランティ

アも、相手とともに成長してい く存在なのだ。

私たちの学科で作った呼ぴかけのピラの見出しは、 「今、私たちにできることは… ？」

であった。この “今＂は終わってしま った過去のことではなく、今この瞬間も、これから
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も続いていくことなのだと思う 。私が神戸で多くの人たちとともに過ごしたという事実は

確かに存在する。旋災の記憶が色あせないようにすること。被災地に目を向け続けるこ

と。 そして、私自身への・・ボランティアとは？ ＂という問いかけを続けていくこと 。今私

にできることは、そういうことだと思う 。
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6. 中島くん

「神戸と東京とのはざまで一長期支援のために息うこと 一」

痰災が 1月で、僕が神戸に行ったのが 5月、インタピュ ーをしたのが6月だったので、

ほぽ 1年がた った。報告苫をまとめるという話は間いていたが、なかなか協力する ことが

できずに今日に なった。報告苔のほぼ出来上がった状態のものに目を通させても らい、い

ま考えることを甚かせていただく 。

●報告占をまとめるというこ と

ボランティアをどう捉えるかということは、答えが 1つではないと思う 。社会的な，意味

にウ ェー トをおく人から、個人の体験ということを重視する人まで広が りがあ ると思う 。

また、非日常的な空間が見つけられない若者が、苗の祭りが持っていたような沢次｝四の布

間の体験をいく らかは求めて多く 集ま ったという分析もあるくらいだ。

個人の中で忘れ去られてしまう可能性のある経験を、報告占：と いった形で まとめる こと

は、本来ばらばらに存在する個人の経験を共有するために非常に有意義な ことだと思う n

神戸に何ら かの形で関わった人、 95年度の東京都 1,L大学の社会福祉調杏論の授業に出て

いた人に限らず、今後、何かの活動をまとめようとする人、多くの人が閃わる問題に携わ

ろうとする人にと っても示唆するところの多い斉料である。

●調査論の授業の一環 としてのイン タピュー

授業の中では面接の実習という位置づけがあった。小田 さんのインタピュー をするにあ

たって、質問項目は準備したが、途中から自分の体験を多く話 してし まって小田 さんの経

験を開 き出すという 本来の目的からずれそうにな ることも あった。 3人で インタビュ ーし

たので、話がずれそうにな ったら誰かが引き戻してくれた。 1対 1であ った ら、この 3分

の 1もきくことができなかったように思う 。

●神戸での出来 事

小田さんの話は本文の中で紹介 していただいているので、私としては自分の出会った人

たちと、 1年後どう思っている かについて書かせていただきたい。

私が神戸 にいったのは 5月。 ゴールデン・ウィークのことで、緊急救援から長期的な復

興支援に多くの活動が移行しつつあ った。そういう意味では本文、また資料の中で紹介さ

れている人たちの話と少 し性格が違うように思われる。

お世話にな った長田区の西神戸 YMCAでは、生活情報の提供、仮設住宅での協｝J、

人暮ら しの高齢者のところ に食材を運んだり、家屋の応急処理、引っ越しの手伝いなどを

していた。 また、倒壊した家尾の割合が非常に多い新長田駅周辺に、地尤の人が戻り つつ

あった頃で、お年寄りのいる家庭が戻っているのではないかと、 開き取り調令ミに回ったり
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もしていた。 そういう継続されてきた活動に参加させていただいた。

仮 設住宅へは、布団乾燥器を持って回り、布団を乾燥させている問にいろいろお話をう

かがったりした。 Fさん宅におじゃましたときは、霙災当日家屋の下敷きになり、それ以

来足が痛んで、自由がきかない。 仮設住宅のドアはガラスであるため、中をのぞかれて落

ちつか な い の で、カーテンの代わりになるものがほしいという要望をいただいた。

新長田駅北側 の聞き取り調査をしているとき、再開発のため、地権者に追い出されるの

ではないかと恐れて半壊の住宅でがん ばって生活しているおばさんの話しを 1時間ほどき

くこと もあった。

東京に帰ってすぐの頃によく思いだしたこと は 、 YMCAのポランティアはみんな YM

CAと書かれたゼッケンをかけていた のだが、屋根の修理を依頼された家に向かっ て い る

途中、おっちゃんに「 今ご ろ何 しに きたんや？」と罵声を浴びせられたこと、ゴールデ

ン・ウィ ーク ということもあって全国から主に社会人を中心に何かできることを探して神

戸にや っ て き た 人たちと一緒になったの だ が 、 私 が 社 会 福 祉 の学 生と い う こ と で、勉強の

教 材 として見に来たのかという感想を持たれたということだった。

いま 、時問がたって改めて考えること は 、 長 期 的 な 支 援 、 特 にYMCAがやっ ていたよ

うな、話し相手としての訪問活動などは、やはり、地元にいるということが必要だ と い う

ことだ。 日常の中で、自分の身の回り で で き る こ と を す る。 そういう人が増えることが、

震災後のケアでも 重要になると思っている。

く編者注＞ この中島 君 は 本 書 6 ペ ー ジのポランティア経験の話者一 党

に入ってい な い。彼にインタビューした学生の レポート が未提

出に終わったためである 。
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あとがきにかえて

一本告の作成経過と担当教貝のかかわり 一

1. 大旋災発生から、体験者インタピュ ーの設定まで

9 5年 1月 l7日の碇災発生の際、私は長期海外出張で中国の北京に滞在中であった。

情報がごく限られたものであ ったこと と、自宅への連絡で、親族や、身近な知り合いには

大きな被害を受けた者がない様子であるこ とを知 ったこととによって、私自身としては、

気にしながらも、帰国するまで多少距離を持ったままとなり、日本国内で膨大な量のマス

コミによる情報の中にいた状態とは、かなり違った位憧にいたことは否めなかった。

したがって、当初からの学 生たちの動きについては知らないままであったが、本書の中

にも書かれているとおり 、同僚のひとりが担当した社会福祉援助技術論の授業時間など

で、学生どうし、何か支援活動をすべきではないか、 自分達に何か出来ることはないか、

まわのひとにも呼びかけをしよう、といった話し合いもあったようであり、テレピ等で現

地の深刻な状況とポランティアが全国から駆けつけていることを知るにつけて、 学生たち

の中での行動への構えが高ま って行ったと思われる。他方、時期的には年度末の試験やレ

ポート提出が迫っており 、それをなげう って出かけるということは躊躇されたところでも

あ った。結果的に、本書で取り 上げられた経験者たちの大部分が、年度末試験を終えた 2

月半ば以降に現地入りし、 1週間から 1カ月程度現地での被災者支援活動に参加したので

ある。

4月か らの新学期に人り、私は阿僚の大島巌と組んで社会福祉調企論の授業を開講し

た。調査論の授業計画としては、他の授業の分担などの関係で、初めの 3ヶ月ほど私が前

座をつとめることになり、社会調査の概要と歴史、調査の種類と基碇的な用語の解説、お

よび調査法のなかでの事例的方法とその中心的なデータ収集法である面接法あたりまでを

私が分担する。 それ以後は大嶋が、統計的調査の方法、社会統計学の初歩、 一般市民を対

象 とする福祉意識の調査 の実施と、その後のコンピュ ー タ集計を含むデー タ処理を教える

というものであった。

一方、痰災ボランティアに行った学生たちの間では 、体験を語り合うこと、行かなかっ

た人にも伝えること、自分たちなりのまとめをしてみること 、な どの問題意識があり、 5

月には学生たちだけの報告 ・交流会ももたれたが、十分な盛り上がりは持てず、その後の

発展的な進め方についての合意を作り上げるまでには行かなかったようである。

私 としては、 こうした学生の自主的な活動を激励しつつ、体験をま とめる作業につい

て、学生だけで行う のがむづかしいな ら、調査論などの授業を通してまとめるものに、合

流させる形もありうる と考えたのである。社会福祉調査論の授業は、従来、初めの 2ヶ月

ほどの講義の後は、調査技法やコンピュータ使用によるデータ処理などの、実技訓練を重

視 したカリキュラ ムに してきたので、 学生の疫災ポランテ ィア経験というトビックを織り

込むこ とはそれほ ど無理なこ とではない。 そこで、私の担当期間の終盤に、事例的調壺方
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法を扱うところで、従来はライフヒストリーを課題としてきたものを変更して、鹿災ポラ

ンティア経験者へのインタピュー（非構造化面接）を実施するこ とにしたのである。

直接的な準備としては、聴き取り調査実施の前の週の授業日までに、最低限の予備知識

として、古沢英子の論文 （「ポランティアの原則と社会福祉の動向」 「月刊福祉」 1987)

と、神戸YWCMの通信にのったボランテ ィア体験の報告 （「神戸での体験ーネコの中間報

告ー」）を配布して全員が読んでおくよう指示し、授業時間にはグループ討議で、災害ポ

ランティアに行った学生へのインタピューとして、どんな内容を開きたいか、間く必要が

ある項目や、注意点はどんなものか、などを整理した。そして 6月 7日の授業時間に、ポ

ランティア体験者を招き、受講生のなかの経験者も語る側（被調資者）に回って、残りの

受講生が2人一組に分かれて、それぞれインタビューを実施 したのである。面接時間は 1

時間と定め、その範囲でどこまで聴き取りができるかを試みるという設定に し、 テープに

よる録音記録を残すことにした。 さらに受講生であるボランティ ア経験者の 5名は、イン

タピューする側にも立って見るべく、 2組に分かれて、授業時間外に別の経験者に対して

面接を実施したのである。つまり、本甚で扱われた資料は、事例的な聴き取り調査の技法

を学ぶための面接の線習としてなされたものである。調査実習として時間をと ったうえ

で、テーマを定めて取り組まれたものではないので、内容的に掘り下げるための準備は不

十分なものにとどま っていることは否めない。

インタピューの様子は、本沿の第 2部とした 3つのケースに示さ れているとおりである。

受講生には一部社会福祉学科以外の学生と、聴講生も含まれるが、大部分は、対象者・面

接者とも同じ学科の学生同士である。ただ し、それほどよく知り 合っ た仲問というほどの

間柄でもない。聴き取り側を 2名づつに割り当てたのは、も っばら対象者（話者）の数が

限られたことによる。面接調査の練習としては 1対 1で行うことが望ましいので、従来の

授業では、学生が依頼できる老人などに授業外に面接してそのライフヒストリィをま とめ

てみるやり方を取っていた。今回のテーマでも 、時間的な余裕があれば、 学内の他学科の

学生のなかの経験者を捜すとか、他大学の福祉学科の学生のなかに対象者を募るなどの方

法もありえたであろう 。提出されたレポートでは、 「二人で質問したので（聴く側が）緊

張しないで済んだ」といった感想が多かった。ただし、ひとりのみがも っばら質問役に

回ってしま ったとか、自分も質問しなければと思ったが、話に割り込むき っかけがつかめ

なかった、などの反省も出されている。 さらに問題だったのは、事前のグループ討議は有

益ではあったが、面接にあたる者の組み合わせが当 日になって変更されたこともあって、

二人の問での事前の打ち合わせの時間がほとんど持てなかった点であった。受講生の出欠

が一定していなかったことが直接の原因である。

また、とりわけ間き手の側にも碇災ポランティアの経験者がいる場合に、聴き取りに微

するというより、体験の交流といった場面が作られたことは、今回のセッティングの特色

でもあり、 「調査論」としては反省点になるところでもあった。

2. インタピュ ー結果に碁づく作業レボートの作成
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ともあれ、こうして l0ケースのインタピュ ー資料が収集され、受講,,ミには、各自のイ

ンタビュ ーにもとづいて、以下のような課題での作業レポートを作成することが課せられ

たのである。

福祉調査論レポート課題 （原文を一部省略）

レボー ト課題： インタピュー（事例調査法）まとめ

ィンタピュー課題: 「学生の阪神大震災ボランテ ィア体験」

形式： B 5版タテ長横書き 字数 ：40 0字詰め 20枚程度

まとめ作業のポイント

＊少なくとも 1回は自分の行ったのインタビューのテープを聴き直すこと。

＊レポー トとしてまとめる課題は大きく 言 って 2つある。

第 1は、調査の内容として、 「震災ポランティア体験」をどのようにまと

められるか。なにが語られ、どんなことが分かり、そこからなにが考えら

れるか。

第 2は、調査の方法としてのインタビュー という形式がどのような手）II(｛で

行われ、準備段階、実施段階、後の整理の段階で、どのような問題点や工

夫が考えられたか。事例調査という方法でのまとめ方にはどんな強みや弱

みが考えられるか。

＊レポー トとしてのまとめ方、組立て方は各自の判断でよいが、上記の 2つの課

題との関連で、内容的に、次のような諸点は含まれることになるだろう 。

l. インタピューに至 る経過： どんな準備過程があり、予備知識を持

ち、ねらいはどのあたりにあったか。 グループ討議などでどんなポイン

トが出ていたか。

2. インタピューの内容・結果：

a)話者についての基礎的な情報（氏名、性別、学年、これまでのポラ

ンティア経験など）

b)聞けたこと、語られたことの概要 （活動参加の経緯やJレート、災害

過程の中での時機と場所の限定、現地の状況と活動内容、その Lで ど

んなことが話題になっていったか） 。

c) ハイライト (1つまたは複数） （話者の体験として、あるいはイン

タピュアの印象として、このインタピュー記録で残したいところ、他

の人にも伝えたいところ。できるだけ生の言策を採録して再構成して

みる） 。
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3. 考察：

a)話者の体験を通して語られたことから、なにが得られ、どんなこと

が考えられるか。

b)調査方法としてのインタピューとそのまとめ方について、どんなこ

とが考えられるか。 （今回のインタビューのプロセスで、良かった点

反省すべきこと、さらに工夫できる点など。 2人でインタピューした

こと、テープ記録の取り方とその利用について。 このインタビューを

さらに災害ポランティアの調査として発展させるとしたら、どんなこ

とが考えられるか。 また、あなたの関心のある別のテーマで別の対象

者にインタビューする場合に考えるべきことなど）

結果的に面接に加わった 20名のうち、 1 8名からレポートが提出されたが、 1ケース

についてレボートが出なかったため、本書で取り上げる資科となったポランティア学生の

数は 9ケースということになった。

3.演習 IIでのとりまとめ作業

後期を迎える頃までかかって レポートが出そろった段階では、すでに同僚にバ トンタッ

チされ、社会福祉調査論の授業は別の課題に進んでいるので、この授業の延長としてイン

タビューのまとめの作業を継続することには無理がある。そこでふたつの可能性が残っ

た。ひとつは、上記の課題レポートを全部又は一部載せる形で報告害を編集すること。第

2は、さらに有志を募って、このインタビューを素材としてさらに深める形でまとめなお

すことである。私は後者を選び、同じく私が担当した社会福祉学演習 IIの授業の後期の課

題として取り組むことにしたのである。前期からの受講者は、ポランティア経験者であっ

た 2名であったので、彼らを核に、参加したい者にはドアを開けておく形で第 2ラウンド

の作業が始められた。

まず行ったことは、調査論のレポート提出者と、インタピューを受けたポランティア経

験者たちに、インタビューテープ（数例については、すでに逐語記録に起こされていた）

と提出レポートを、まとめの作業のための資科として利用することの了解を得ることであ

り、あわせて、第 2ラウンドの作業への参加者も募るということであった。資料として利

用させてもらう件は容易に了解が得られたが、まとめの作業への参加呼びかけに応じたの

は 1名にとどま った。調査論のレポー ト提出者たちは、その後の課題に追われる者が多

く、インタピューを受けたポランティア経験者たちの多くは卒論に追われるという時期で

あったことによる。こ うして、計3名の学生が最終的に報告書の作成をめざして、改めて

各自のテーマを定めて、とりまとめ作業に取り組んだのである。調査研究ということから

すれば、 この段階で、まとめのための視点にもとづく補充的な面接がなされることが望ま
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しいが、今回は、 部分的な事実確認をしたにとどまっている 。

4. 本書の編集と構成

以上のような経過で、本書の中心部分が出来上がっ て い っ たわけだが、私には、ポラン

ティア活動や災害福祉について論じた り指導できる実績はないので、 学 生謡君と たび たび

議論はしたけれども、彼らに助言したのは考え方の論理性や、首尾一 貰性、資料の扱い方

といった次元にとどまるものである 。 他 方、本書の楕成と編集については、私の意見で大

筋が決ま っ ている。 第 2部としてインタビューの状況をそのまま載せることにしたこと

は、今回の裳災ポランティア体験が、学生同士の問で、どのように語ら れ、聴かれ、そし

て受けとめられたかを記録しておくためにも責重なことであると考えたからにほ か な ら な

い 。、 第 3部としてボランティア参加学 生 の 1年 後の感想を求めたことは、 当 初から私が

期待していたが実 現し きれなかっ た、 彼 ら 自 身 に よ る 自 主 的 な ま と め の 作業 の変形とも い

えるものである 。率直に書いてくれた一 人ひとりの思いを読 むと、彼らにとっ て重い経験

であったことが改め て 実 感 さ れ る と ともに、彼ら自身で自らの体験をまとめ直すという作

業は、困難であ っ たろうというこ と も知られるのである 。 「社会調査」という客観化のプ

ロセ スの意義は、こ う し た と こ ろ に もあるという ことを 、蛇足ながら5虹調して よいだろ

う。 とはいえ、この部分などは、とりまとめの最終段隋になって追加されたものである。

このように本書の編集と構成は、悪くいえばどろなわ式 のところもあるのだが、私として

は、 3名の諸君のエ ネ ル ギ ー に 押 さ れながらここまでたどりついたという感が深い。

5. ご支援いただいた方々への謝辞

本書がこのようなかたちを取るまでには、そのほかにも色々な方々のお世話にな っ てい

る 。 まずこうした作 業 を す る に 当 た っては、 他の大学ではどのような取り組みがなされて

いるのかについても知 っ ておきたいと思っ た 。 これに関しては、愛知県立大学の大和田猛

先生が、同大学での取り組みと、社会福 祉教 育七 ミナーに関連した資料と情報を提供して

下さ った。同志社大学の小山降先生と大阪府立大学の牧里毎治先生からは関西の大学 の 学

生たちの取り組みについて知らせていただき、関西福祉系大学ボランティア連絡会の事 務

局からも資料を頂いた。 また、大阪市立 大学の秋山智久先生 のグルー プからは、裳災ボラ

ンテ ィアに関する立派な統計的調査の報告書をお送りいただいた。 十分に活かし切れたと

はいえないが、こうした情報や激励が、作業を進める上 での大きな励みにな っ たことを、

この 場を借りてお礼申し上 げたい。 時間はかかってし ま っ た が 、 私 た ち の ま とめをお戻し

で きることをうれしく思っている。

社会 福祉学科の同僚たちには、この 斡告書の とりまとめの意義を認めて、 印刷費の割り

当 てを 認 め て も ら っ たばかりでなく、多くの有形無形の支援を受けている 。 また、社会福

祉調査論の授業のテ ィ ー チング ・アシスタントであ っ た大学 院 生 の南山浩二 君には、イン
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タビューの設定と実施についてサボー トしてもら ったこと、さらに、修士論文の課題とし

て震災ボランティアの問題に取り組んでいる菅磨志保さんには、 ドラフト作成段階で、レ

クチャーとコメントを引き受けてもらい大変有益であったことも、謝意を込めて記してお

きたい。

石原邦雄
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